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各年、各分野（臨床医学、植物・動物学、化学、物理学など 22 分野）の被引用数が上位 1％に入












































域のマッピングによる可視化、③注目研究領域の内容分析の 3 つを経て行なわれる。 
サイエンスマップ 2008 では、2003 年から 2008 年までの 6 年間に発行された論文の中で、各年、各分
野（臨床医学、植物・動物学、化学、物理学など 22 分野）の被引用数が上位 1％である高被引用度論文
（約5万件）を用いた。これら高被引用度論文に対して、「共引用」を用いたグループ化を2段階（論文→リ
サーチフロント→研究領域）行なった。647 研究領域が得られ、その中で一定の大きさを持つ 121 注目研
究領域に対しては、詳細な内容分析を行った。 
また、サイエンスマップ 2002（1997 年から 2002 年）、サイエンスマップ 2004(1999 年から 2004 年)、サイ
エンスマップ 2006（2001 年から 2006 年）との時系列分析を行った。このハイライトでは、専門家へのアン
ケート調査やインタラクティブサイエンスマップの試みも合わせ、以下に分析した結果を示す。 





















                                                  
1 本調査は、第 4 回目の報告である。第 1 回目は「NISTEP REPORT No.95 急速に発展しつつある研究領域調査（2005 年 5 月）」、第 2
回目は「NISTEP REPORT No.100 サイエンスマップ 2004（2007 年 3 月）」、第 3 回目は「NISTEP REPORT No.110 サイエンスマップ 2006








































(注１)黄色の丸が注目研究領域の中心位置を示し、丸の横に書かれた数字は注目研究領域の ID を示す。 
(注２)他研究領域との共引用度が低い一部の研究領域(ID114, 119, 120, 121)は、マップの中心から外れた位置に存在するため、上記マ
ップには描かれていない。 











京都大学山中氏らによる iPS 細胞の樹立を含む「再生医学と幹細胞研究（2008, ID30）」という非常に大
























































































サイエンスマップ 2002 から 2008 にかけて、大まかな研究領域群の配置は変化がないものの、サイエ
ンスマップ 2002 以降、生命科学系研究領域の論文の割合が低下傾向にあり、一方でナノサイエンスな
どの非生命科学系研究領域の論文の割合が増加傾向にある。 
前回調査のサイエンスマップ 2006 を基準に、サイエンスマップ 2002、2004 を連結、さらに最新のサイ
エンスマップ 2008 を連結させ、4 時点の時系列変化を追うことができるようにした（概要図表 4）。 
時系列変化を見ると、生命科学系の研究領域群は、サイエンスマップ 2002 では比較的高い論文集中
度を示す部分があったが、サイエンスマップ 2004 と 2006 では研究領域がやや散在する傾向が見られて
いた。最新のサイエンスマップ 2008 では、またサイエンスマップ 2002 のような比較的高い論文集中度を
示す部分が見られるように変化していることが分かる。ナノサイエンスについては、生命科学系の一歩後
を追うように、サイエンスマップ 2002、2004、2006 までは比較的高い論文集中度を示す部分があったが、













全研究領域のコアペーパ数 15410 15531 15165 15826
14655 14821 14452 14986
95.1% 95.4% 95.3% 94.7%
7614 7281 6831 6875
49.4% 46.9% 45.0% 43.4%
1979 2287 2353 2207
12.8% 14.7% 15.5% 13.9%
3481 3668 3899 4129
22.6% 23.6% 25.7% 26.1%
1739 1342 1425 1619
11.3% 8.6% 9.4% 10.2%
150 344 682 906
1.0% 2.2% 4.5% 5.7%
1376 1436 1212 1200
8.9% 9.2% 8.0% 7.6%
1185 1172 1006 1048















概要図表 4 サイエンスマップ 2002-2008 
(A) サイエンスマップ 2002                       (B) サイエンスマップ 2004 

























(C) サイエンスマップ 2006                       (D) サイエンスマップ 2008 

























(注１)黄色の丸が注目研究領域の中心位置を示し、丸の横に書かれた数字は注目研究領域の ID を示す。 









な役割を担う研究領域が存在する場所である。サイエンスマップ 2002 の ID53 は生命科学とナノサイエン
スの中間地点に位置していた後、生命科学方面とナノサイエンス方面へ分離し、研究領域を継続発展さ
せてきている。生命科学方面への軌跡に注目すると、「プロテオーム（2004, ID105）」、「同位体標識/定


















概要図表 5 生命科学系とナノサイエンスの中間に位置したサイエンスマップ 2002 ID53 の軌跡 
 
(注)研究領域位置を丸で示す。黄色丸：サイエンスマップ 2002、水色丸：サイエンスマップ 2004、緑丸：サイエンスマップ 2006、赤丸：サイ
エンスマップ 2008。ID 記載の場合は注目研究領域。C の場合は準注目研究領域のため ID が無く、研究領域名は空欄となる。 
データ： Thomson Reuters 社 “Essential Science Indicators”に基づき科学技術政策研究所が集計 
 
概要図表 6 素粒子・宇宙論と物性研究の中間に位置するサイエンスマップ 2008 ID100 の軌跡 
 
(注)研究領域位置を丸で示す。黄色丸：サイエンスマップ 2002、水色丸：サイエンスマップ 2004、緑丸：サイエンスマップ 2006、赤丸：サイ
エンスマップ 2008。ID 記載の場合は注目研究領域。C の場合は準注目研究領域のため ID が無く、研究領域名は空欄となる。 

















































マップ上での学際的・分野融合的研究領域数の占める割合は、サイエンスマップ 2002～2008 の 4 時









概要図表 7 学際的・分野融合的研究領域の位置の変化 



























3 は、サイエンスマップ 2008 では 8.0％、米英独仏に次いで 5 位で、サイエンスマップ 2004 をピークに低
下傾向である。貢献度（分数カウント法）4 は、サイエンスマップ 2008 では 5.4％、米英独に次いで 4 位で、
同様にサイエンスマップ 2002 から低下傾向である。 






5.9 ポイント上昇して 7.2％であり、特にナノサイエンスにおいて日本を上回る存在感を示している。 
 
概要図表 8 全研究領域における各国のシェアの時系列変化 
（A）整数カウント法 
 
整数カウント法 米国 ドイツ 英国 日本 フランス 韓国 中国
サイエンスマップ2002 62.9 11.1 12.4 8.6 7.0 1.1 1.3
サイエンスマップ2004 61.9 12.1 12.3 8.7 7.2 1.7 2.7
サイエンスマップ2006 61.0 13.5 12.9 8.5 7.5 1.8 4.5




分数カウント法 米国 ドイツ 英国 日本 フランス 韓国 中国
サイエンスマップ2002 51.8 6.7 7.8 6.4 3.9 0.7 0.8
サイエンスマップ2004 49.7 7.2 7.3 6.2 3.8 1.0 1.7
サイエンスマップ2006 47.6 7.7 7.2 5.7 3.7 1.1 2.9
サイエンスマップ2008 43.5 7.4 7.0 5.4 3.8 1.0 5.2
(注）全研究領域を構成するコアペーパにおける各国の論文シェアである。 
データ： Thomson Reuters 社 “Essential Science Indicators”に基づき科学技術政策研究所が集計 
  
                                                  
3関与度（整数カウント法）は、複数国の共著による論文の場合、それぞれの国に 1 とカウントする。したがって、各国の論文数の世界シェア
を合計すると 100％を超える。 


















概要図表 9 サイエンスマップ 2008 の各国の分野別シェア 
 
分野 全体 米国 ドイツ 英国 日本 フランス 韓国 中国
農業科学 0.7% 0.2% 0.1% 0.1% 0.0% 0.1% 0.0% 0.0%
生物学・生化学 0.8% 0.5% 0.1% 0.1% 0.1% 0.1% 0.0% 0.0%
化学 13.3% 6.0% 1.6% 1.1% 1.1% 0.7% 0.3% 1.2%
臨床医学 19.1% 12.7% 3.0% 3.0% 0.9% 2.2% 0.2% 0.4%
計算機科学 1.3% 0.9% 0.1% 0.1% 0.1% 0.1% 0.0% 0.1%
経済・経営学 0.7% 0.6% 0.0% 0.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
工学 4.0% 1.2% 0.2% 0.2% 0.1% 0.1% 0.1% 0.9%
環境/生態学 1.6% 0.9% 0.2% 0.3% 0.1% 0.1% 0.0% 0.1%
地球科学 3.3% 2.2% 0.6% 0.7% 0.3% 0.4% 0.0% 0.5%
免疫学 0.2% 0.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
材料科学 0.7% 0.4% 0.1% 0.0% 0.1% 0.0% 0.0% 0.1%
数学 1.0% 0.4% 0.1% 0.1% 0.0% 0.1% 0.0% 0.2%
微生物学 0.2% 0.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
分子生物学・遺伝学 0.2% 0.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
神経科学・行動学 2.0% 1.4% 0.2% 0.3% 0.2% 0.1% 0.0% 0.0%
薬学・毒性学 0.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
物理学 14.4% 8.1% 2.7% 1.9% 1.7% 1.7% 0.5% 1.1%
植物・動物学 4.2% 1.9% 0.9% 0.8% 0.6% 0.3% 0.1% 0.2%
精神医学/心理学 1.2% 0.9% 0.1% 0.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
社会科学・一般 1.0% 0.6% 0.0% 0.2% 0.0% 0.1% 0.0% 0.0%
宇宙科学 0.8% 0.7% 0.2% 0.3% 0.1% 0.2% 0.0% 0.0%
学際的・分野融合的領域 29.1% 17.6% 3.7% 4.0% 2.6% 2.2% 0.6% 2.5%
総計 100.0% 57.9% 13.9% 13.4% 8.0% 8.4% 1.9% 7.2%





概要図表 10 サイエンスマップ 2008 上に示した論文比率  
(A) 日本【整数カウント法】                       (B) 日本【分数カウント法】 
 
 
(C) 英国【整数カウント法】                    (D) 英国【分数カウント法】 
 
(注)論文シェアが 5％を水色で表示し、20％以上を赤色で表示した。論文シェアの計算には整数カウントを用いた。黄色の丸と数字は、論
文シェアが 9％以上の注目研究領域の場所と ID である。 









割合である。英国やドイツは TOP1％論文数が 1 件以上の研究領域（参加領域）の割合が約 6 割である




概要図表 11 サイエンスマップ 2008 における日英独の参加領域数の比較 
 
分野 該当研究領域数 日本 英国 ドイツ
農業科学 8 3 4 4
生物学・生化学 11 6 4 6
化学 64 28 32 38
臨床医学 116 41 82 75
計算機科学 17 4 8 10
経済・経営学 9 0 5 1
工学 44 9 12 1
環境/生態学 15 4 10 9
地球科学 30 19 26 21
免疫学 1 1 1 1
材料科学 7 4 1 3
数学 14 1 3 6
微生物学 5 1 4 0
分子生物学・遺伝学 5 2 4 3
神経科学・行動学 17 12 12 12
薬学・毒性学 3 1 0 1
物理学 61 35 39 39
植物・動物学 36 20 24 24
精神医学/心理学 12 2 7 6
社会科学・一般 13 1 7 5
宇宙科学 8 3 7 7
学際的・分野融合的領域 151 66 96 81
総計 647 263 388 366
4
データ： Thomson Reuters 社 “Essential Science Indicators”に基づき科学技術政策研究所が集計 
 
(２) 日本は分析の母集団である TOP1％論文におけるシェアも低下している 






論文の 52％は国際共著論文であり、これは全論文の場合を大きく上回っている5 。 
 xiv
                                                  










































マップ 2004（NISTEP REPORT No.100）で確定し、その後は同じグループ化方法を使用している。このた




2006、サイエンスマップ 2008 の 4 時点の結果を用いた時系列分析が可能となった。 
 
本報告書ではサイエンスマップ2002～2008を用いて「科学研究のダイナミズム」(3章)、「主要国の活動
状況と強み弱み」(4 章)の分析を行った結果を報告する。調査手法の概要については 2 章で紹介する。 
                                              
1 本調査は、第 4 回目の報告である。第 1 回目は「NISTEP REPORT No.95 急速に発展しつつある研究領域調査(2005 年 5 月)」、第 2
回目は「NISTEP REPORT No.100 サイエンスマップ 2004(2007 年 3 月)」、第 3 回目は「NISTEP REPORT No.110 サイエンスマップ
2006(2008 年 3 月)」である。 
2 総合的なレビューとしては次がある。Börner, K., Chen, C., and Boyack, K. W. (2003), “Visualizing Knowledge Domains”, Annual Review 








論文のグループ化方法は NISTEP REPORT No.100 サイエンスマップ 2004 と同じである。サイエンスマ
ップ 2008 では、論文のグループ化により 647 研究領域が得られ、その中で一定の大きさを持つ 121 注目
研究領域に対して内容分析を行った。 
論文のグループ化には、分析対象とする 2003～2008 年の 6 年間に発行された論文の中で、各年、各
分野(臨床医学、植物・動物学、化学、物理学など 22 分野3)の被引用数が上位 1％である高被引用度論
文(約 5 万 6 千件)を用いた。これら高被引用度論文に対して、「共引用（参考図表 1）」を用いたグループ









参考図表 1 共引用のイメージ図 
 
 
共引用分析では、論文 A と B の間の共引用の度合い（共引用度）は、次式で評価される。 
BAABnorm / NNNN =  （1） 
ここで、 は論文 A と B を共引用する論文の数、 、 は、それぞれ論文 A、B を引用する論文の数、
は規格化された共引用回数であり、これを共引用度とする。 
(共引用分析についての参考文献) 
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Comparison of Methods”, Scientometrics, 7, 3-6, 391-409. 
Small, H., Sweeney, E., and Greenlee, E. (1985b), “Clustering the Science Citation Index using 
Co-citations. II. Mapping Science”, Scientometrics, 8, 5-6, 321-340. 
 
参考図表 2に論文のクラスタリングのイメージを示す。第 1 段階のグループ化で得られる論文の集合としてThomson 
Reuters社のEssential Science Indicators (ESI)に収録されているリサーチフロント(5726 リサーチフロント)を用いた。グル
ープ化する際の共引用度の閾値は 0.3 である。 
第 2 段階として、これらリサーチフロントを再度グループ化することで 647 研究領域を得た。このグループ化の際に
は、①研究領域をクラスタリングする際の閾値を 0.1、②リサーチフロント数が 2 個以上の研究領域、③研究領域に含ま
れるリサーチフロントの最大数は 100 とし、計算を行った。647 研究領域の中で、6 以上のリサーチフロントから構成され
る 121 研究領域を注目研究領域とし、専門家による内容分析の対象とした。 
参考図表 3にクラスタリングの詳細を示す。今回報告するサイエンスマップ 2008 に加え、1997-2002 年分のデータを
用いて、現行の論文のグループ化方法に従い研究領域の構築を行ったサイエンスマップ 2002 についても併記する。 
 
参考図表 2 共引用関係を用いた論文のクラスタリングのイメージ 
 
 






サイエンスマップ2002 サイエンスマップ2004 サイエンスマップ2006 サイエンスマップ2008
期間 1997-2002 1999-2004 2001-2006 2003-2008
高被引用度論文数 約4万5千件 約4万7千件 約5万1千件 約5万6千件
引用数計算時点 2002年末 2004年末 2006年末 2008年末
全リサーチフロント数 5,221 5,350 5,538 5,726
に含まれるコアペーパ数 21,183件 21,411件 21,428件 22,669件
全研究領域数 598 626 687 647
に含まれるリサーチフロント数 3,415 3,502 3,551 3,635
に含まれるコアペーパ数 15,410件 15,531件 15,165件 15,826件
注目研究領域数 112 133 124 121













の 2 種類のマップを作成した。本報告書の第 I 部では、研究領域相関マップを用いて、科学全体を俯瞰
的に分析した結果について述べる。第 II 部では、個別研究領域マップを用いて個々の注目研究領域を
分析した結果を述べる。 


























































4 時点の研究領域相関マップの接続は以下の手順で行った。並列マッピングの基準は NISTEP 
REPORT No. 110 で報告したサイエンスマップ 2006 の研究領域の位置とした。 
サイエンスマップ 2006 の座標を基準とし、並列マッピングにより研究領域相関マップ 2006 と 2008 およ
び研究領域相関マップ 2006 と 2004 の接続を行った。この際、研究領域相関マップ 2006 の研究領域の
座標は固定したままで動かさない。次に、上記で得られた研究領域相関マップ 2004 の研究領域の座標






























文数を整数カウントにより求め、上位約 200 機関をマッピングの対象とした。機関数が 200 に満たない場
合は全ての機関を、200 以上の場合は論文数をもとに上位約 200 機関を抽出した。 
上記 200 機関間の全ての共著関係を考慮して研究機関共著ネットワークを描くと、共著関係が複雑す
ぎて研究機関共著ネットワークの構造が明確に見えない。そこで、研究機関共著ネットワークを描く際は、



























(２) 注目研究領域の発展状況についての Web アンケート調査 
注目研究領域の内容分析実施者に、Web を用いてアンケート調査を実施した。具体的には、以下の
項目について質問を行なった。【第 II 部 3.WEB アンケート調査を参照】 
【アンケート票】 
質問１  研究領域の特徴 












1. 2002 年ごろの段階では参加していなかった分野の研究者の参画は、ないか、あるか。 
なし あり 分からない 
2.  現在、社会的アジェンダ（感染症対策、新産業創出など）とのつながりは強いか、弱いか。 
弱い やや弱い 平均並み やや強い 強い 分からない 
3.  2003～2008 年の間、社会的アジェンダとのつながりは、減少したか、増加したか。 
減少 増加 変化なし 分からない 
 
研究領域を取り巻く状況競争の状況（あなたの研究グループから見た状況についてお答えください。） 
4.  2003～2008 年の間、競争関係にある海外グループ数（ライバル）が増加したか、減少したか。 
減少 増加 変化なし 分からない 
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6.  状況の分かるライバルと比較して、2003～2008 年の間、研究費の差は縮小したか、拡大したか。 
縮小 拡大 変化なし 分からない 











8.  状況の分かるライバルと比較して、2003～2008 年の間、研究グループの構成員規模の差は縮小したか、拡大した
か。 
縮小 拡大 変化なし 分からない 
 
質問２  研究領域の更なる発展に向けた手段 
（１）あなたの担当した研究領域において、今後大きな前進をもたらすのに、以下のそれぞれはどの程度有効と考えられ
















A 心臓・血管疾患研究 I 環境 
B 感染症・免疫研究 J 化学 
C 脳・神経研究 K ナノサイエンス 
D 肥満研究 L 物性研究 
E がん研究 M 素粒子・宇宙論 
F 再生医学研究 その他 






















【インタラクティブマップ作成: 操作は Web 画面上】 






○ 3 箇所までにアイコンをたてることができます。 
○ アイコンを立てたい位置を縦軸・横軸を用いて選択して、研究領域名、キーワード（英語）を入力して、「登録」をク
リックすると、マップ上にリアルタイムでアイコンが追加されます。 
○ アイコンの上にマウスの乗せると、研究領域名とあなたの担当領域 ID が表示されます。他の研究者の回答もリア
ルタイムに確認することができます。  
 






















３－１ サイエンスマップ 2008 の概要 
(１) 注目研究領域リスト 
サイエンスマップ 2008 では図表 1に示した 121 注目研究領域が抽出された。個々の注目研究領域の
内容については、第II部に示す。 
図表 1 注目研究領域名一覧 
 
ID 研究領域名 ID 研究領域名
1 重症患者管理(特に急性呼吸促迫症候群) 32 PGC-1αによる代謝調節とインスリン抵抗性
2 重症心不全のデバイス治療の効果とその予測 33 複合遺伝性疾患の遺伝疫学研究
3 神経因性疼痛及び線維筋痛症に対する薬物療法 34 肥満による生活習慣病発症機序の解明




6 冠動脈CT（コンピュータ断層撮影） 37 多発性骨髄腫/新規薬剤治療
7 急性冠症候群の抗血小板薬による治療 38 HDAC阻害剤を始めとする分子標的抗癌剤の開発研究
8 COX阻害剤の副作用の研究 39 チロシンキナーゼの活性化と薬剤耐性
9 慢性腎臓病に伴うミネラル・骨代謝異常症 40 NF-κB活性化におけるユビキチン修飾系の役割
10 前立腺がん/内分泌療法/放射線療法/効果と副作用 41 自然免疫によるインターフェロン産生
11 気管支喘息の病態と治療 42 T細胞サブセットの分化メカニズムと疾病における役割
12 深在性真菌症の早期診断、予防と治療に関する臨床研究 43 生物学的製剤の免疫調節機構による自己免疫疾患制御
13 ホルモン補充療法(HRT)の作用・副作用 44 NK細胞受容体とそのリガンドによる活性制御
14 ペプチドホルモンの脳内での生理的役割に関する研究 45 ヒトパピローマウイルスワクチンの開発
15 アルツハイマー病発症の分子機構と予防・治療法開発 46 黄色ブドウ球菌における薬剤耐性化の進展とその対処法
16 パーキンソン病に対する臨床研究 47 C型肝炎ウイルスの初期感染過程および治療法
17 成体海馬ニューロン新生（現象理解と臨床応用展開） 48 HIV感染の制御
18 統合失調症遺伝子研究とそれより発展した分子病態研究 49 抗HIV薬に関する研究
19 脳由来神経栄養因子/統合失調症の脳形態/気分障害 50 ネットワーク科学
20 統合失調症および双極性障害の治療法に関する臨床研究 51 遺伝子サイレンシング/植物ホルモン
21 情動とその病態の分子神経科学 52 レドックス制御
22 脳機能画像法によるヒトに特有な高次脳機能の研究 53 植物の環境応答/メタボローム解析/プロテオーム解析
23 意思決定の脳神経メカニズム 54 植物における一酸化窒素の生成機構および生理的役割
24 情動・共感と真似・文脈の神経機構 55 植物の感染防御機構




27 HIF・HIFα水酸化修飾とミトコンドリア機能調節 58 微生物生態系
28 アポトーシス（細胞死）の分子機構 59 システムバイオロジー/合成生物学
29 健康と病態におけるオートファジーの役割 60 Ｇタンパク質共役受容体の構造と機能
30 再生医学と幹細胞研究 61 タンパク質の動的挙動解析
31 個体及び組織幹細胞の老化・寿命制御因子の研究 62 マイクロ流路デバイス








ID 研究領域名 ID 研究領域名




65 核酸によるナノ構造開発 96 原子系・光子を用いた量子情報科学











71 メソポーラス材料/シリカ・カーボン・金属酸化物 102 固体酸化物形燃料電池（SOFC）関連新技術
72 イオン液体中のナノマテリアル合成/中空・メソポーラス材料 103 先カンブリア時代の地球
73 イオン液体 104 ゲージ・重力理論対応とブラックホール解
74 ナノカーボンおよび生物にならう炭酸塩からの材料開発 105 ガンマ線バースト
75 有機/有機-酸化物半導体　光・電子機能材料・素子 106 素粒子物理学・素粒子宇宙物理学
76 固体高分子形燃料電池 107 宇宙の精密観測の進展による宇宙論と素粒子論の新発展
77 バルク金属ガラスの形成/金属ガラス合金の変形 108 ホモ・サピエンスの出現過程
78 マルチフェロイクス等の新規材料における強誘電物性 109 温暖化影響/生物・生態系
79 金属スピントロニクス 110 臭素系難燃剤の環境化学
80 分子性物質の物理と化学 111 医薬品と生活関連物質の環境負荷とその低減技術
81 金（ゴールド）のナノケミストリー 112 有機エアロゾル
82 大規模分子計算のための新世代密度汎関数理論 113 陸域生態系における二酸化炭素収支の観測的研究
83 配位空間・配位格子の設計と機能 114 行列不等式を用いたむだ時間系の安定判別・安定化制御
84 水素結合の研究 115 大気組成・微量成分
85 アニオンセンサー 116 エアロゾルの効果を含めた気候変動シミュレーション
86 触媒的不斉合成 117 海面水位変動/海水の密度/氷床/水循環
87 遷移金属触媒による分子変換反応 118 過去の地球環境変動の復元
88 Ｎ－ヘテロ環カルベン（NHC）の合成及び触媒反応への応用 119 コーポレート・ガバナンス
89 遷移金属触媒反応による直接的炭素結合形成 120 非線形微分方程式に対する新しい漸近展開法とその応用
















































(注１)黄色の丸が注目研究領域の中心位置を示し、丸の横に書かれた数字は注目研究領域の ID を示す。 
(注２)他研究領域との共引用度が低い一部の研究領域(ID119, 120, 121)は、マップの中心から外れた位置に存在するため、上記マップに
は描かれていない。 
























































































全研究領域のコアペーパ数 15410 15531 15165 15826
14655 14821 14452 14986
95.1% 95.4% 95.3% 94.7%
7614 7281 6831 6875
49.4% 46.9% 45.0% 43.4%
1979 2287 2353 2207
12.8% 14.7% 15.5% 13.9%
3481 3668 3899 4129
22.6% 23.6% 25.7% 26.1%
1739 1342 1425 1619
11.3% 8.6% 9.4% 10.2%
150 344 682 906
1.0% 2.2% 4.5% 5.7%
1376 1436 1212 1200
8.9% 9.2% 8.0% 7.6%
1185 1172 1006 1048











データ： Thomson Reuters 社 “Essential Science Indicators”に基づき科学技術政策研究所が集計  
サイエンスマップ 2002 から 2008 において、コアペーパ数及びマップ上に描かれているコアペーパの総
数自体はほぼ変化していない。そのような中、A1-F3 と A4-E4 と A5-D5 からなる 27 マスは、主に生命科
学系の研究領域の多くが位置するエリアであるが、この中にある論文が全体に占める割合を算出したとこ
ろ、サイエンスマップ 2002 当時は 49.4％であったが 2008 では 43.4％と全体に占める割合が減少してい
ることが分かる。 














て論文数を集計した。G8 から I9 の 6 マスは、物性研究と素粒子・宇宙論との間に位置するエリアであるが、
サイエンスマップ 2002 以降論文数が着実に増加していることが分かる。一方で、素粒子・宇宙論の G10






サイエンスマップ 2004 以降生命科学系以外の占める割合の方が高くなり、その傾向は強まりつつある。 
 









農業科学 111 131 56 106
生物学・生化学 992 963 763 713
化学 2245 2353 2286 2376
臨床医学 3402 3471 3351 3458
計算機科学 122 157 335 350
経済・経営学 152 166 109 125
工学 735 729 730 971
環境/生態学 293 322 309 364
地球科学 392 395 381 503
免疫学 310 287 254 259
材料科学 494 545 606 597
数学 139 155 142 218
微生物学 291 247 319 289
分子生物学・遺伝学 663 563 494 555
複合領域 69 63 36 27
神経科学・行動学 633 457 432 444
薬学・毒性学 175 134 134 103
物理学 2395 2644 2692 2742
植物・動物学 1008 923 979 849
精神医学/心理学 150 195 234 233
社会科学・一般 323 304 193 177
宇宙科学 316 327 330 367
総計 15410 15531 15165 15826
生命科学系のコアペーパ数 7735 7371 7016 7009
生命科学系以外のコアペーパ数 7675 8160 8149 8817
生命科学系の占める割合 50.2% 47.5% 46.3% 44.3%
生命科学系以外の占める割合 49.8% 52.5% 53.7% 55.7%
(注)図表中、色付けのある分野を生命科学系としている。 




図表 6 サイエンスマップ 2002-2008  
(A) サイエンスマップ 2002                       (B) サイエンスマップ 2004 

























(C) サイエンスマップ 2006                       (D) サイエンスマップ 2008 

























(注)黄色の丸が注目研究領域の中心位置を示し、丸の横に書かれた数字は注目研究領域の ID を示す。 










図表 7 サイエンスマップ 2008 (生命科学系拡大図および研究領域リスト：A1-F5) 
 
 
ID 研究領域名 ID 研究領域名 ID 研究領域名



























7 急性冠症候群の抗血小板薬による治療 27 HIF・HIFα水酸化修飾とミトコンドリア機能調節 47 C型肝炎ウイルスの初期感染過程および治療法
8 COX阻害剤の副作用の研究 28 アポトーシス（細胞死）の分子機構 48 HIV感染の制御












32 PGC-1αによる代謝調節とインスリン抵抗性 52 レドックス制御












35 乳がん薬物療法の開発/ゲノム構造解析技術 55 植物の感染防御機構



















40 NF-κB活性化におけるユビキチン修飾系の役割 60 Ｇタンパク質共役受容体の構造と機能
61 タンパク質の動的挙動解析





































































研究対象が主に植物や菌類である植物科学研究を見てみよう。サイエンスマップ 2008 では 4 研究領













































リア機能調節（2008, ID27）」、「G タンパク質共役受容体の構造と機能(2008, ID60)」のように研究領域が
点在するエリアである。研究領域の配置が密ではないが、生命科学系とナノサイエンスとの連携をもたら
す重要な役割を担う研究領域が存在する場所と考えられる。 
サイエンスマップ 2002 のID53 は生命科学とナノサイエンスの中間地点に位置していた後、生命科学方
面とナノサイエンス方面へ分離し、研究領域を継続発展させてきている。図表 8に研究領域の軌跡を示
す。生命科学方面への軌跡に注目すると、「プロテオーム（2004, ID105）」、「同位体標識/定量的質量分
析/タンパク質解析（2006, ID119）」、サイエンスマップ 2008 では注目研究領域ではないものの研究領域
として引き続き抽出されており、ポストゲノム研究の中心である「遺伝子サイレンシング/植物ホルモン
（2008, ID51）」付近に位置している。一方、ナノサイエンス方面へは、「マイクロチップを用いた化学・バイ













(注)研究領域位置を丸で示す。黄色丸：サイエンスマップ 2002、水色丸：サイエンスマップ 2004、緑丸：サイエンスマップ 2006、赤丸：サイ
エンスマップ 2008。ID 記載の場合は注目研究領域。C の場合は準注目研究領域のため ID が無く、研究領域名は空欄となる。 
 
専門家による現在急激に注目を集めこれから数年のうちに動きがあると強く期待される研究領域の回












































ID 研究領域名 ID 研究領域名




103 先カンブリア時代の地球 115 大気組成・微量成分
108 ホモ・サピエンスの出現過程 116 エアロゾルの効果を含めた気候変動シミュレーション
109 温暖化影響/生物・生態系 117 海面水位変動/海水の密度/氷床/水循環
110 臭素系難燃剤の環境化学 118 過去の地球環境変動の復元
111 医薬品と生活関連物質の環境負荷とその低減技術






















サイエンスマップ 2008 では 2 つの注目研究領域が、化学の研究領域群において大きな山を形成して
いる。一つは「触媒的不斉合成(2008, ID86)」、もう一つは「遷移金属触媒による分子変換反応(2008, 











マップ 2006～2008 の間に研究の規模を拡大し注目研究領域となった。 
化学の注目研究領域の中でも「配位空間・配位格子の設計と機能(2008, ID83)」は、サイエンスマップ
2002～2008 の間に特徴的な動きを見せている。この注目研究領域を構成している 2 つの研究、多孔性
配位子高分子の研究と分子性ナノ量子磁石の研究は、サイエンスマップ 2002～2006 では別々の研究領
域として存在していた。サイエンスマップ 2002 では、前者はナノサイエンス、後者は物性研究の位置で観

































































図表 10 サイエンスマップ 2008 (化学/ナノサイエンス/物性研究拡大図および研究領域リスト) 
 
 
ID 研究領域名 ID 研究領域名
62 マイクロ流路デバイス 81 金（ゴールド）のナノケミストリー
63 半導体スピントロニクス材料・磁性半導体 82 大規模分子計算のための新世代密度汎関数理論
64 ナノファイバーの創製と応用に関する研究 83 配位空間・配位格子の設計と機能
65 核酸によるナノ構造開発 84 水素結合の研究




68 金ナノロッドのバイオアプリケーション 87 遷移金属触媒による分子変換反応
69 高効率有機電界発光（EL）素子 88 Ｎ－ヘテロ環カルベン（NHC）の合成及び触媒反応への応用
70 超撥水表面 89 遷移金属触媒反応による直接的炭素結合形成
71 メソポーラス材料/シリカ・カーボン・金属酸化物 91 水素製造・貯蔵および燃料電池に関連する錯体水素化物
72 イオン液体中のナノマテリアル合成/中空・メソポーラス材料 92 人工構造体における表面プラズモンの電磁応答
73 イオン液体 93 メタマテリアル
74 ナノカーボンおよび生物にならう炭酸塩からの材料開発 94 光量子情報・通信、光ナノサイエンス
75 有機/有機-酸化物半導体　光・電子機能材料・素子 95 半導体量子ドットによる量子ビット/電子電荷、電子スピン、核ス
ピン
76 固体高分子形燃料電池 96 原子系・光子を用いた量子情報科学
77 バルク金属ガラスの形成/金属ガラス合金の変形 97 高温超伝導体の新奇電子秩序
78 マルチフェロイクス等の新規材料における強誘電物性 98 超高速高強度光科学
79 金属スピントロニクス 102 固体酸化物形燃料電池（SOFC）関連新技術
80 分子性物質の物理と化学  





図表 11 サイエンスマップ 2008 の注目研究領域 ID83 の軌跡 
29 
 
(注)研究領域位置を丸で示す。黄色丸：サイエンスマップ 2002、水色丸：サイエンスマップ 2004、緑丸：サイエンスマップ 2006、赤丸：サイ
エンスマップ 2008。ID 記載の場合は注目研究領域。C の場合は準注目研究領域のため ID が無く、研究領域名は空欄となる。 
データ： Thomson Reuters 社 “Essential Science Indicators”に基づき科学技術政策研究所が集計 
 
図表 12 サイエンスマップ 2008 の注目研究領域 ID63 の軌跡 
 
(注)研究領域位置を丸で示す。黄色丸：サイエンスマップ 2002、水色丸：サイエンスマップ 2004、緑丸：サイエンスマップ 2006、赤丸：サイ
エンスマップ 2008。ID 記載の場合は注目研究領域。C の場合は準注目研究領域のため ID が無く、研究領域名は空欄となる。 








































されていると考える。図表 13(a)はサイエンスマップ 2008 の例であるが、サイエンスマップ 2002～2006 に
































図表 13 サイエンスマップ上でのナノサイエンスの広がりの変化 

















































































































サイエンスマップ 2006 との比較をみると、「マルチフェロイクス等の新規材料における強誘電物性(2008, 
ID78」、「金属スピントロニクス(2008, ID79)」、「人工構造体における表面プラズモンの電磁応答(2008, 
ID92)」の 3 つが、新たな注目研究領域として抽出されている。ID79 についてはサイエンスマップ 2004 か
ら、ID78 と ID92 についてはサイエンスマップ 2006 から前段となる研究領域が存在していた。これらにつ
いては、時間の経過とともに論文数が増加し、サイエンスマップ 2008 で注目研究領域として抽出された。 
サイエンスマップ 2006 で抽出された物性研究の研究領域のほとんどが、継続または分裂した状態でサ
イエンスマップ 2008 でも観測されている。ただし、サイエンスマップ 2006 で物性研究の位置にマッピング














スマップ 2010 以降では鉄系超伝導物質の注目研究領域が観測されると考えられる。 
























(2008, ID104)」はサイエンスマップ 2004 から、「素粒子物理学・素粒子宇宙物理学(2008, ID106)」、「宇宙
















































(注)研究領域位置を丸で示す。黄色丸：サイエンスマップ 2002、水色丸：サイエンスマップ 2004、緑丸：サイエンスマップ 2006、赤丸：サイ
























図表 16に示す 30 注目研究領域のコアペーパは、サイエンスマップ 2006 で抽出した 124 注目研究領域
のコアペーパと全く重なりが無い。つまり、サイエンスマップ 2008 で「新たに抽出された注目研究領域」と
言える。これらの注目研究領域を構成する平均コアペーパ数は、44.0 本であり、全 121 注目研究領域の
平均コアペーパ数である 84.8 本の約半分と小さいことが分かる。また、平均出版年は、その研究領域形
成のおおまかな時期を示すと考えられる。これらの注目研究領域を構成する平均出版年は 2005.6 年で
あり、全 121 注目研究領域の平均出版年である 2005.4 年と差がない。これらの新たに抽出された注目研

















図表 16 新たに抽出された注目研究領域 





2 重症心不全のデバイス治療の効果とその予測 A 34 2004.3 22
3 神経因性疼痛及び線維筋痛症に対する薬物療法 B 24 2005.5 7
6 冠動脈CT（コンピュータ断層撮影） A 51 2005.3 31
11 気管支喘息の病態と治療 A 31 2004.9 15
16 パーキンソン病に対する臨床研究 B 19 2005.5 9
31 個体及び組織幹細胞の老化・寿命制御因子の研究 A 32 2005.0 11
32 PGC-1αによる代謝調節とインスリン抵抗性 A 14 2003.5 9
33 複合遺伝性疾患の遺伝疫学研究 B 137 2006.4 33
40 NF-κB活性化におけるユビキチン修飾系の役割 A 14 2004.1 6
45 ヒトパピローマウイルスワクチンの開発 B 35 2005.9 6
59 システムバイオロジー/合成生物学 B 27 2005.4 11
60 Ｇタンパク質共役受容体の構造と機能 B 18 2006.2 4
70 超撥水表面 A 51 2005.3 21
77 バルク金属ガラスの形成/金属ガラス合金の変形 A 46 2004.9 22
78 マルチフェロイクス等の新規材料における強誘電物性 B 70 2005.5 26
79 金属スピントロニクス A 61 2004.8 35
81 金（ゴールド）のナノケミストリー B 45 2005.6 16
82 大規模分子計算のための新世代密度汎関数理論 B 60 2005.7 24
84 水素結合の研究 A 23 2004.6 15
89 遷移金属触媒反応による直接的炭素結合形成 B 53 2006.5 14
90 微生物燃料電池／微生物電池/酵素バイオ電池 B 60 2005.7 22
91 水素製造・貯蔵および燃料電池に関連する錯体水素化物 B 74 2005.9 10
92 人工構造体における表面プラズモンの電磁応答 A 20 2004.0 11
99 情報源の「疎」な性質を用いた制約と信号処理・情報理論への応用 A 71 2004.9 28
102 固体酸化物形燃料電池（SOFC）関連新技術 C 32 2006.5 1
108 ホモ・サピエンスの出現過程 B 37 2006.0 8
114 行列不等式を用いたむだ時間系の安定判別・安定化制御 A 35 2005.1 7
117 海面水位変動/海水の密度/氷床/水循環 B 34 2005.7 15
118 過去の地球環境変動の復元 C 31 2006.2 3
120 非線形微分方程式に対する新しい漸近展開法とその応用 C 82 2006.5 14  












































































(注)特定分野のコアペーパが 6 割より大きい場合は分野に対応する色で表示され、特定分野のコアペーパ分布が 6 割以下の場合は、学
際的・分野融合性が高い部分として色づけしていないため白色となる。黄色の丸と数字は、学際的・分野融合性が高い注目研究領域の
位置と ID を示す。白字は 8 分野表示。ピンク字は研究領域群名。 













まず、8 分野に軸足を持つ注目研究領域数はサイエンスマップ 2008 では以下のようになる。化学が 15
領域、材料科学が 1 領域、物理学&宇宙科学が 14 領域、工学が 3 領域、環境/生態学・地球科学が 10
領域、その他が 3 領域である。臨床医学＆精神医学に軸足をおく注目研究領域が 24 領域、基礎生物学
が 11 領域であり、生命科学系の軸足を持つ注目研究領域は 35領域（29％）である。計算機科学・数学に
軸足を持つ注目研究領域は無いが、12 の研究領域を構成するコアペーパ内には含まれている。サイエ
ンスマップ 2008 の特徴として、環境/生態学・地球科学に軸足を持つ研究領域がサイエンスマップ 2006
の 5 領域から 10 領域へ増えたことが挙げられる。また、物理学&宇宙科学がサイエンスマップ 2006 の 21
領域から 14 領域に減っている。 
 
図表 19 22 分野に軸足を持つ注目研究領域数と比率の時系列変化 
 
農業科学 1 1% 0 0% 1 1% 1 1%
生物学・生化学 1 1% 1 1% 0 0% 1 1%
化学 14 13% 11 8% 16 13% 15 12%
臨床医学 21 19% 27 20% 23 19% 21 17%
計算機科学 0 0% 2 2% 3 2% 0 0%
経済・経営学 2 2% 2 2% 1 1% 1 1%
工学 1 1% 2 2% 2 2% 3 2%
環境/生態学 1 1% 3 2% 3 2% 3 2%
地球科学 5 4% 4 3% 2 2% 7 6%
免疫学 0 0% 0 0% 0 0% 0 0%
材料科学 3 3% 2 2% 3 2% 1 1%
数学 0 0% 0 0% 0 0% 0 0%
微生物学 2 2% 1 1% 0 0% 0 0%
分子生物学・遺伝学 0 0% 0 0% 2 2% 0 0%
複合領域 0 0% 0 0% 0 0% 0 0%
神経科学・行動学 1 1% 5 4% 5 4% 5 4%
薬学・毒性学 0 0% 0 0% 0 0% 0 0%
物理学 10 9% 20 15% 19 15% 13 11%
植物・動物学 7 6% 6 5% 8 6% 4 3%
精神医学/心理学 4 4% 2 2% 1 1% 3 2%
社会科学・一般 2 2% 4 3% 1 1% 2 2%
宇宙科学 2 2% 2 2% 2 2% 1 1%
学際的・分野融合的領域 35 31% 39 29% 32 26% 40 33%
総計 112 100% 133 100% 124 100% 121 100%
サイエンスマップ2002 サイエンスマップ2004 サイエンスマップ2006 サイエンスマップ2008
























図表 20では、学際的・分野融合的研究領域の特徴を分析した。サイエンスマップ 2002 から 2008 まで
の研究領域数、平均リサーチフロント数、急増リサーチフロント数、最新年リサーチフロント数を示した。ま
ず、研究領域数に占める学際的・分野融合的研究領域の割合をみると、2 割前半程度とほぼ一定であり、
















学際的・分野融合的領域 150 6.86 0.75 0.59
上記以外の研究領域 448 5.33 0.51 0.40






学際的・分野融合的領域 137 7.63 0.90 0.66
上記以外の研究領域 489 5.02 0.52 0.38






学際的・分野融合的領域 146 6.75 0.73 0.53
上記以外の研究領域 541 4.74 0.48 0.38






学際的・分野融合的領域 151 7.21 0.89 0.69
上記以外の研究領域 496 5.14 0.55 0.49




(注２)最新年 RF とは、当該リサーチフロントが分析対象期間の最終年(サイエンスマップ 2008 の場合は 2008 年)に新規に現れたリサーチ
フロントを指す。 









図表 21 学際的・分野融合的研究領域の研究領域相関マップ上での位置づけの時系列変化 
(A) サイエンスマップ 2002                       (B) サイエンスマップ 2004 
 
 
(C) サイエンスマップ 2006                       (D) サイエンスマップ 2008 
 


















り、サイエンスマップ 2008 では、サイエンスマップ 2002 から 2006 と比べ、ある程度の長い距離を持つ研
究領域の配置となっていることが分かる。 
 
図表 22 全研究領域間および学際的・分野融合的領域間の平均距離とその中央値の変化 
（A）全研究領域                         （B）学際的・分野融合的領域 












































(注)10 単位距離に対応する長さを図表 21マップ中にスケールとして示している。 






























図表 23 学際的・分野融合的領域を構成する分野の組み合わせ 















































































































臨床医学（○） 0.11 0.09 0.51 0.27 0.29 0.38 0.36 0.27 0.13 0.24 0.04 0.00 0.09 0.09 0.02 0.02 0.04 0.02 0.02 0.07 0.11
精神医学/心理学（○） 0.50 0.00 0.10 0.00 0.00 0.10 0.70 0.20 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.30 0.10
農業科学（○） 0.57 0.00 0.14 0.14 0.14 0.00 0.14 0.29 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.29 0.00 0.00 0.14 0.00 0.00 0.14 0.00
生物学・生化学（○） 0.51 0.02 0.02 0.18 0.29 0.53 0.27 0.16 0.22 0.40 0.11 0.00 0.18 0.16 0.11 0.04 0.16 0.04 0.02 0.00 0.18
免疫学（○） 1.00 0.00 0.08 0.67 0.58 0.58 0.25 0.17 0.17 0.17 0.08 0.00 0.17 0.08 0.00 0.08 0.00 0.00 0.08 0.00 0.17
微生物学（○） 0.68 0.00 0.05 0.68 0.37 0.58 0.11 0.11 0.32 0.26 0.05 0.00 0.26 0.16 0.11 0.11 0.16 0.05 0.05 0.00 0.16
分子生物学・遺伝学（○） 0.59 0.03 0.00 0.83 0.24 0.38 0.41 0.14 0.24 0.31 0.07 0.00 0.24 0.14 0.03 0.07 0.07 0.03 0.03 0.00 0.21
神経科学・行動学（○） 0.70 0.30 0.04 0.52 0.13 0.09 0.52 0.26 0.09 0.26 0.04 0.00 0.04 0.04 0.00 0.00 0.00 0.00 0.04 0.04 0.13
薬学・毒性学（○） 0.80 0.13 0.13 0.47 0.13 0.13 0.27 0.40 0.00 0.53 0.07 0.00 0.07 0.20 0.07 0.00 0.00 0.00 0.00 0.07 0.07
植物・動物学（○） 0.40 0.00 0.00 0.67 0.13 0.40 0.47 0.13 0.00 0.27 0.07 0.00 0.33 0.27 0.07 0.13 0.27 0.20 0.07 0.07 0.13
化学 0.37 0.00 0.00 0.60 0.07 0.17 0.30 0.20 0.27 0.13 0.23 0.00 0.20 0.40 0.33 0.03 0.07 0.00 0.03 0.00 0.13
物理学 0.13 0.00 0.00 0.31 0.06 0.06 0.13 0.06 0.06 0.06 0.44 0.06 0.19 0.44 0.50 0.19 0.00 0.06 0.00 0.00 0.25
宇宙科学 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 1.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
計算機科学 0.25 0.00 0.00 0.50 0.13 0.31 0.44 0.06 0.06 0.31 0.38 0.19 0.00 0.56 0.19 0.38 0.06 0.06 0.13 0.00 0.13
工学 0.15 0.00 0.08 0.27 0.04 0.12 0.15 0.04 0.12 0.15 0.46 0.27 0.00 0.35 0.35 0.23 0.15 0.08 0.00 0.00 0.04
材料科学 0.07 0.00 0.00 0.33 0.00 0.13 0.07 0.00 0.07 0.07 0.67 0.53 0.00 0.20 0.60 0.13 0.07 0.00 0.00 0.00 0.07
数学 0.14 0.00 0.00 0.29 0.14 0.29 0.29 0.00 0.00 0.29 0.14 0.43 0.00 0.86 0.86 0.29 0.00 0.00 0.00 0.00 0.14
環境/生態学 0.15 0.00 0.08 0.54 0.00 0.23 0.15 0.00 0.00 0.31 0.15 0.00 0.00 0.08 0.31 0.08 0.00 0.23 0.00 0.08 0.08
地球科学 0.17 0.00 0.00 0.33 0.00 0.17 0.17 0.00 0.00 0.50 0.00 0.17 0.00 0.17 0.33 0.00 0.00 0.50 0.00 0.00 0.17
経済・経営学 0.33 0.00 0.00 0.33 0.33 0.33 0.33 0.33 0.00 0.33 0.33 0.00 0.00 0.67 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.33 0.00
社会科学・一般 0.43 0.43 0.14 0.00 0.00 0.00 0.00 0.14 0.14 0.14 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.14 0.00 0.14 0.00




パターン サイエンスマップ2002 サイエンスマップ2004 サイエンスマップ2006 サイエンスマップ2008
生命科学系において生命科学系の関与が強い場合 48 43 41 44
生命科学系において非生命科学系の関与が強い場合 6 10 10 14
非生命科学において生命科学系の関与が強い場合 8 24 17 30
非生命科学において非生命科学系の関与が強い場合 23 23 23 29
(注)図表(A)では、複合領域については分析から除いている。図表中分野名の後ろにある○印は生命科学系とする。2 割を超えるマスに色
付けを行った。 






















































図表 25 全研究領域における各国のシェアの時系列変化 
（A）整数カウント法 
 
整数カウント法 米国 ドイツ 英国 日本 フランス 韓国 中国
サイエンスマップ2002 62.9 11.1 12.4 8.6 7.0 1.1 1.3
サイエンスマップ2004 61.9 12.1 12.3 8.7 7.2 1.7 2.7
サイエンスマップ2006 61.0 13.5 12.9 8.5 7.5 1.8 4.5




分数カウント法 米国 ドイツ 英国 日本 フランス 韓国 中国
サイエンスマップ2002 51.8 6.7 7.8 6.4 3.9 0.7 0.8
サイエンスマップ2004 49.7 7.2 7.3 6.2 3.8 1.0 1.7
サイエンスマップ2006 47.6 7.7 7.2 5.7 3.7 1.1 2.9
サイエンスマップ2008 43.5 7.4 7.0 5.4 3.8 1.0 5.2
(注)全研究領域を構成するコアペーパにおける各国の論文シェアである。 
データ： Thomson Reuters 社 “Essential Science Indicators”に基づき科学技術政策研究所が集計 
 
日本は、論文生産への関与度（整数カウント法）では、サイエンスマップ 2004 をピークにシェアが低下






























図表 26 サイエンスマップ対象期間の TOP1％論文における各国のシェアの時系列変化 
（A）整数カウント法 
 
整数カウント法 米国 ドイツ 英国 日本 フランス 韓国 中国
サイエンスマップ2006 59.8 11.5 13.2 6.5 7.0 1.4 3.6




分数カウント法 米国 ドイツ 英国 日本 フランス 韓国 中国
サイエンスマップ2006 48.7 6.8 8.1 4.6 3.8 0.9 2.5
サイエンスマップ2008 45.2 6.6 8.0 4.1 3.7 1.1 3.9
























農業科学 1151 106 9%
生物学・生化学 3298 713 22%
化学 6777 2376 35%
臨床医学 11550 3458 30%
計算機科学 1789 350 20%
経済・経営学 924 125 14%
工学 4940 971 20%
環境/生態学 1541 364 24%
地球科学 1707 503 29%
免疫学 714 259 36%
材料科学 2717 597 22%
数学 1342 218 16%
微生物学 908 289 32%
分子生物学・遺伝学 1603 555 35%
複合領域 99 27 27%
神経科学・行動学 1725 444 26%
薬学・毒性学 1086 103 9%
物理学 5231 2742 52%
植物・動物学 2987 849 28%
精神医学/心理学 1366 233 17%
社会科学・一般 2280 177 8%
宇宙科学 690 367 53%




生命科学系以外の占める割合 53.2% 55.7%  
(注)図表中、色付けのある分野を生命科学系としている。 







本の状況を見る。日本は領域シェアが 0％の研究領域がサイエンスマップ 2002 の 62％からサイエンスマ
ップ 2008 では 59％と僅かに減少したが、依然として 4 割の研究領域にしか日本の存在感がないことが分
かる。また、9％以上のシェアを占める日本の存在感を強く示している研究領域の割合は、サイエンスマッ

























































































































































































































































































































































一方で分数カウント法では、ドイツではシェアが 9％以上の研究領域の増加がサイエンスマップ 2002 か
ら 2006 にかけて見られたが、サイエンスマップ 2008 では同程度で推移している。また、英国については、













図表 29 サイエンスマップ 2008 における日英独の参加領域数の比較 
 
分野 該当研究領域数 日本 英国 ドイツ
農業科学 8 3 4 4
生物学・生化学 11 6 4 6
化学 64 28 32 38
臨床医学 116 41 82 75
計算機科学 17 4 8 10
経済・経営学 9 0 5 1
工学 44 9 12 1
環境/生態学 15 4 10 9
地球科学 30 19 26 21
免疫学 1 1 1 1
材料科学 7 4 1 3
数学 14 1 3 6
微生物学 5 1 4 0
分子生物学・遺伝学 5 2 4 3
神経科学・行動学 17 12 12 12
薬学・毒性学 3 1 0 1
物理学 61 35 39 3
植物・動物学 36 20 24 24
精神医学/心理学 12 2 7 6
社会科学・一般 13 1 7 5
宇宙科学 8 3 7 7
学際的・分野融合的領域 151 66 96 81
総計 647 263 388 366
4
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図表 30 サイエンスマップ上に示した日本の論文比率  
(A) サイエンスマップ 2002【整数カウント法】         (B) サイエンスマップ 2004【整数カウント法】 
 
 
(C) サイエンスマップ 2006【整数カウント法】         (D) サイエンスマップ 2008【整数カウント法】 
 
(注)論文シェアが 5％を水色で表示し、20％以上を赤色で表示した。論文シェアの計算には整数カウントを用いた。黄色の丸と数字は、論
文シェアが 9％以上の注目研究領域の場所と ID である。 
データ： Thomson Reuters 社 “Essential Science Indicators”に基づき科学技術政策研究所が集計 
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図表 31 サイエンスマップ上に示した日本の論文比率  
(A) サイエンスマップ 2002【分数カウント法】         (B) サイエンスマップ 2004【分数カウント法】 
 
 
(C) サイエンスマップ 2006【分数カウント法】         (D) サイエンスマップ 2008【分数カウント法】 
 
(注)論文シェアが 5％を水色で表示し、20％以上を赤色で表示した。論文シェアの計算には分数カウントを用いた。黄色の丸と数字は、論
文シェアが 9％以上の注目研究領域の場所と ID である。 



















高い。このうち、ID79 と ID78 はマップ上孤立している研究領域である。 
121注目研究領域中、分野の軸足が物理学、基礎生物学（植物・動物学、神経科学・行動学、生物学・
生化学、農業科学）の注目研究領域において、日本の存在感が相対的に大きい。 
分野の軸足が物理学の 13 注目研究領域中 7 領域で、日本論文の比率が 9％を超えている。その中で、
15％を超えている注目研究領域が6領域存在する。物理学関係の注目研究領域で最も日本論文比率が
高いのは、「高温超伝導体の新奇電子秩序(ID97)」の52％である。サイエンスマップ2006の物理学では、
19 注目研究領域中 14 領域で日本論文の比率が 9％を超えていたことと比較すると、やや存在感を低下
させていると言える。 
分野の軸足が生命科学系の領域では、植物・動物学において、4 注目研究領域中 2 領域で日本論文
の比率が 9％を超えている。その中でも特に「植物-微生物相互作用/ストリゴラクトン(ID56)」に関する研
究領域では、日本論文比率が 21％と高くなっている。 
分野の軸足が化学では、15 注目研究領域中 4 領域で日本論文の比率が 9％を超えている。ここで日
本論文比率が 15％を超えているのは、「イオン液体(ID73)」の 24％、「触媒的不斉合成(ID86)」の 19％、









図表 32 日本のコアペーパシェアが 9％以上の注目研究領域 
（A）整数カウント法 
 





97 高温超伝導体の新奇電子秩序 物理学 23 12 52.2%
41 自然免疫によるインターフェロン産生 学際的・分野融合的領域 93 39 41.9%
79 金属スピントロニクス 物理学 61 22 36.1%
25 興奮性シナプス可塑性の分子機構 神経科学・行動学 19 6 31.6%
91 水素製造・貯蔵および燃料電池に関連する錯体水素化物 学際的・分野融合的領域 74 23 31.1%
94 光量子情報・通信、光ナノサイエンス 物理学 30 8 26.7%
78 マルチフェロイクス等の新規材料における強誘電物性 物理学 70 18 25.7%
73 イオン液体 化学 75 18 24.0%
29 健康と病態におけるオートファジーの役割 学際的・分野融合的領域 99 22 22.2%
34 肥満による生活習慣病発症機序の解明 臨床医学 98 21 21.4%
116 エアロゾルの効果を含めた気候変動シミュレーション 地球科学 24 5 20.8%
56 植物-微生物相互作用/ストリゴラクトン 植物・動物学 53 11 20.8%
86 触媒的不斉合成 化学 289 56 19.4%
106 素粒子物理学・素粒子宇宙物理学 物理学 238 45 18.9%
105 ガンマ線バースト 宇宙科学 45 8 17.8%
113 陸域生態系における二酸化炭素収支の観測的研究 農業科学 29 5 17.2%
114 行列不等式を用いたむだ時間系の安定判別・安定化制御 工学 35 6 17.1%
62 マイクロ流路デバイス 化学 30 5 16.7%
72 イオン液体中のナノマテリアル合成/中空・メソポーラス材料 学際的・分野融合的領域 30 5 16.7%
77 バルク金属ガラスの形成/金属ガラス合金の変形 学際的・分野融合的領域 46 7 15.2%
71 メソポーラス材料/シリカ・カーボン・金属酸化物 学際的・分野融合的領域 33 5 15.2%
57 植物の発生遺伝学/糖代謝 植物・動物学 31 4 12.9%
18 統合失調症遺伝子研究とそれより発展した分子病態研究 学際的・分野融合的領域 16 2 12.5%
107 宇宙の精密観測の進展による宇宙論と素粒子論の新発展 学際的・分野融合的領域 519 63 12.1%
63 半導体スピントロニクス材料・磁性半導体 学際的・分野融合的領域 94 11 11.7%
60 Ｇタンパク質共役受容体の構造と機能 生物学・生化学 18 2 11.1%
83 配位空間・配位格子の設計と機能 化学 165 18 10.9%
98 超高速高強度光科学 物理学 57 6 10.5%
115 大気組成・微量成分 地球科学 69 7 10.1%
92 人工構造体における表面プラズモンの電磁応答 物理学 20 2 10.0%
103 先カンブリア時代の地球 地球科学 83 8 9.6%
47 C型肝炎ウイルスの初期感染過程および治療法 学際的・分野融合的領域 76 7 9.2%
(注)論文シェアの計算には整数カウントを用いた。 












79 金属スピントロニクス 物理学 61 19.3 31.7%
41 自然免疫によるインターフェロン産生 学際的・分野融合的領域 93 26.6 28.6%
91 水素製造・貯蔵および燃料電池に関連する錯体水素化物 学際的・分野融合的領域 74 19.0 25.7%
94 光量子情報・通信、光ナノサイエンス 物理学 30 7.3 24.4%
78 マルチフェロイクス等の新規材料における強誘電物性 物理学 70 15.0 21.4%
73 イオン液体 化学 75 16.0 21.3%
97 高温超伝導体の新奇電子秩序 物理学 23 4.6 20.1%
86 触媒的不斉合成 化学 289 54.5 18.9%
25 興奮性シナプス可塑性の分子機構 神経科学・行動学 19 3.5 18.4%
34 肥満による生活習慣病発症機序の解明 臨床医学 98 17.3 17.7%
29 健康と病態におけるオートファジーの役割 学際的・分野融合的領域 99 15.3 15.5%
62 マイクロ流路デバイス 化学 30 4.5 15.0%
72 イオン液体中のナノマテリアル合成/中空・メソポーラス材料 学際的・分野融合的領域 30 3.5 11.7%
77 バルク金属ガラスの形成/金属ガラス合金の変形 学際的・分野融合的領域 46 5.2 11.2%
113 陸域生態系における二酸化炭素収支の観測的研究 農業科学 29 3.2 10.9%
56 植物-微生物相互作用/ストリゴラクトン 植物・動物学 53 5.2 9.8%
(注)論文シェアの計算には分数カウントを用いた。 

















































図表 33 サイエンスマップ 2008 上に示した論文比率の日英独中の比較  
(A) 日本【整数カウント法】                       (B) 日本【分数カウント法】 
 
 
(C) 英国【整数カウント法】                       (D) 英国【分数カウント法】 
 
(注)論文シェアが 5％を水色で表示し、20％以上を赤色で表示した。論文シェアの計算には整数カウントを用いた。黄色の丸と数字は、論
文シェアが 9％以上の注目研究領域の場所と ID である。 




(E) ドイツ【整数カウント法】                      (F) ドイツ【分数カウント法】 
 
 
(G) 中国【整数カウント法】                       (H) 中国【分数カウント法】 
 
(注)論文シェアが 5％を水色で表示し、20％以上を赤色で表示した。論文シェアの計算には分数カウントを用いた。黄色の丸と数字は、論
文シェアが 9％以上の注目研究領域の場所と ID である。 















図表 34 サイエンスマップ 2008 上に示した米国の論文比率 
(A) 米国【整数カウント法】                       (B) 米国【分数カウント法】 
 
(注)論文シェアが 5％を水色で表示し、80％以上を赤色で表示した。論文シェアの計算には整数カウントを用いた。黄色の丸と数字は、論
文シェアが 60％以上の注目研究領域の場所と ID である。 














ここでN全体ሺi, jሻはサイエンスマップを構成する全コアペーパ中 ሺi, jሻ番目の微小面積に含まれる論文数、
N国 Aሺi, jሻは ሺi, jሻ番目の微小面積に含まれる国 A の論文数である。和はサイエンスマップ全体に対してと
る。N全体ሺi, jሻ、N国 Aሺi, jሻともにサイエンスマップ全体で和をとると 1 となるように規格化を行った。この値は、
サイエンスマップ上における国 A の論文分布が、世界の論文分布と全く一緒であれば 0 となり、ずれの増
加にともない大きくなる。 













図表 35 サイエンスマップの分布と各国の論文分布とのずれ 
























日本 米国 英国 ドイツ フランス
 
 
（C）サイエンスマップ 2002 フランス【整数カウント法】  (D)サイエンスマップ 2008 フランス【整数カウント法】 
 
(注)図表（C）(D)では、論文シェアが 5％を水色で表示し、20％以上を赤色で表示した。論文シェアの計算には分数カウントを用いた。黄
色の丸と数字は、論文シェアが 9％以上の注目研究領域の場所と ID である。 

















② サイエンスマップ 2008 への方法論の適用 
サイエンスマップ 2004 で得られた研究領域の分類方法をサイエンスマップ 2008 に適用し、継続性、波
及効果という点でポテンシャルを持つ注目研究領域の抽出を行った。 
 
図表 36 継続性や波及効果とコアペーパ数やネットワーク指標との関係 
 
次数 媒介














ップ 2004 の研究領域(A)と共通度 0.2 以上でつながっているサイエンスマップ 2006 の研究領域(B)を抽出し
た。次に、研究領域(B)と共通度 0.2 以上でつながっているサイエンスマップ 2008 の研究領域(C)が存在するか




究領域(a)と 1 件でも共通のコアペーパを持つサイエンスマップ 2006 の研究領域(b)を抽出した。次に、研究領


















データ： Thomson Reuters 社 “Essential Science Indicators”に基づき科学技術政策研究所が集計  
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次数中心性については、全研究領域について計算を行った。サイエンスマップ 2004 では 626 研究領
域、サイエンスマップ 2008 では 647 研究領域について、次数中心性の計算を行った。 
近接中心性と媒介中心性については、サイエンスマップ中でリンクによりつながっている研究領域数が
最も大きなクラスターについて分析を行った。サイエンスマップ 2004 では 338 研究領域が、サイエンスマ
ップ 2008 では 442 研究領域がつながったクラスターを分析対象とした。 
 

























































図表 40 中心性の階層(上位 0-5％, 5-20％, 20-50％, 50-100％)ごとの分野分布(サイエンスマップ 2004) 
 
(注 1)注目研究領域については、生命科学系と生命科学系以外に分類している。 




































































0‐5% 5‐20% 20‐50% 50‐100%
媒介中心性(Betweenness）
生命科学系 生命科学系以外 準注目研究領域生命科学系 生命科学系以外 準注目研究領域
(２) コアペーパ数 







































サイエンスマップ 2004 の全研究領域(626 研究領域)のうち、サイエンスマップ 2008 まで継続しているの
は 163 研究領域であり、約 25％の研究領域が継続している。図表 42および図表 43は、サイエンスマッ
プ 2004 の研究領域をコアペーパ数、次数中心性を用いて上位 0-5％、5-20％、20-100％の 3 階層に分
類し、研究領域数およびサイエンスマップ 2004～2008 にかけての研究領域の継続性を示した結果であ
る。 
コアペーパ数上位 0-5％の研究領域 31 のうち、約半分は次数中心性でも上位 0-5％に入っている。ま
た、次数中心性上位 0-5％の研究領域 33 のうち、約半分はコアペーパ数でも上位 0-5％に入る。次数中
心性とコアペーパ数の相関係数は 0.54 である。 









 上位0-5% 上位5-20% 上位20-100% 全体
上位0-5% 15 6 10 31
上位5-20% 10 35 52 97
上位20-100% 8 57 433 498








データ： Thomson Reuters 社 “Essential Science Indicators”に基づき科学技術政策研究所が集計 
 
図表 43 継続研究領域数と継続割合(コアペーパ数および次数中心性による分類）(サイエンスマップ 2004) 
 
　 上位0-5% 上位5-20% 上位20-100% 全体
上位0-5% 12(0.80) 6(1.00) 9(0.90) 27(0.87)
上位5-20% 5(0.50) 19(0.54) 33(0.63) 57(0.59)
上位20-100% 2(0.25) 13(0.23) 64(0.15) 79(0.16)

























　 上位0-5% 上位5-20% 上位20-100% 全体
上位0-5% 8.53 4.00 3.20 5.94
上位5-20% 3.20 2.80 1.33 2.05
上位20-100% 2.00 1.11 0.44 0.54








データ： Thomson Reuters 社 “Essential Science Indicators”に基づき科学技術政策研究所が集計 
 



































及研究領域を生み出す研究領域であることが分かった。図表 46と図表 47にサイエンスマップ 2004 にお
ける注目研究領域を、コアペーパ数と次数中心性を用いて分類した結果を示す。 
図表 40でみたように、生命科学系と生命科学系以外の次数中心性を比べると、生命科学系の方が大き







図表 46 コアペーパ数と次数中心性を用いた注目研究領域の分類(生命科学系、サイエンスマップ 2004) 




























































































































































































































データ： Thomson Reuters 社 “Essential Science Indicators”に基づき科学技術政策研究所が集計 
(２) 媒介中心性を用いた波及効果の広がりの測定 
以降の議論では、サイエンスマップ 2004 において、生命科学系についてはコアペーパ数、次数中心
性とも上位 0-5％の 12 注目研究領域に注目し、生命科学系以外についてはコアペーパ数上位 0-5％、
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ここで、x୧ と y୧ はサイエンスマップ2008における波及研究領域の座標、Nはサイエンスマップ2008にお
ける波及研究領域数、x୥ と y୥ は波及研究領域の重心である。19 注目研究領域のうち媒介中心性が
計算可能な 16 の注目研究領域について結果を示している。図表 48から、媒介中心性が上位の注目研
究領域ほど、波及研究領域の広がりが大きくなる傾向にあることが分かる。 
 




































(注)波及研究領域の広がりについては、サイエンスマップ 2008 上の情報とする。 
データ： Thomson Reuters 社 “Essential Science Indicators”に基づき科学技術政策研究所が集計 
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図表 49 次数中心性と媒介中心性を用いた注目研究領域の分類(サイエンスマップ 2004) 
(a) 生命科学系の注目研究領域 
 
研究領域ID 領域名 次数中心性 媒介中心性
105 プロテオーム 0-5% (0.0224) 0-5% (0.2889)
130 エピジェネティクスによる遺伝子転写制御の研究 0-5% (0.0416) 0-5% (0.2526)
26 生活習慣病のシグナル伝達分子 0-5% (0.0304) 0-5% (0.1222)
33 植物生命制御および維持機構の解析 0-5% (0.0368) 0-5% (0.1073)
34 植物のストレス応答 0-5% (0.0256) 0-5% (0.1001)
27 神経・造血・循環器系の疾患に対する幹細胞治療 0-5% (0.0304) 0-5% (0.0958)
117 アポトーシスの分子機構の研究 0-5% (0.0288) 0-5% (0.0939)
116 免疫研究 0-5% (0.0256) 5-20% (0.0558)
14 がんの治療研究 0-5% (0.0224) 5-20% (0.0536)
110 ウイルスの感染機構と宿主免疫：C型肝炎ウイルス感染とHIVウイルス 0-5% (0.0224) 5-20% (0.0205)
16 白血病の分子病態・治療研究 0-5% (0.0176) 20%- (0.0094)
35 生物時計に関する研究 0-5% (0.0192) 20%- (0.0061)
(b) 生命科学系以外の注目研究領域 
 
データ： Thomson Reuters 社 “Essential Science Indicators”に基づき科学技術政策研究所が集計 
研究領域ID 領域名 次数中心性 媒介中心性
106 ナノ構造体の作成および分子・デバイスへの応用に関する研究 0-5% (0.0256) 0-5% (0.2101)
90 持続的社会実現への貢献を目指した有機合成プロセス 0-5% (0.0192) 0-5% (0.0904)
91 マイクロチップを用いた化学・バイオシステム 5-20% (0.0096) 5-20% (0.0206)
89 触媒的不斉合成 5-20% (0.0112) 20%- (0.0038)
78 宇宙背景放射のゆらぎとインフレーション・ブレーン宇宙論 0-5% (0.0176)
44 宇宙大規模構造 5-20% (0.0112)
77 太陽ニュートリノ問題と物質宇宙の創成 5-20% (0.008)
 
媒介中心性については、サイエンスマップ中でリンクによりつながっている研究領域数が最も大きなク
ラスターについて分析を行っており、サイエンスマップ 2004 では 338 研究領域が対象である。ID78, 44, 

















図表 50 研究領域が波及する様子（次数、媒介中心性ともに高い場合） 
(a) プロテオーム(2004, ID105) (b) エピジェネティクスによる遺伝子転写制御 
 の研究(2004, ID130) 





















 の応用に関する研究(2004, ID106) 
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図表 51 研究領域が波及する様子(媒介中心性の高い場合と低い場合の比較) 
(a) ウイルスの感染機構と宿主免疫：C 型肝炎 (b) 白血病の分子病態・治療研究(2004, ID16) 
 ウイルス感染と HIV ウイルス有機合成プロセス 
 (2004, ID110) 

























これまでの結果はサイエンスマップ 2004 による分析結果であるが、次にサイエンスマップ 2008 の注目
研究領域を同じ方法論により分類し、将来的に大きな波及効果を持つ可能性のある注目研究領域を抽
出した結果について述べる。 
サイエンスマップ 2008 では 647 研究領域について、次数中心性の計算を行った。媒介中心性につい
ては、サイエンスマップ中でリンクによりつながっている研究領域数が最も大きなクラスターについて分析
を行った。サイエンスマップ 2008 では 442 研究領域がつながったクラスターを分析対象とした。 





表 52に、これらの注目研究領域の位置を、サイエンスマップ 2008 上に示した結果を図表 55に示す。 
 
(研究領域群の中心として継続し、他の研究領域群へも高い波及効果を持つと考えられる研究領域) 

















サイエンスマップ 2008 上でオレンジ色の三角で示した(12 研究領域)のは、次数中心性は上位 0-5％ま
たは上位 5-20％、媒介中心性は上位 5-20％または 20％-の値を持つ注目研究領域である。 

















図表 52 次数中心性と媒介中心性を用いた研究領域の分類(サイエンスマップ 2008) 
(a) 生命科学系の注目研究領域 
 
研究領域ID 領域名 次数中心性 媒介中心性 日本シェア(%、整数)
日本シェア
(%、分数)
30 再生医学と幹細胞研究 0-5% (0.0279) 0-5% (0.4396) 6.8% 4.9%
36 ヒト悪性腫瘍に対する分子生物学的アプローチ 0-5% (0.0279) 0-5% (0.1775) 6.3% 3.7%
51 遺伝子サイレンシング/植物ホルモン 0-5% (0.0294) 0-5% (0.1261) 7.7% 5.8%
7 急性冠症候群の抗血小板薬による治療 0-5% (0.0232) 0-5% (0.1242) 1.8% 0.9%
42 T細胞サブセットの分化メカニズムと疾病における役割 0-5% (0.0279) 0-5% (0.0998) 8.0% 4.5%
35 乳がん薬物療法の開発/ゲノム構造解析技術 0-5% (0.0170) 0-5% (0.0818) 5.7% 1.9%
34 肥満による生活習慣病発症機序の解明 0-5% (0.0139) 5-20% (0.0614) 21.4% 17.7%
41 自然免疫によるインターフェロン産生 0-5% (0.0139) 5-20% (0.0351) 41.9% 28.6%
55 植物の感染防御機構 0-5% (0.0325) 5-20% (0.0311) 4.4% 3.9%
53 植物の環境応答/メタボローム解析/プロテオーム解析 0-5% (0.0139) 20%- (0.0179) 8.4% 6.6%
(b) 生命科学系以外の注目研究領域 
 
研究領域ID 領域名 次数中心性 媒介中心性 日本シェア(%、整数)
日本シェア
(%、分数)
63 半導体スピントロニクス材料・磁性半導体 0-5% (0.0201) 0-5% (0.3141) 11.7% 7.4%
67 センサー/SWNT/機能性DNA/ナノ粒子等の合成、機能、毒性 0-5% (0.0170) 0-5% (0.1429) 5.5% 4.5%
68 金ナノロッドのバイオアプリケーション 0-5% (0.0186) 0-5% (0.1316) 1.2% 1.2%
100 強く相互作用する量子多体系 5-20% (0.0077) 0-5% (0.1084) 8.1% 4.4%
107 宇宙の精密観測の進展による宇宙論と素粒子論の新発展 0-5% (0.0155) 0-5% (0.0813) 12.1% 4.9%
80 分子性物質の物理と化学 5-20% (0.0062) 5-20% (0.0670) 8.7% 6.3%
87 遷移金属触媒による分子変換反応 0-5% (0.0155) 5-20% (0.0654) 3.3% 3.3%
75 有機/有機-酸化物半導体　光・電子機能材料・素子 0-5% (0.0217) 5-20% (0.0556) 8.9% 8.2%
106 素粒子物理学・素粒子宇宙物理学 5-20% (0.0077) 5-20% (0.0447) 18.9% 8.6%
86 触媒的不斉合成 0-5% (0.0139) 5-20% (0.0285) 19.4% 18.9%
66 リビングラジカル重合/クリック反応/分子機械 5-20% (0.0093) 5-20% (0.0269) 1.4% 1.2%
83 配位空間・配位格子の設計と機能 5-20% (0.0093) 20%- (0.0152) 10.9% 8.0%
88 Ｎ－ヘテロ環カルベン（NHC）の合成及び触媒反応への応用 5-20% (0.0124) 20%- (0.0104) 1.1% 0.5%
データ： Thomson Reuters 社 “Essential Science Indicators”に基づき科学技術政策研究所が集計 
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図表 53 コアペーパ数と次数中心性を用いた注目研究領域の分類(生命科学系、サイエンスマップ 2008) 
 
































































































データ： Thomson Reuters 社 “Essential Science Indicators”に基づき科学技術政策研究所が集計 
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図表 55 高い波及効果を持つと思われる注目研究領域の位置(サイエンスマップ 2008) 
 
(注)三角の色の意味は以下のとおり。赤：次数中心性および媒介中心性ともに上位 0-5％に入る研究領域。オレンジ：次数中心性は上位
0-20％であり、媒介中心性は上位 5％-の研究領域。緑：次数中心性は上位 0-5％ではないが、媒介中心性が上位 0-5％である研究領
域。 














































機関の存在する国）の数で 1 論文を割った値となるため、カウント方法によるシェアの差が発生する。図表 
56では、まず各国の国際共著率の時系列変化を示す。 
 
図表 56 全研究領域における各国の国際共著率の時系列変化 
 
データ： Thomson Reuters 社 “Essential Science Indicators”に基づき科学技術政策研究所が集計 
世界 米国 ドイツ 英国 日本 フランス 韓国 中国
サイエンスマップ2002 28.6 31.0 62.6 60.1 42.3 69.7 64.8 60.3
サイエンスマップ2004 30.4 33.6 64.2 64.6 47.0 72.4 64.3 55.3
サイエンスマップ2006 33.6 36.9 66.8 68.8 52.8 75.4 62.0 54.0
サイエンスマップ2008 36.1 41.3 71.7 73.0 52.3 79.3 65.8 46.6
次に、図表 57では、研究領域群ごとに国際共著率にどのような違いがあるかをサイエンスマップ上で
確認することとした。 
サイエンスマップ 2002 から 2008 を比較すると、着実にマップ上に示される国際共著論文シェアが上昇
していることが分かる。サイエンスマップ 2002 当時は素粒子・宇宙論の研究領域群が 50％以上の国際共
著率を示している程度であった。その後、サイエンスマップ 2004 になると心臓・血管疾患研究、感染症・
免疫研究、環境研究、物性研究の領域群一部に 50％以上の国際共著率を示す研究領域が出現してい




2002 から 2008 の間ほぼ変化無く、非常に低い国際共著シェアであることが分かる。また、ナノサイエンス
やポストゲノム研究、再生医学研究の研究領域群は、他と比べて国際共著シェアが高くはない。 
ちなみに、調査資料 170 科学技術指標 2009（科学技術政策研究所、2009 年公表）では、全論文を対
象に分野ごとの国際共著論文シェアを公表している。2007 年の国際共著シェアは、全分野では 20.3％、
分野別に見ると「物理学・宇宙科学」と「環境/生態学・地球科学」が 28.8％と高く、「臨床医学・精神医学/





                                              
6 化学については、全論文での傾向とサイエンスマップでの傾向は同様で国際共著が少ない。 
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図表 57 サイエンスマップ上に示した国際論文比率の時系列  
(A) サイエンスマップ 2002                       (B) サイエンスマップ 2004 
 
 
(C) サイエンスマップ 2006                       (D) サイエンスマップ 2008 
 
(注)国際共著論文シェアが 5％を水色で表示し、50％以上を赤色で表示した。黄色の丸と数字は、当該研究領域のコアペーパ中の国際
共著論文のシェアが 40％以上の注目研究領域の場所と ID である。 




図表 58 全研究領域における国際共著論文数と平均関与国数、平均関与機関数 
 
世界 米国 ドイツ 英国 日本 フランス 韓国 中国
国際共著論文数 5711 3783 1583 1549 664 1055 196 533
平均関与国数 3.0 3.2 4.1 4.0 3.8 4.6 5.4 3.9
平均関与機関数 5.7 6.5 8.6 8.5 9.1 10.4 17.0 9.9





図表 59 各分野および学際的・分野融合的領域の国際共著率の変化 
 
サイエンスマップ2002 サイエンスマップ2004 サイエンスマップ2006 サイエンスマップ2008
農業科学 19.8% 17.1% 12.0% 38.8%
生物学・生化学 25.4% 22.4% 25.9% 30.8%
化学 14.3% 11.4% 16.0% 17.8%
臨床医学 31.8% 32.2% 37.6% 40.4%
計算機科学 32.6% 23.5% 25.0% 27.8%
経済・経営学 21.2% 22.0% 21.9% 22.9%
工学 18.3% 19.3% 22.1% 23.4%
環境/生態学 22.4% 32.6% 41.9% 44.7%
地球科学 38.9% 44.1% 53.7% 54.5%
免疫学 32.8% 34.1% 23.1% 33.3%
材料科学 22.1% 36.6% 31.4% 23.2%
数学 31.4% 43.2% 33.0% 31.6%
微生物学 28.8% 39.8% 31.4% 33.3%
分子生物学・遺伝学 30.3% 37.9% 35.8% 35.1%
神経科学・行動学 26.6% 28.4% 30.0% 35.6%
薬学・毒性学 34.3% ND 16.7% 20.0%
物理学 41.7% 45.4% 46.4% 45.2%
植物・動物学 31.0% 30.9% 36.0% 40.4%
精神医学/心理学 18.2% 24.3% 23.4% 34.2%
社会科学・一般 4.5% 9.5% 10.1% 25.0%
宇宙科学 59.1% 66.3% 72.4% 74.6%
学際的・分野融合的領域 27.5% 27.6% 29.6% 36.4%
総計 28.6% 30.4% 33.6% 36.1%
(注)全研究領域を、軸足分野および学際的・分野融合的領域に分け、それぞれの国際共著率を求めた。国際共著率が各マップの全体平
均より高い分野に色を付けた。 







図表 60 各国の分野ごとのシェア 
（A）各国の整数カウント法のシェアを分野ごとに分解 
 
分野 全体 米国 ドイツ 英国 日本 フランス 韓国 中国
農業科学 0.7% 0.2% 0.1% 0.1% 0.0% 0.1% 0.0% 0.0%
生物学・生化学 0.8% 0.5% 0.1% 0.1% 0.1% 0.1% 0.0% 0.0%
化学 13.3% 6.0% 1.6% 1.1% 1.1% 0.7% 0.3% 1.2%
臨床医学 19.1% 12.7% 3.0% 3.0% 0.9% 2.2% 0.2% 0.4%
計算機科学 1.3% 0.9% 0.1% 0.1% 0.1% 0.1% 0.0% 0.1%
経済・経営学 0.7% 0.6% 0.0% 0.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
工学 4.0% 1.2% 0.2% 0.2% 0.1% 0.1% 0.1% 0.9%
環境/生態学 1.6% 0.9% 0.2% 0.3% 0.1% 0.1% 0.0% 0.1%
地球科学 3.3% 2.2% 0.6% 0.7% 0.3% 0.4% 0.0% 0.5%
免疫学 0.2% 0.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
材料科学 0.7% 0.4% 0.1% 0.0% 0.1% 0.0% 0.0% 0.1%
数学 1.0% 0.4% 0.1% 0.1% 0.0% 0.1% 0.0% 0.2%
微生物学 0.2% 0.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
分子生物学・遺伝学 0.2% 0.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
神経科学・行動学 2.0% 1.4% 0.2% 0.3% 0.2% 0.1% 0.0% 0.0%
薬学・毒性学 0.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
物理学 14.4% 8.1% 2.7% 1.9% 1.7% 1.7% 0.5% 1.1%
植物・動物学 4.2% 1.9% 0.9% 0.8% 0.6% 0.3% 0.1% 0.2%
精神医学/心理学 1.2% 0.9% 0.1% 0.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
社会科学・一般 1.0% 0.6% 0.0% 0.2% 0.0% 0.1% 0.0% 0.0%
宇宙科学 0.8% 0.7% 0.2% 0.3% 0.1% 0.2% 0.0% 0.0%
学際的・分野融合的領域 29.1% 17.6% 3.7% 4.0% 2.6% 2.2% 0.6% 2.5%




分野 全体 米国 ドイツ 英国 日本 フランス 中国 韓国
農業科学 0.7% 0.1% 0.1% 0.1% 0.0% 0.1% 0.0% 0.0%
生物学・生化学 0.8% 0.4% 0.1% 0.1% 0.1% 0.0% 0.0% 0.0%
化学 13.3% 5.4% 1.3% 0.8% 1.0% 0.4% 0.2% 1.0%
臨床医学 19.1% 9.0% 1.4% 1.3% 0.6% 0.8% 0.1% 0.2%
計算機科学 1.3% 0.7% 0.1% 0.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
経済・経営学 0.7% 0.6% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
工学 4.0% 1.0% 0.1% 0.1% 0.1% 0.1% 0.1% 0.7%
環境/生態学 1.6% 0.6% 0.1% 0.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.1%
地球科学 3.3% 1.4% 0.2% 0.3% 0.1% 0.1% 0.0% 0.3%
免疫学 0.2% 0.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
材料科学 0.7% 0.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.1%
数学 1.0% 0.3% 0.1% 0.0% 0.0% 0.1% 0.0% 0.1%
微生物学 0.2% 0.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
分子生物学・遺伝学 0.2% 0.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
神経科学・行動学 2.0% 1.1% 0.1% 0.2% 0.1% 0.0% 0.0% 0.0%
薬学・毒性学 0.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
物理学 14.4% 5.6% 1.3% 0.9% 1.1% 0.8% 0.1% 0.6%
植物・動物学 4.2% 1.5% 0.6% 0.5% 0.5% 0.2% 0.0% 0.1%
精神医学/心理学 1.2% 0.7% 0.0% 0.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
社会科学・一般 1.0% 0.5% 0.0% 0.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
宇宙科学 0.8% 0.4% 0.0% 0.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
学際的・分野融合的領域 29.1% 13.4% 1.9% 2.1% 1.7% 1.1% 0.4% 1.8%






分野 全体 米国 ドイツ 英国 日本 フランス 韓国 中国
農業科学 0.0% 0.1% 0.1% 0.0% 0.0% 0.1% 0.0% 0.0%
生物学・生化学 0.0% 0.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
化学 0.0% 0.7% 0.3% 0.2% 0.1% 0.2% 0.1% 0.1%
臨床医学 0.0% 3.7% 1.6% 1.7% 0.3% 1.4% 0.1% 0.2%
計算機科学 0.0% 0.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
経済・経営学 0.0% 0.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
工学 0.0% 0.2% 0.1% 0.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.2%
環境/生態学 0.0% 0.3% 0.1% 0.1% 0.0% 0.1% 0.0% 0.0%
地球科学 0.0% 0.8% 0.4% 0.4% 0.2% 0.3% 0.0% 0.2%
免疫学 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
材料科学 0.0% 0.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
数学 0.0% 0.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
微生物学 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
分子生物学・遺伝学 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
神経科学・行動学 0.0% 0.3% 0.1% 0.1% 0.1% 0.1% 0.0% 0.0%
薬学・毒性学 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
物理学 0.0% 2.5% 1.4% 1.0% 0.7% 0.9% 0.3% 0.5%
植物・動物学 0.0% 0.5% 0.4% 0.3% 0.1% 0.1% 0.0% 0.1%
精神医学/心理学 0.0% 0.2% 0.0% 0.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
社会科学・一般 0.0% 0.1% 0.0% 0.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
宇宙科学 0.0% 0.4% 0.1% 0.2% 0.1% 0.2% 0.0% 0.0%
学際的・分野融合的領域 0.0% 4.2% 1.8% 1.9% 0.9% 1.1% 0.2% 0.6%
総計 0.0% 14.4% 6.6% 6.5% 2.6% 4.6% 0.8% 2.1%
(注)分数カウントからのシェアの増加が 0.1～0.5％の分野を薄い黄、0.5～1.0％の分野をオレンジ、1.0％～の分野をピンクで示した。 











図表 56や図表 58でみたように、サイエンスマップ 2008 における日本とドイツや英国の国際共著率の差
は約 20％、平均関与国については約 4 カ国で大きな差はない。ところが、論文シェアの整数カウントと分





β ൌ 1 െ αିଵとした。 









では、平均関与国数が 1, 2, 3, 4 カ国の場合の例を示した。全ての論文が国際共著となった時、整数カウ
ントと分数カウントのシェアの比はα(平均関与国数)となる。国際共著率xの増加に対して、整数カウントと
分数カウントのシェアの比は線形ではなく、ሺ1 െ xβሻିଵで増加する。このため、国際共著率が 0.0 から 0.5



















































分かる。日本の場合、全論文を対象とした場合は中国が 2 位、韓国が 5 位の相手国であるが、サイエンス
マップの場合は 5 位と 10 位となり、相手国のならびが変わっている。米国の場合、全論文の場合は、ドイ





図表 62 各国の国際共著相手国 
（A）サイエンスマップ 2008 全研究領域 
 
1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位
イギリス ドイツ カナダ フランス イタリア 日本 中国 オランダ スイス スペイン
24.6 24.3 18.0 15.8 12.2 10.9 9.1 8.8 8.4 7.3
アメリカ イギリス フランス イタリア オランダ スイス カナダ スペイン 日本 スウェーデン
58.0 29.1 23.9 18.3 15.2 15.0 12.6 11.6 9.8 8.1
アメリカ ドイツ フランス カナダ イタリア オランダ スイス スペイン オーストラリア スウェーデン
60.0 29.8 22.6 17.0 15.9 14.4 11.9 11.1 9.3 9.1
アメリカ ドイツ イギリス フランス 中国 カナダ イタリア ロシア スイス 韓国
61.9 23.3 19.9 16.3 12.7 11.4 10.5 10.5 9.2 8.9
アメリカ ドイツ イギリス イタリア スイス カナダ オランダ スペイン ベルギー 日本
56.7 35.8 33.2 25.1 16.7 15.2 15.2 14.7 12.1 10.2
アメリカ イギリス ドイツ 日本 フランス ロシア オーストラリア オランダ カナダ インド
64.5 21.2 20.3 15.8 12.9 11.1 9.9 9.0 8.8 8.4
アメリカ ドイツ 日本 フランス ロシア 中国 イギリス 台湾 インド ポーランド











1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位
ドイツ イギリス カナダ 日本 フランス イタリア 中国 豪州 オランダ 韓国
13.3 12.7 11.3 9.4 8.2 6.7 6.1 4.7 4.2 4.2
アメリカ イギリス フランス スイス ロシア イタリア オランダ 日本 オーストリア スペイン
29.6 13.6 11.3 8.2 8.1 8.0 6.9 5.1 5.0 4.9
アメリカ ドイツ フランス イタリア オランダ 豪州 カナダ スペイン 日本 スイス
30.0 14.4 11.1 8.7 7.0 6.6 6.3 6.0 4.8 4.5
アメリカ 中国 ドイツ イギリス 韓国 フランス カナダ ロシア 豪州 イタリア
39.5 11.6 9.6 8.5 6.9 6.0 5.0 4.6 3.8 3.6
アメリカ ドイツ イギリス イタリア スペイン スイス ベルギー カナダ オランダ ロシア
24.9 15.3 14.2 11.1 7.7 6.8 6.2 5.9 5.6 5.1
アメリカ 日本 イギリス ドイツ 豪州 カナダ フランス シンガポール 韓国 台湾
36.2 16.3 10.1 9.8 6.7 6.7 5.1 4.6 4.1 3.3
アメリカ 日本 中国 ドイツ イギリス ロシア カナダ インド フランス 台湾























文数を整数カウントにより求め、上位約 200 機関をマッピングの対象とした。機関数が 200 に満たない場
合は全ての機関を、200 以上の場合は論文数をもとに上位約 200 機関を抽出した。 
上記 200 機関間の全ての共著関係を考慮して研究機関共著ネットワークを描くと、共著関係が複雑す
ぎて研究機関共著ネットワークの構造が明確に見えない。そこで、研究機関共著ネットワークを描く際は、












                                              
















図表 63 研究機関共著ネットワーク ID_30 再生医学と幹細胞研究 
harvard univ
mit
univ calif los angeles
stanford univ
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univ calif san diego
univ cambridge
univ n carolina











ークを示している（図表 64）。本研究領域は、サイエンスマップ 2004 の「免疫研究（2004, ID116）」、サイ
エンスマップ 2006 の「自然免疫（2006, ID108）」からの継続研究領域である。「免疫研究（2004, ID116）」
はコアペーパ数 329 であり、日本シェア（整数カウント法）は 13％である。「自然免疫（2006, ID108）」はコ
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表 65）。本研究領域は、サイエンスマップ 2004 の「重症急性呼吸器症候群（SARS）様症状を呈するトリイ

















図表 65 研究機関共著ネットワーク ID_50 ネットワーク科学 
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図表 67 研究機関共著ネットワーク ID_53 植物の環境応答/メタボローム解析/プロテオーム解析 
waters corp
scripps res instuniv so denmark
inst syst biol
univ calif berkeley
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（図表 68）。本研究領域は、サイエンスマップ 2002 以降継続しており、サイエンスマップ 2004 では「植物











図表 68 研究機関共著ネットワーク ID_55 植物の感染防御機構 
max planck inst plant breeding res
max planck inst chem ecol
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学、(C)分子・有機エレクトロニクス、(D)スピンに関連した量子輸送現象の 4 つの研究が含まれている。 























































図表 71 研究機関共著ネットワーク ID_86 触媒的不斉合成 
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図表 72 研究機関共著ネットワーク ID_106 素粒子物理学・素粒子宇宙物理学 
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図表 73 研究機関共著ネットワーク ID_115 大気組成・微量成分 
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データ： Thomson Reuters 社 “Essential Science Indicators”に基づき科学技術政策研究所が集計 
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野融合的 93 5.3 6 6% 39 42% 151 151 135 89%








野融合的 155 3.9 2 1% 13 8% 205 205 125 61%





化学 293 3.4 0 0% 16 5% 266 94 49 52%
80 分子性物質の物理と化学 物理学 264 3.4 0 0% 23 9% 221 221 127 57%
86 触媒的不斉合成 化学 289 2.4 0 0% 56 19% 124 124 31 25%
106 素粒子物理学・素粒子宇宙
物理学
物理学 238 9.2 36 15% 45 19% 472 220 218 99%




























データ： Thomson Reuters 社 “Essential Science Indicators”に基づき科学技術政策研究所が集計  
 100
 
図表 75 研究機関共著ネットワークの類型化 
 
ネットワーク





























































サイエンスマップ 2008 では、2003 年から 2008 年までの 6 年間に発行された論文の中で、各年、各分
野（臨床医学、植物・動物学、化学、物理学など 22 分野）の被引用数が上位１％である高被引用度論文
（約5万件）を用いた。これら高被引用度論文に対して、「共引用」を用いたグループ化を2段階（論文→リ
サーチフロント→研究領域）行なった。647 研究領域が得られ、その中で一定の大きさを持つ 121 注目研
究領域に対しては、詳細な内容分析を行った。また、サイエンスマップ 2002（1997 年から 2002 年）、サイ

























(２) サイエンスマップ 2008 から見える科学研究の変化 




                                              
8 本調査は、第 4 回目の報告である。第 1 回目は「NISTEP REPORT No.95 急速に発展しつつある研究領域調査（2005 年 5 月）」、第 2
回目は「NISTEP REPORT No.100 サイエンスマップ 2004（2007 年 3 月）」、第 3 回目は「NISTEP REPORT No.110 サイエンスマップ 2006




京都大学山中氏らによる iPS 細胞の樹立を含む「再生医学と幹細胞研究（2008, ID30）」という非常に大
























な役割を担う研究領域が存在する場所である。サイエンスマップ 2002 の ID53 は生命科学とナノサイエン
スの中間地点に位置していた後、生命科学方面とナノサイエンス方面へ分離し、研究領域を継続発展さ
せてきている。生命科学方面への軌跡に注目すると、「プロテオーム（2004, ID105）」、「同位体標識/定








































































高被引用度論文における状況を分析した。サイエンスマップ 2002 から 2008 を比較すると、着実にマップ
上に示される国際共著論文シェアが上昇している。サイエンスマップ 2008 では国際共著率が 36.6％であ
り、全論文の国際共著シェアの 20.3％に比べ大幅に高いことが明らかとなった。主要国の国際共著率を
見ると、英・独・仏の欧州諸国では 70％台を示し、日本は 52.3％である。 
研究領域群ごとの状況を見ると、素粒子・宇宙論全般、心臓・血管疾患研究、感染症・免疫研究、がん
研究、植物科学研究、環境研究、物性研究の一部で 50％以上の国際共著率を示している。一方、化学




日本は、論文生産への関与度（整数カウント法）において、サイエンスマップ 2006 の 8.5％がサイエンス
マップ 2008 では 8.0％に低下した。論文生産への貢献度（分数カウント法）においても、サイエンスマップ





学際的・分野融合的領域において日本のシェアが 9％を超える領域数は、サイエンスマップ 2004 では
39 領域中 19 領域(49％)、サイエンスマップ 2006 では 32 領域中 8 領域(25％)、サイエンスマップ 2008






































割合である。英国やドイツは TOP1％論文数が 1 件以上の研究領域（参加領域）の割合が約 6 割である




(２) 日本は分析の母集団である TOP1％論文におけるシェアも低下している 






論文の 52％は国際共著論文であり、これは全論文の場合を大きく上回っている9 。 
 






















115 ページ以降に論文データベース分析で構築された 121 の注目研究領域についての内容分析の
結果を示す。注目研究領域の内容分析は以下から構成されている。 
 










○ 個別研究領域マップに描かれている円は、1 つのリサーチフロントに対応している。 
○ 円に横に書かれている番号は、リサーチフロントの id（小文字）番号を示す。 
○ 円の面積は、リサーチフロントを構成するコアペーパの被引用数の合計に比例している。 
○ 赤色は、コアペーパの被引用数の増加が顕著なリサーチフロント（急増フロント）を示す。 





































○ 次に、回帰直線の傾きの分野平均を算出する。リサーチフロントの分野は、コアペーパの 22 分
野の分布を調べ、もっともコアペーパの割合が多い分野を第1の所属、次に割合が多い分野を
第 2 の所属というように、複数の分野への所属が可能とする。 
○ リサーチフロントの中から、回帰直線の傾きが分野平均を上回り、コアペーパの平均出版年が
2007 年以降のリサーチフロントを急増フロントとして抽出した。なお、複数の分野に属するリサ






































































6 冠動脈 CT（コンピュータ断層撮影） 120
7 急性冠症候群の抗血小板薬による治療 121










































38 HDAC 阻害剤を始めとする分子標的抗癌剤の開発研究 152
39 チロシンキナーゼの活性化と薬剤耐性 153
40 NF-κB 活性化におけるユビキチン修飾系の役割 154
41 自然免疫によるインターフェロン産生 155
42 T 細胞サブセットの分化メカニズムと疾病における役割 156
43 生物学的製剤の免疫調節機構による自己免疫疾患制御 157
44 NK 細胞受容体とそのリガンドによる活性制御 158
45 ヒトパピローマウイルスワクチンの開発 159
46 黄色ブドウ球菌における薬剤耐性化の進展とその対処法 160
47 C 型肝炎ウイルスの初期感染過程および治療法 161
48 HIV 感染の制御 162


































































































（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年







































（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年





の評価、不整脈死の予知および ICD の治療成績からなる。 
（1） T 波交代現象の成因と不整脈の発生リスク 








診断するための超音波を用いた多くの計測法が提案された。軽症心不全や正常 QRS 例における CRTの

































（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年












































（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年


























































（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年

















































（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年






（1） 単純 CT による冠動脈プラーク石灰化指数の予後評価における有用性 
64 列 CT が開発されると、造影 CTA により冠動脈狭窄を高い精度で診断できるようになった。最近で
は、急性胸痛を訴える救急患者における造影冠動脈 CTA の役割や、造影冠動脈 CTA の予後評価にお
ける有用性、CT による冠動脈プラーク評価に関する研究も進んでいる。 
（2） 造影冠動脈 CTA（CT アンギオグラフィー。アンギオグラフィーは血管造影検査法のこと。） 
○造影冠動脈 CTA による急性胸痛患者の診断（id4974） 
○心血管イベントリスク評価における造影冠動脈 CTA の有用性（id4988） 
○造影冠動脈 CTA による冠動脈プラークの診断(id2204) 
造影冠動脈 CTA 検査の問題点として放射線被曝が比較的多いことが指摘されており、この問題を解
決するために放射線被曝を低減できる新技術の開発が進み、診療に利用されはじめている。 
（3） 冠動脈 CT の放射線被曝（16 列 CT 以前） 

































（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年








（2） ACS の薬物療法（抗血小板薬）、ノンレスポンダー 
（3） ACS の薬物療法（GPIIb/IIIa 阻害剤） 
（4） 脳血管障害の治療法 
（5） 静脈血栓症（DVP、肺塞栓）の薬物療法、低分子ヘパリン、ファクターXa 阻害剤 
（6） 高脂血症の薬物療法 
（7） 糖尿病の薬物療法 

























































































（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年









行われており、その関連で、COX-2 と類似した酵素（サブタイプ）である COX-1 に対する阻害作用を有
するアスピリンの腫瘍に対する作用の研究（id720、4076、4864）も実施されている。 
さらに、COX-2 阻害剤の特長である、消化管障害に対する研究も実施されている（id4841）。 
本研究領域は、以下のような 3 つの内容から構成される。 
（1） COX 阻害剤とアデノーマ 
（2） COX-2 阻害剤と心血管イベント増加リスク 

























（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年
21(3) 77(2) 4113 9096 2005.3  
 
腎臓は電解質平衡の維持に重要な役割を演じており、尿中へのリン（P）、カルシウム（Ca）排泄、腎臓









id363 は抗石灰化因子の欠乏、id580、2217 は活性型 VD の欠乏や高 P 血症が生命予後を悪化させるこ
と、id2233はこれら病態の治療方法、id3278は特に冠動脈石灰化とその管理、id5779は異所性血管石灰
化全般の病態と管理を述べている。また id5814 は、この病態の根幹をなす VD の欠乏を補正することで





































（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年
10(0) 28(0) 1700 2937 2005.4  
 
前立腺がんの罹患率は欧米では、成人男性の悪性腫瘍の第 1 位、日本では、第 5 位であるが、年々





なされている。また、内分泌療法に奏功を示さなくなった状態を、内分泌再燃癌 (Hormone Refractory 


































（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年











○ 抗 IL-5 抗体 
○ 吸入ステロイドと長時間作用型β刺激薬（LABA）の合剤、LABA 単独 
○ 吸入ステロイド単独、ロイコトリエン拮抗剤 




また、id3204 は、効果判定法としての呼気中 NO 濃度測定に関する研究である。 
内容分析 
担当者 


























（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年





（1） 早期治療に結びつく血清診断法  (id2183) 
（2） 抗真菌薬の有効性、安全性および適正使用に関する高品質の臨床試験(id454, 3527, 2265, 2238, 4376)
（3） 発症･予後の予測因子および予防に関する疫学的、臨床的研究 (id2595, 5312, 552, 688) 









































（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年
6(2) 15(0) 2405 3900 2004.8  
 




究領域では WHI 後の解析結果を研究内容としている。 
本研究領域は、下記の内容で構成される。 
（1） HRT と中枢神経系 
認知機能・痴呆に対し HRT は無効であった(id553)。 




（3） HRT と動脈硬化 
動脈硬化に対してはすべての年齢で解析すると HRT はその進展を抑制せず、また心筋梗塞の再発を
























（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年






















































（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年




することが AD の原因であると考えられ、研究が進められてきた。 
本研究領域は主に AD と Aβの関連、特に発症メカニズムと治療薬開発に関するものと、AD の早期診
断技術に関連したリサーチフロントで構成されており、その主な内容は以下の通りである。 
（1） 神経毒性をおよぼす Aβ分子種の解析と抗 Aβ治療法の開発 
（2） AD 治療薬開発に関わる研究（治験結果報告を含む） 





































（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年






（1） DA アゴニストに関する研究 
（2） DA 神経の保護再生に関する研究 
（3） 新しい治療法を用いた臨床研究 


































（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年


















































（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年





















































（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年








（1） BDNF 遺伝子多型の脳の機能及び形態への関与に関する研究 
（2） 統合失調症及び関連疾患の脳の形態異常に関する研究 
（3） 気分障害における血清中 BDNF 濃度の変化に関する研究 
最も大きなリサーチフロントは BDNF 遺伝子の脳の機能や形態への関与に関する研究である
（id1248）。一方、統合失調症の脳の形態異常の研究が大きなカテゴリーを形成し（id629, 1692, 1696, 



































（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年












































（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年





















































（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年







（1） エピソード記憶の形成と想起に関する研究（id1300, 1336, 2881, 2975, 4602, 5287） 
（2） 過去の出来事の想起と未来の出来事の想像に関する研究（id4602） 
（3） 自己認知に関する研究（id2877） 



































（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年











○ 報酬予測と予測誤差の神経相関をヒト脳血流計測により明らかにする研究(id1276, 2648) 
○ 中脳ドーパミン細胞活動と報酬予測・報酬予測誤差との定量的比較検討 (id1324) 
○ 大脳皮質の前頭眼窩野の活動と経済学的な「価値」情報の対応関係 (id2647) 
○ 神経活動と意思決定における計算論的モデルとの定量的な比較研究 (id2650) 
○ 大脳基底核や大脳皮質における、不確実性と評価変更の神経機構に関する研究 (id6098) 
（2） 依存や衝動行動の神経基盤の実験的研究と理論的研究 
○ 大脳基底核における秒以下の時間スケールで変化するドーパミン濃度と報酬を求める行動の関係 (id1319) 
○ 経済学的視点からの衝動性行動、依存症などの行動を説明する理論モデルの提案 (id3328) 
（3） 意思決定の神経ネットワークモデル 
○ 大脳基底核のネットワークによって行動選択を説明する計算モデル研究 (id4590) 
内容分析 
担当者 




























（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年









































（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年











































（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年














































（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年
9(2) 21(0) 987 1751 2006.1  
 







異などが見いだされ酸素分圧に依存しない HIF 活性化の報告がなされている。 
HIF-1 によるミトコンドリアでの酸化的リン酸化調節に原がん遺伝子である C-MYC 依存的な経路が存




（1） HIF 活性化と HIFα水酸化酵素(id101, 5745, 4078) 
（2） HIF 活性化と細胞内代謝(id101, 2956) 
（3） HIF-1 とミトコンドリアの相互作用(id101, 4683, 4396, 5546) 





























（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年
13(3) 45(0) 3195 6061 2005.7  















域(id4406)、がんにおける恒常的 NF-kB 経路の活性化の研究 (id4684, 4685)である。また、Bcl-2 ファミリー分
子の拮抗薬に関する臨床的な研究 (id5707, 5729)も発展中である。 
内容分析 
担当者 



























（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年

























































（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年
90(18) 385(26) 21051 61605 2005.4  
 
1981 年にマウスで、1998 年にヒトで樹立された胚性幹細胞(ES 細胞)は体の全ての細胞へと分化することが
可能であるため人体の再生を目指すという大きな目的のもと積極的に研究されて来た。また、2006 年以降には
京都大学山中教授らのグループにより人工多能性幹細胞(iPS 細胞)が発明され、ES 細胞との比較を元に研究
が進められている。本研究領域は ES 細胞や iPS 細胞の未分化性維持や分化誘導に関するリサーチフロントを
中心として構成されており、多様な周辺研究を含んでいる。その主な内容は以下の通りである。 
（1） ES 細胞の未分化維持・iPS 細胞の作成に関する研究 



























































































































（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年









（2） SIR2 による寿命延長機構の解明 




定遺伝子の同定を軸に継続的発展を見せつつ（id53, 79, 1262, 2601, 3221, 3821）、近年の精力的な幹
細胞研究から造血幹細胞をはじめとする組織幹細胞の寿命制御機構に関する成果が発表され飛躍的展































（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年










































（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年










































































（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年
































































（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年





























































（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年






































































































（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年
20(2) 113(1) 4964 12913 2005.6  
多発性骨髄腫(MM)は、新たに診断された NDMM (newly diagnosed MM)、即ち未治療(untreated) MM
と、前治療後再発及び前治療に抵抗性を示す RRMM (relapsed/refractory MM)に大別される。NDMM に
対する初期治療には自家造血幹細胞移植を伴う大量(high-dose) メルファラン(M) (HDM)療法と、M+プ
レドニソロン(MP)療法がある。しかしながら現時点で MM の治癒は得られず、MM 治療の当面の目標は生







（1） NDMM 及びＲＲＭＭに対する新規薬剤治療の研究 
（2） MM 細胞の遺伝子表現型と予後との関わりの研究 












































（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年






（1） 抗癌剤としての lenalidomide の研究 
（2） MDS 治療法の開発研究 
（3） 抗癌剤としての HDAC 阻害剤の研究 
（4） HDAC 阻害剤と TRAIL の併用研究 
（5） β-thalassemia 治療法の開発研究 
抗癌剤としての HDAC 阻害剤の使用は既に多くの臨床試験が実施されており、中でも SAHA は、2006 年に最初に米国
FDA より認可されている HDAC 阻害剤であり、日本の製薬企業で発見された depsipeptide も 2007 年に認可された
（id371）。また HDAC 阻害剤単独の抗腫瘍効果だけでなく、細胞障害性サイトカインである TRAIL との併用効果も研究され
ている（id2171, 3280）。この HDAC 阻害剤の対象疾患として、骨髄異形成症候群（MDS）も挙げられており、MDS の治療に
関しては、HDAC 阻害剤とメチル化阻害剤の併用効果が期待されている（id3989）。この二剤の併用は、MDS の発症機構
に、遺伝子のメチル化というエピジェネティックな異常が存在することを示している。MDS の治療には、サリドマイドの誘導体
である lenalidomide の使用も研究されており（id3163）、またこの lenalidomide は、白血病の治療への研究も実施されている
（id5754）。β-thalassemia は、MDS と同じく、赤芽球形成の異常による疾患であるが、この疾患に対する治療法として鉄イ
オンのキレート剤である deferoxamine の使用が研究されている（id2113）。 
内容分析 
担当者 























（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年











（2） GIST と c-kit チロシンキナーゼの活性化に関する研究 
（3） 慢性骨髄増殖性疾患と Jak2 チロシンキナーゼの活性化に関する研究 



































（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年







（1） NEMO のユビキチン化、ユビキチン結合による NF-κB の活性化 
ユビキチンの 63 番目のリジンを介したポリユビキチン鎖(K63 鎖)(id4395) NF-κB 活性化に係わる中核タンパク質である
NEMO への修飾が NF-κB の活性化に必要である可能性が示された。また、NEMO のポリユビキチン鎖結合能(id4395)が
NF-κB 活性化に係わることも知られている。 
（2） 複合体を形成し、NEMO の K63 鎖ユビキチン化を促進 
リンパ腫で遺伝子転座が報告されているMALT1(id488)、Bcl10(id2632)は複合体を形成して、NEMOのポリユビキチン化
(K63 鎖)に係わることが報告されている。 
（3） 脱ユビキチン化酵素による NF-κB 活性化制御 
K63 鎖を切断する脱ユビキチン化酵素(id463, 1844, 3551)の異常が腫瘍、がんの発生に係わることが報告されて、注目
を集めている。 

























（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年
9(0) 93(39) 5307 18780 2004.9  
 
1990 年代後半の Toll-like receptors(TLR)の発見を通じて、これまで非特異的な下等な免疫応答と考
えられていた自然免疫がきわめて特異的に病原体を認識し、生体防御に重要な役割を果たしていること








（2） ＳＬＥなどの自己免疫疾患と TLR7,9 の関連 
（3） 抗体産生における TLRs の役割 































（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年
78(13) 327(26) 15585 49758 2005.5  
 
1995 年に、CD25 陽性の T 細胞が免疫抑制能を持つことが示され、新たな T 細胞サブセット
（regulatory T cell: Treg）として注目を集めることになった。また、2002 年には IL-17 欠損マウスの作製に
より自己免疫や炎症応答でこのサイトカインが重要な役割を果たしていることが明らかにされ、これが
Th17 細胞と呼ばれる新たな T 細胞サブセットによって作られることが分かってきた。これらの T 細胞サブ
セットを巡って活発な研究が展開されている。 
（1） Th17 細胞の分化メカニズム（id72, 他） 
特に IL-23、IL-6、TGF の関与が注目された。 
（2） Th17 の病態形成への関与/Th17 を標的とした治療（id2272, 他） 
乾癬や炎症性腸疾患への関与が注目されている。 
（3） Treg 細胞の分化メカニズム(id746, 他) 
Foxp3 の関与が明らかにされた。 
（4） Treg の病態形成への関与/Treg を標的とした治療（id401, 他） 
 
Th17、あるいは Treg 細胞分化の制御に樹状細胞が関与している可能性が示唆され、注目を集めてい














































































































（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年
28(0) 113(5) 7092 16224 2004.9  


































































（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年
7(0) 16(0) 1574 2539 2004.3  
 
NKG2DはNK細胞のほか一部のTリンパ球の細胞表面に発現する活性型受容体である。このNKG2D
に結合して刺激を伝達するリガンドが MICA/B あるいは ULBP と呼ばれる分子である。NKG2D リガンドの
発現が亢進したがん細胞や白血病細胞は NKG2D を有する NK 細胞などによって破壊される。セリアック
病（Celiac disease）では小麦の成分が小腸粘膜の MICA 発現を亢進させることにより上皮内 T リンパ球が
NKG2D を介して活性化されることがその粘膜障害の原因とされる。また NK 細胞は抑制性受容体(KIR な
ど)を発現しておりそのリガンドは自身の HLA クラス I である。KIR リガンドの不適合はある条件下では骨髄
性白血病などの造血細胞移植の成績を向上させる。 
本領域は以下のリサーチフロントの集合から形成される。 
（1） NKG2D とそのリガンド(id540) 
（2） 造血細胞移植と NK 細胞(id575) 
（3） セリアック病と NKG2D(id597, 662) 




























（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年






15 種の遺伝子型 HPV（高リスク HPV）を子宮頸部の前がん病変、がん組織から検出した研究。 




HPV ワクチンを導入した場合の医療経済効果の試算、特に積極的に HPV ワクチンを導入したオースト
ラリアでの試算。 
（3） ワクチンの完成と市場導入 
性行為感染する HPV に対するワクチンを女児に接種させる両親の決断に関する調査。 
（4） ワクチン抗原の開発 
高リスク HPV のうち 16、18 型の感染予防ワクチン（HPV ワクチン）開発と臨床試験。安全性、特に女児































（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年
21(4) 54(3) 3175 6464 2005.7  






①病院における MRSA 感染症：蔓延調査、MRSA 感染症による菌血症例（id689, 5812） 
②バンコマイシン耐性、低感受性 MRSA (id686, 4359) 
③MRSA 感染症に対する新規開発薬剤を用いた治療法の検討：リネゾリド、ダプトマイシン、チゲサイ
クリン(id509, 2253, 2254, 3283, 5303)。 
④治療困難なグラム陰性菌に関する検討（id3228, 4381, 4890, 4881）は③と関連し、治療困難な菌と
して選択されたと考えられる。 
（2） 市中感染型 MRSA の病原性、菌の性状の特徴の検討 
⑤CA-MRSA の分子遺伝学的特徴と多くの CA-MRSA が保持する Panton-Valentine 型白血球溶解
毒素（PVL）の病原性への関与の議論を含む (id533, 4292, 4871, 4017, 5714)。 



















































（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年




（1） HCV の治療に関する研究 






細胞内に侵入する、低 pH 依存的にウイルスゲノムが細胞質内へ放出される。 
ＨＣＶ治療に関してはペグ化インターフェロンとリバビリン併用療法により遺伝子型１の患者で約 50％、
遺伝子型 2 では 80％に Sustained viral response が得られる。さらに治療効果を向上させるためにプロテ
アーゼ阻害剤の併用などが期待されている。 
id24 : HCV 初期感染過程 
id375 : 遺伝子型 1b の HCV に関する研究 
id2168 : インターフェロンとリバビリン併用療法 
id633 : プロテアーゼ阻害剤に関する研究 
内容分析 
担当者 



















（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年
7(0) 25(0) 1322 2914 2005.4  
 






































（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年
7(1) 26(2) 1090 2143 2006.1  
 
ヒト免疫不全ウイルス （HIV）感染症は、抗 HIV 薬の多剤併用療法によりコントロール可能な疾患にな
ってきている。しかし、長期にわたる薬剤の服用により多剤耐性ウイルスの出現や副作用が治療上の障害
となっている。耐性ウイルスを克服するために、既存薬とは異なる作用点を標的とした新規薬剤開発の研




































（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年




































































































（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年
96(14) 389(30) 11493 49126 2005.6  
 
全生物の生命現象に関わる遺伝子サイレンシング（遺伝子抑制）は転写型遺伝子抑制と転写後遺伝
子抑制に分けられる。遺伝子抑制に重要な RNAi（遺伝子干渉）は二本鎖 RNA と相補的な塩基配列を持
つ mRNA が分解される現象で、この機構は酵母から人に至るまで多くの生物で保存されている。RNAi 法
を用いて遺伝子の発現を人為的に調節することは将来の医学、薬学、農学への応用の可能性が高い。






























































































































（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年








































（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年



















































































（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年
6(0) 25(0) 868 2059 2004.4  
 
一酸化窒素（NO）は反応性に富むラジカル分子であり、植物では、免疫応答、形態形成、開花、気孔





いは非酵素的にも NO は生産される。 
本研究領域は、以下のリサーチフロントから構成されている。 
（1） NO 生成酵素、および植物ホルモンシグナル伝達、開花、植物免疫における NO の役割に関する研
究（id1588、2834、4583） 
（2） 低酸素ストレス下におけるヘモグロビンによる NO の調節機構（id1595） 




























（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年







（1） 植物細胞壁成分の役割の解析（id1587, 1589, 5396） 
（2） 感染の初期段階としての病原体タンパク質と植物細胞膜タンパク質との結合過程の解析（id1650, 
2503, 2869） 
（3） 病原体因子による植物細胞因子不活性化の機構の解析（id 1247, 1654, 2835, 2589, 4547） 



















































（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年






















かずさ DNA 研究所 























（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年

















○ 糖代謝とデンプン合成 (id1602, 2821, 1670, 6192) 
○ 植物のメタボローム (id2856, 1673) 
内容分析 
担当者 






















（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年


















































（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年












































（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年




（1） ＧＰＣＲのＸ線結晶構造解析(id2616, 4673, 5526) 


































（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年









































（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年












































（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年
32(5) 94(13) 5598 12938 2004.7  
本研究領域は、II-VI 族及び III-V 族半導体のスピントロニクス、磁性材料、バイオサイエンスへの応用につ
いての研究領域であり、以下のような色々な方面からのアプローチから構成されている。 
（1） 既存の III-V 族 DMS のキュリー温度を材料プロセスにより制御する（id1413） 
（2） 酸化物を母体とする DMS の物質探索(id285, 1087, 1369, 1396, 1440, 1515, 3585, 3642, 4328, 5197 等)
（3） 物性理論（特に第一原理電子状態計算）を用いた新しい DMS の物質デザイン(id2779, 2674, 2780 等) 
（4） DMS のスピノダル分解を利用して高い温度でも使用できる DMS を合成する(id3596, 4302) 
（5） DMS を使った半導体スピントロニクスデバイスの基礎研究(id1437) 
（6） 半導体量子ドットのバイオサイエンスへの応用(id4769 など) 
マップの右側（（1）から（5））は、スピントロニクスや磁性半導体についてのリサーチフロントから構成される。






（6）は半導体量子ドットの発光を利用した細胞のラベリングやイメージング(id75, 339, 2515, 3096, 4927)、バ
イオセンサー(id1148, 4308)、量子ドットの細胞への影響の研究(id 5219)などが含まれている。 
内容分析 
担当者 
























































（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年
14(0) 47(2) 2319 5448 2004.5  
 
ナノファイバーはナノサイズファイバーとナノ構造ファイバーに分類することができる。前者は直径が１











































（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年











































（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年














































































（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年
69(4) 293(16) 11966 29759 2005.1  
本研究領域は、センサー/SWNT/機能性 DNA/ナノ粒子等の合成、機能、毒性に関連したリサーチフロ
ントから構成され、以下の 5 つのグループに大別される。 
（1） カーボンナノチューブ（CNT、主に分散された SWNT）に関する研究 
CNT の合成法、分散法、分離法の開発、および分光研究。機能化 CNT の合成と応用。CNT とポリマ
ー複合体の合成と応用。CNT を利用するセンシング手法の開発研究。CNT の電気化学への利用。CNT





（4） 機能性 DNA を利用するセンシング 




























































































（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年











121, 517）。また、id3940 は各種形状の金ナノ粒子の細胞取り込みを評価した基盤的研究である。 
（3） 分光特性評価 



























































（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年
13(0) 90(7) 2617 7066 2004.8  
本研究領域は有機発光材料を用いた高効率な発光素子「有機電界発光（EL）素子」に関するものであ
るが、一部、DNA 検出のバイオセンサーとして高分子材料を利用した研究も含んでいる。特に、イリジウム






本研究領域は、以下のような 3 つの内容から構成される。 
（1） 高効率リン光有機 EL 素子 


































（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年





















































（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年















































（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年











































（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年


















































（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年

















































（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年





























































































（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年




















































（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年

















































（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年
















































（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年













































（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年
54(12) 264(23) 5879 21734 2005.9  
 
分子をエレクトロニクスに使うというアイデアは 1980 年代から提唱されてきたが、その進歩は遅々たるものであっ





量子ホール効果の発見(id6347)に続き、酸化膜の作成、suspended グラフェン、2 重層、3 重層グラフェン、など系
のバラエティーが増しつつあること、ゲートによるドーピングなどの制御技術が発展しつつあること、が見て取れる。ま


















































































（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年












































（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年
11(0) 60(2) 2419 5230 2005.7  
量子化学計算は分子設計や化学反応解析に欠かせない手段となりつつある。牽引するのは密度汎関
数理論（DFT）である。もともと固体物性の理論で、90 年代中頃に量子化学に導入された DFT は、現在で




（1） 大規模系計算のための長距離交換補正 DFT の開発と応用 
（2） 固体物性計算のための交換力減衰 DFT の開発と応用 
（3） Van der Waals 計算のための DFT の開発と応用 
（4） Meta-GGA 汎関数の開発 
（5） 高精度化学計算のための経験的理論の開発と応用 
特に被引用数の急増するトピックは、長距離交換補正 DFT の改編と大規模系への応用（id327, 323）
に関する研究と、化学物性の高精度再現を第一義とする経験的 DFT の開発と応用（id1935, 1943）に関
する研究の 2 種類である。関連して、Van der Waals 計算（id1561, 3934）、アルカン異性体（id3887）など



































（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年
41(8) 165(18) 6197 17354 2005.6  
 









































































（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年




































（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年













































（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年











媒とする反応 (id5588, 6264, 6294, 6379, 6392, 6396, 6400, 6418, 6434, 6449, 6455, 6456, 6507, 6520, 
6588, 6592, 6678, 6731, 6833 この範疇にはアルドール、マイケル、マンニッヒ反応等が含まれる)、光学活




























































































（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年




































































（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年





















































（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年

















（5） 炭素—水素結合の炭素—窒素結合への変換 (id1878, 3932, 4724) 
内容分析 
担当者 


































（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年









































（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年










































（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年












































（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年










































（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年






















日本電信電話株式会社 NTT 物性科学基礎研究所 
























（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年











































（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年


















































（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年
6(3) 23(12) 949 1943 2005.6  
 








































（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年







（1） 高次高調波によるアト秒パルスの発生（id1484, 4470, 5380） 
（2） 分子制御とダイナミックス（id1574, 5347） 













































（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年

















（4） MIMO 通信路など情報・通信理論への応用  
内容分析 
担当者 

























（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年































































































































（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年












布する同時期の堆積岩に対する炭素安定同位体や U-Pb 放射年代による研究。<id1039> 他惑星も含めた自
然界や縞状鉄鉱床の鉄の安定同位体組成に関する研究とその組成を用いた Archean や Paleoproterozoic の
海水の酸化還元状態に関する研究。<id2339> 銅、亜鉛の安定同位体測定手法に関する研究。<id2460> 後
期 Proterozoic あるいは Ediacaran 紀における海水の酸化状態についての硫化物と硫酸塩の硫黄同位体組成
や生物群に関する研究。<id4260>太古代からの地球の気候についてケイ素、酸素の安定同位体による研究。


























（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年




ら、低温化に向けての研究が進められ、現在では 700～800℃を中心とした低温形 SOFC が実現され、さ
らに低温化が試行されている。一方、低炭素社会に向けての SOFC の新しい展開も進められており、上
記も併せて、SOFC 関連新技術としては、近年下記のリサーチフロントが形成されている。 
（1） SOFC 関連新技術 
○ 2004 年に 500℃程度の低温化で優れた特性を示すことが示された BSFC カソード 
○ 水素のキャリアとして、さまざまな利点（安価、容易な貯蔵・輸送性など）を有するアンモニアを燃
料とした SOFC 
○ 高効率の水素製造が期待できる SOFC をベースとする水蒸気電解（SOEC）またはリバーシブル
SOFC 























（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年
17(4) 83(8) 1875 4491 2005.4  
 
























































（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年




を主張する。1997 年に Maldacena によって最初に提案されたゲージ・重力理論対応では、4 つの超対称

























































（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年
8(1) 45(8) 1655 5488 2005.6  
 
宇宙の一点から突然に到来する爆発的なガンマ線放射現象、ガンマ線バースト(GRB) の起源は長らく謎だ
ったが、ここ 10 年の BeppoSAX 衛星、HETE-2 衛星および地上光学観測等によって、その多くを占める継続時
間の長いガンマ線バーストが数十億光年の遠方の銀河での巨大星の死に伴う大爆発であり、光速に近いプラ








<id1775> GRB と超新星の関連、<id1778> GRB の標準放射エネルギー、<id2913> Swift 衛星による GRB と






























（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年








（5） B 粒子の物理 
素粒子物理学は，1970 年代に構築された「標準理論」が，その後の現在までの幾多の実験的検証を経て，なお堅牢に
残っている。その中で唯一実験的な確認がなされていないのがヒッグス機構であり，これは 2009 年末に開始した欧州
CERN 研究所の LHC 加速器を用いた実験により，大きく進展することが期待される。また，標準理論を超える理論は多く提


























































（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年
100(11) 519(63) 16049 59338 2005.4  
WMAP による宇宙背景輻射の観測をはじめとする宇宙の精密観測の進展により、宇宙論・素粒子論が
飛躍的に発展した。 





























































































































（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年








































（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年
11(1) 54(0) 2204 4375 2006.0  
 
1990 年代後半から、気候変動が生物・生態系に与える影響に関する研究がさかんになってきた。とく










































（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年
















































（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年
7(0) 16(0) 876 1394 2004.4  
 





































（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年























































（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年












（2） 世界の炭素収支の地理的分布を解釈する研究（id2937, 3815, 4535, 5130） 
世界各地の陸域生態系における二酸化炭素をはじめとする温室効果気体の収支が、気候帯や生態
系タイプによってどのように異なる特徴をもつかを解明した研究 


































（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年




れることが古くから知られている。1994 年に Boyd らによって発表された LMI（線形行列不等式）と呼ばれ
る数値計算手法が、汎用のソフトウエアで手軽に利用できるようになり広まった。LMI で求まった解を用い
ると、安定判別だけではなく、安定化制御則も求めることができる。 
本研究領域にはむだ時間を含まない T-S Fuzzy システム（id862）が含まれているが、手法は、むだ時
間系のものとほぼ同じと言うことができる。リサーチフロントの主な内容は以下の通りである。 
（1） T-S Fuzzy システムの安定化制御および安定判別（id862, 2345） 
（2） むだ時間系の安定判別（id919） 































（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年

























































（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年








































（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年












































（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年








○ 新生代で最も温暖であった暁新世/始新世温暖極大期（PETM: 約 55 百万年前）、“温室”地球
が継続していた始新世の古環境復元研究(id1026, 5159)。なお、id1026 のコアペーペー16 本
中、6 本の研究フィールドが北極海に集中した。また 2 本は新生代の年代補正に関する論文で
あった。 
○ 中生代ジュラ紀 Toarcian 前期（約 183.0-175.6 百万年前）の海洋無酸素事変に影響した大気
CO2 濃度増加の原因を調べる研究(id3446) 
（2） 新生代の“温室”地球から“氷室”地球への環境の転換を詳しく探る研究 

























（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年



















































（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年








（1） Variational Iteration Method(VIM)とその応用に関する研究 
（2） Homotopic Perturbation Method(HPM)とその応用に関する研究 
（3） 種々の新しい漸近展開法の提案とその応用に関する研究 
これらのうち VIM と HPM は 1990 年代後半に提案され、近年はこれらの手法が適用できる範囲が広い








































（日本のコアペーパ数） 被引用論文数 被引用回数 コアペーパの平均出版年

















係的展開の具体例といえる。id1738, 811, 2289, 3766 は関係論的手法を用いている点に共通点がある。
内容分析 
担当者 























3. Web アンケート調査 




調査期間： 2010 年 1 月 13 日～1 月 27 日（催促を行い最終締め切りは 2 月 9 日） 
対象者： 内容分析担当者 121 名 
回答者数： 121 名（回答率 100％） 
 
（1） 研究領域の時系列変化の状況 











参考図表 1 注目研究領域の特徴 































































心臓・血管疾患研究 3 2 4 0 9 心臓・血管疾患研究 33% 22% 44%
脳・神経研究 4 2 7 1 14 脳・神経研究 31% 15% 54%
肥満研究 2 1 0 0 3 肥満研究 67% 33% 0%
再生医学研究 1 0 2 0 3 再生医学研究 33% 0% 67%
がん研究 0 2 3 0 5 がん研究 0% 40% 60%
感染症・免疫研究 1 3 7 0 11 感染症・免疫研究 9% 27% 64%
ポストゲノム研究 2 0 0 0 2 ポストゲノム研究 100% 0% 0%
植物科学研究 3 0 3 0 6 植物科学研究 50% 0% 50%
ライフサイエンス系その他 2 1 0 1 4 ライフサイエンス系その他 67% 33% 0%
化学 3 4 3 0 10 化学 30% 40% 30%
ナノサイエンス 4 4 6 1 15 ナノサイエンス 29% 29% 43%
物性研究 3 2 4 1 10 物性研究 33% 22% 44%
素粒子・宇宙論 0 1 3 0 4 素粒子・宇宙論 0% 25% 75%
環境 3 1 6 0 10 環境 30% 10% 60%
その他 3 5 7 0 15 その他 20% 33% 47%








参考図表 2 2002 年ごろの段階では参加していなかった分野の研究者の参画 


















なし あり 分からない 未回答 総計
心臓・血管疾患研究 1 7 1 0 9
脳・神経研究 0 10 4 0 14
肥満研究 0 3 0 0 3
再生医学研究 0 3 0 0 3
がん研究 0 5 0 0 5
感染症・免疫研究 0 10 1 0 11
ポストゲノム研究 0 2 0 0 2
植物科学研究 0 6 0 0 6
ライフサイエンス系その他 0 4 0 0 4
化学 2 7 1 0 10
ナノサイエンス 0 15 0 0 15
物性研究 1 9 0 0 10
素粒子・宇宙論 0 3 0 1 4
環境 0 10 0 0 10
その他 0 13 2 0 15
総計 4 107 9 1 121
なし あり 分からない
心臓・血管疾患研究 11% 78% 11%
脳・神経研究 0% 71% 29%
肥満研究 0% 100% 0%
再生医学研究 0% 100% 0%
がん研究 0% 100% 0%
感染症・免疫研究 0% 91% 9%
ポストゲノム研究 0% 100% 0%
植物科学研究 0% 100% 0%
ライフサイエンス系その他 0% 100% 0%
化学 20% 70% 10%
ナノサイエンス 0% 100% 0%
物性研究 10% 90% 0%
素粒子・宇宙論 0% 100% 0%
環境 0% 100% 0%
その他 0% 87% 13%
総計 3% 89% 8%
弱い（1） やや弱い(2) 平均並み(3) やや強い(4) 強い(5) 分からない 総計 指数
心臓・血管疾患研究 1 0 1 3 4 0 9 4.0
脳・神経研究 2 1 1 4 5 1 14 3.4
肥満研究 0 0 1 0 2 0 3 4.3
再生医学研究 0 0 1 1 1 0 3 4.0
がん研究 0 0 1 0 4 0 5 4.6
感染症・免疫研究 0 1 2 3 5 0 11 4.1
ポストゲノム研究 0 0 1 1 0 0 2 3.5
植物科学研究 1 0 2 3 0 0 6 3.2
ライフサイエンス系その他 0 0 1 2 1 0 4 4.0
化学 1 2 2 3 2 0 10 3.3
ナノサイエンス 0 1 5 2 7 0 15 4.0
物性研究 1 0 4 4 1 0 10 3.4
素粒子・宇宙論 3 1 0 0 0 0 4 1.3
環境 3 2 1 2 2 0 10 2.8
その他 1 4 1 4 5 0 15 3.5





さらに、参考図表 4 では、その社会アジェンダとのつながりが 2003-2008 年の間（分析対象期間）どの
ように変化してきたのかを調査した。71％の回答者がこの間に社会アジェンダとのつながりが増加してき




参考図表 4 社会アジェンダとのつながりの増減（2003～2008 年の間） 




参考図表 5 社会アジェンダとのつながりの強弱とその変化との関係 
 
  
弱い（1） やや弱い(2) 平均並み(3) やや強い(4) 強い(5) 分からない
心臓・血管疾患研究 11% 0% 11% 33% 44% 0%
脳・神経研究 14% 7% 7% 29% 36% 7%
肥満研究 0% 0% 33% 0% 67% 0%
再生医学研究 0% 0% 33% 33% 33% 0%
がん研究 0% 0% 20% 0% 80% 0%
感染症・免疫研究 0% 9% 18% 27% 45% 0%
ポストゲノム研究 0% 0% 50% 50% 0% 0%
植物科学研究 17% 0% 33% 50% 0% 0%
ライフサイエンス系その他 0% 0% 25% 50% 25% 0%
化学 10% 20% 20% 30% 20% 0%
ナノサイエンス 0% 7% 33% 13% 47% 0%
物性研究 10% 0% 40% 40% 10% 0%
素粒子・宇宙論 75% 25% 0% 0% 0% 0%
環境 30% 20% 10% 20% 20% 0%
その他 7% 27% 7% 27% 33% 0%
総計 11% 10% 20% 26% 32% 1%
減少 増加 変化なし 分からない 総計
心臓・血管疾患研究 0 6 3 0 9
脳・神経研究 0 10 2 2 14
肥満研究 0 2 1 0 3
再生医学研究 0 3 0 0 3
がん研究 0 4 0 1 5
感染症・免疫研究 0 9 2 0 11
ポストゲノム研究 0 1 1 0 2
植物科学研究 0 4 2 0 6
ライフサイエンス系その他 0 4 0 0 4
化学 0 8 2 0 10
ナノサイエンス 0 12 2 1 15
物性研究 0 8 2 0 10
素粒子・宇宙論 0 0 4 0 4
環境 0 7 3 0 10
その他 0 8 6 1 15
総計 0 86 30 5 121
減少 増加 変化なし 分からない
心臓・血管疾患研究 0% 67% 33% 0%
脳・神経研究 0% 71% 14% 14%
肥満研究 0% 67% 33% 0%
再生医学研究 0% 100% 0% 0%
がん研究 0% 80% 0% 20%
感染症・免疫研究 0% 82% 18% 0%
ポストゲノム研究 0% 50% 50% 0%
植物科学研究 0% 67% 33% 0%
ライフサイエンス系その他 0% 100% 0% 0%
化学 0% 80% 20% 0%
ナノサイエンス 0% 80% 13% 7%
物性研究 0% 80% 20% 0%
素粒子・宇宙論 0% 0% 100% 0%
環境 0% 70% 30% 0%
その他 0% 53% 40% 7%
総計 0% 71% 25% 4%
弱い（1） やや弱い(2) 平均並み(3) やや強い(4) 強い(5) 分からない 総計 指数
減少 0 0 0 0 0 0 0 -
増加 0 6 15 29 36 0 86 4.1
変化なし 12 6 8 2 2 0 30 2.2
分からない 1 1 1 1 1 5 -
















参考図表 6 競争関係にある海外グループ数（ライバル）の増減（2003～2008 年の間） 
（A）回答数                               （B）シェア 
 
 







減少 増加 変化なし 分からない 総計
心臓・血管疾患研究 0 7 1 1 9
脳・神経研究 0 12 1 1 14
肥満研究 0 3 0 0 3
再生医学研究 0 3 0 0 3
がん研究 1 4 0 0 5
感染症・免疫研究 0 10 1 0 11
ポストゲノム研究 0 2 0 0 2
植物科学研究 0 6 0 0 6
ライフサイエンス系その他 0 4 0 0 4
化学 0 10 0 0 10
ナノサイエンス 0 15 0 0 15
物性研究 1 9 0 0 10
素粒子・宇宙論 0 4 0 0 4
環境 0 10 0 0 10
その他 0 14 1 0 15
総計 2 113 4 2 121
減少 増加 変化なし 分からない
心臓・血管疾患研究 0% 78% 11% 11%
脳・神経研究 0% 86% 7% 7%
肥満研究 0% 100% 0% 0%
再生医学研究 0% 100% 0% 0%
がん研究 20% 80% 0% 0%
感染症・免疫研究 0% 91% 9% 0%
ポストゲノム研究 0% 100% 0% 0%
植物科学研究 0% 100% 0% 0%
ライフサイエンス系その他 0% 100% 0% 0%
化学 0% 100% 0% 0%
ナノサイエンス 0% 100% 0% 0%
物性研究 10% 90% 0% 0%
素粒子・宇宙論 0% 100% 0% 0%
環境 0% 100% 0% 0%
その他 0% 93% 7% 0%













心臓・血管疾患研究 7 0 1 0 0 1 9
脳・神経研究 9 3 2 0 0 0 14
肥満研究 3 0 0 0 0 0 3
再生医学研究 2 0 0 1 0 0 3
がん研究 3 1 1 0 0 0 5
感染症・免疫研究 6 2 1 0 0 2 11
ポストゲノム研究 2 0 0 0 0 0 2
植物科学研究 5 1 0 0 0 0 6
ライフサイエンス系その他 2 2 0 0 0 0 4
化学 4 2 2 0 0 2 10
ナノサイエンス 6 4 3 0 0 2 15
物性研究 5 5 0 0 0 0 10
素粒子・宇宙論 2 0 1 0 0 1 4
環境 7 0 2 0 0 1 10
その他 10 2 0 0 1 2 15













心臓・血管疾患研究 78% 0% 11% 0% 0% 11%
脳・神経研究 64% 21% 14% 0% 0% 0%
肥満研究 100% 0% 0% 0% 0% 0%
再生医学研究 67% 0% 0% 33% 0% 0%
がん研究 60% 20% 20% 0% 0% 0%
感染症・免疫研究 55% 18% 9% 0% 0% 18%
ポストゲノム研究 100% 0% 0% 0% 0% 0%
植物科学研究 83% 17% 0% 0% 0% 0%
ライフサイエンス系その他 50% 50% 0% 0% 0% 0%
化学 40% 20% 20% 0% 0% 20%
ナノサイエンス 40% 27% 20% 0% 0% 13%
物性研究 50% 50% 0% 0% 0% 0%
素粒子・宇宙論 50% 0% 25% 0% 0% 25%
環境 70% 0% 20% 0% 0% 10%
その他 67% 13% 0% 0% 7% 13%
総計 60% 18% 11% 1% 1% 9%
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参考図表 8 状況の分かるライバルと比較した研究開発費の差の変化（2003～2008 年の間） 


















縮小 拡大 変化なし 分からない 総計
心臓・血管疾患研究 1 2 3 3 9
脳・神経研究 0 6 6 2 14
肥満研究 1 1 0 1 3
再生医学研究 1 2 0 0 3
がん研究 1 2 1 1 5
感染症・免疫研究 0 3 2 6 11
ポストゲノム研究 0 0 2 0 2
植物科学研究 0 5 0 1 6
ライフサイエンス系その他 0 2 0 2 4
化学 1 3 3 3 10
ナノサイエンス 0 5 2 8 15
物性研究 2 5 3 0 10
素粒子・宇宙論 0 2 1 1 4
環境 1 4 4 1 10
その他 2 5 4 4 15
総計 10 47 31 33 121
縮小 拡大 変化なし 分からない
心臓・血管疾患研究 11% 22% 33% 33%
脳・神経研究 0% 43% 43% 14%
肥満研究 33% 33% 0% 33%
再生医学研究 33% 67% 0% 0%
がん研究 20% 40% 20% 20%
感染症・免疫研究 0% 27% 18% 55%
ポストゲノム研究 0% 0% 100% 0%
植物科学研究 0% 83% 0% 17%
ライフサイエンス系その他 0% 50% 0% 50%
化学 10% 30% 30% 30%
ナノサイエンス 0% 33% 13% 53%
物性研究 20% 50% 30% 0%
素粒子・宇宙論 0% 50% 25% 25%
環境 10% 40% 40% 10%
その他 13% 33% 27% 27%













心臓・血管疾患研究 7 0 1 0 0 1 9
脳・神経研究 9 2 1 0 0 2 14
肥満研究 3 0 0 0 0 0 3
再生医学研究 2 0 1 0 0 0 3
がん研究 3 0 2 0 0 0 5
感染症・免疫研究 6 0 1 0 2 2 11
ポストゲノム研究 1 0 1 0 0 0 2
植物科学研究 5 0 1 0 0 0 6
ライフサイエンス系その他 3 1 0 0 0 0 4
化学 4 3 2 0 0 1 10
ナノサイエンス 10 1 2 0 1 1 15
物性研究 8 0 2 0 0 0 10
素粒子・宇宙論 3 0 1 0 0 0 4
環境 9 0 1 0 0 0 10
その他 13 2 0 0 0 0 15













心臓・血管疾患研究 78% 0% 11% 0% 0% 11%
脳・神経研究 64% 14% 7% 0% 0% 14%
肥満研究 100% 0% 0% 0% 0% 0%
再生医学研究 67% 0% 33% 0% 0% 0%
がん研究 60% 0% 40% 0% 0% 0%
感染症・免疫研究 55% 0% 9% 0% 18% 18%
ポストゲノム研究 50% 0% 50% 0% 0% 0%
植物科学研究 83% 0% 17% 0% 0% 0%
ライフサイエンス系その他 75% 25% 0% 0% 0% 0%
化学 40% 30% 20% 0% 0% 10%
ナノサイエンス 67% 7% 13% 0% 7% 7%
物性研究 80% 0% 20% 0% 0% 0%
素粒子・宇宙論 75% 0% 25% 0% 0% 0%
環境 90% 0% 10% 0% 0% 0%
その他 87% 13% 0% 0% 0% 0%
総計 71% 7% 13% 0% 2% 6%
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参考図表 10 状況の分かるライバルと比較した研究グループ構成員規模の差の変化 
（2003～2008 年の間） 






域に今後大きな前進をもたらす手段として考えられる 7 つの項目についてそれぞれの有効度（0～4 の 5


























減少 増加 変化なし 分からない 総計
心臓・血管疾患研究 0 2 3 4 9
脳・神経研究 0 5 3 6 14
肥満研究 1 1 0 1 3
再生医学研究 0 3 0 0 3
がん研究 0 1 3 1 5
感染症・免疫研究 1 2 5 3 11
ポストゲノム研究 0 0 2 0 2
植物科学研究 0 4 1 1 6
ライフサイエンス系その他 1 1 0 2 4
化学 1 3 5 1 10
ナノサイエンス 0 5 7 3 15
物性研究 1 4 4 1 10
素粒子・宇宙論 0 2 2 0 4
環境 0 5 4 1 10
その他 3 7 2 3 15
総計 8 45 41 27 121
減少 増加 変化なし 分からない
心臓・血管疾患研究 0% 22% 33% 44%
脳・神経研究 0% 36% 21% 43%
肥満研究 33% 33% 0% 33%
再生医学研究 0% 100% 0% 0%
がん研究 0% 20% 60% 20%
感染症・免疫研究 9% 18% 45% 27%
ポストゲノム研究 0% 0% 100% 0%
植物科学研究 0% 67% 17% 17%
ライフサイエンス系その他 25% 25% 0% 50%
化学 10% 30% 50% 10%
ナノサイエンス 0% 33% 47% 20%
物性研究 10% 40% 40% 10%
素粒子・宇宙論 0% 50% 50% 0%
環境 0% 50% 40% 10%
その他 20% 47% 13% 20%
総計 7% 37% 34% 22%
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心臓・血管疾患研究 2.8 3.1 2.1 0.8 2.4 2.1 3.7
脳・神経研究 2.9 2.3 3.0 1.1 2.2 2.4 3.2
肥満研究 3.3 2.0 3.0 2.0 3.0 3.0 2.7
再生医学研究 2.7 2.7 2.7 1.3 3.0 2.0 3.7
がん研究 3.2 3.4 1.6 0.8 1.8 1.4 4.0
感染症・免疫研究 2.5 2.4 2.5 1.5 2.3 2.6 3.5
ポストゲノム研究 3.5 2.5 3.0 2.0 2.5 2.0 3.0
植物科学研究 2.8 2.3 2.3 1.7 2.3 2.8 3.2
ライフサイエンス系その他 3.3 1.5 1.8 1.3 2.0 2.8 2.8
化学 3.3 1.3 2.9 2.9 3.0 2.5 2.9
ナノサイエンス 3.4 1.8 2.7 1.1 1.9 2.4 3.5
物性研究 3.2 2.1 3.4 2.3 2.4 2.2 2.4
素粒子・宇宙論 2.5 2.8 3.5 3.8 3.0 1.5 0.5
環境 2.9 3.1 3.3 2.5 2.7 2.3 1.8
その他 3.1 2.1 2.3 1.1 2.2 2.4 2.5


























































回答数 25 6 12 5 8 6 44 14 1 121
シェア 21% 5% 10% 4% 7% 5% 37% 12% 1% 100%
領域ID その他記入欄 領域ID その他記入欄
2 遺伝子発現と生理機能のより詳細な連関、肥大線維化などにおけるリモデリングのリバース機構 69 大学への研究予算の総額
3 治療薬の開発が先行しているが、病因・病態生理の解明が重要である 70 自然界の持つ機能を模倣した研究テーマの重要性
7 ライフサイエンス技術のグローバル協調、国際共同臨床研究および試験の実施 73 異なる分野の人材を集積した共同研究
12 革新的なPOCT技術の開発とシステム化 76 これまでの考えにとらわれない革新的なアイデア（マテリアル・システム）
18 一般の人々の研究への理解と協力（被験者としてなど） 79 企業における出口志向基礎研究の活性化
21 疾患の社会負担に応じた研究費の配分、臨床研究へのサポート、大学病院のミッションの明確化 82 研究者のポジション（計算科学分野は明らかに減少）と人件費
32 継続的な基礎研究 83 基礎的なデータの収集と応用への発展を目指す研究の双方の充実と連携
35 臨床試験研究費の増加 99 新規の理論的な結果
42 遺伝子改変マウスなどの研究資源の充実、作製、供給などのサービスの充実 104 物理学者だけでなく数学者との共同研究を活発に行う
49 エイズ治療への新規メカニズムを有す抗HIV剤の応用 107 国際的な人事交流
53 温室などの実験環境で得られるデータと実際のフィールド環境で得られるデータを橋渡しする研究の発展 108 野外調査と一次資料分析における長期継続的研究、ならびに若手研究者の安定雇用枠の増加





57 基礎研究分野における研究費の増大（基礎分野にも，研究員を雇用できる様な大きなプロジェクト研究を設定すること） 118 研究者層の拡充









プ上の模式図に加筆したのが参考図表 14 である。 
参考図表 13 今後発展する上で関係性を強めるべきと考える研究領域群 
（A）回答数 
 
(注)複数回答可能、最大 3 つまで。各担当研究領域の含まれる研究領域群も選択可能。 
（B）シェア 
 
(注 1)次図表中、両矢印で示す関係のところは太字となっている。 (注 2)研究領域群の総回答数から、その研究領域群自身とその他を選
択した数を引き、残りの中で関係性を強めるべきとの意見が 1 割を超えた研究領域群のセルを赤色で示した。心臓・血管疾患研究の場合、
22 件の回答が寄せられたが、そのうち心臓・血管疾患研究を選択した 6 件を除いた 16 件を分母とした。このうち、3 件が脳・神経研究を、














































心臓・血管疾患研究 9 2.4 6 3 3 3 2 1 3 0 0 1 0 0 0 0 0
脳・神経研究 14 2.5 2 12 3 6 1 0 7 0 1 2 1 0 0 1 0
肥満研究 3 2.3 2 2 2 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0
再生医学研究 3 2.7 1 1 0 2 2 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0
がん研究 5 2.6 0 0 1 2 5 1 2 0 1 1 0 0 0 0 0
感染症・免疫研究 11 2.6 0 0 1 1 4 10 7 0 2 2 0 0 2 1 0
ポストゲノム研究 2 3.0 0 0 0 0 0 0 1 2 0 1 0 0 2 0 0
植物科学研究 6 2.3 0 0 0 0 0 1 5 3 1 0 0 0 4 0 0
ライフサイエンス系その他 4 2.5 1 0 0 2 3 3 0 0 0 0 0 0 1 0 0
化学 10 3.0 0 0 0 0 0 0 0 0 9 9 9 0 3 0 0
ナノサイエンス 15 3.0 0 0 0 1 0 0 2 0 12 14 8 0 8 0 0
物性研究 10 2.5 0 1 0 0 0 0 0 0 5 9 9 1 0 1 0
素粒子・宇宙論 4 1.5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 4 0 1 0
環境 10 2.2 0 1 0 0 0 0 2 2 5 1 0 2 9 1 0
その他 15 2.1 1 6 0 1 1 3 3 0 3 3 4 1 5 4 0










































心臓・血管疾患研究 9 0.19 0.19 0.19 0.13 0.06 0.19 0.00 0.00 0.06 0.00 0.00 0.00 1.00
脳・神経研究 14 0.09 0.13 0.26 0.04 0.00 0.30 0.00 0.04 0.09 0.04 0.00 0.00 1.00
肥満研究 3 0.40 0.40 0.00 0.00 0.00 0.20 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 1.00
再生医学研究 3 0.17 0.17 0.00 0.33 0.17 0.17 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 1.00
がん研究 5 0.00 0.00 0.13 0.25 0.13 0.25 0.00 0.13 0.13 0.00 0.00 0.00 1.00
感染症・免疫研究 11 0.00 0.00 0.05 0.05 0.21 0.37 0.00 0.11 0.11 0.00 0.00 0.11 1.00
ポストゲノム研究 2 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.40 0.00 0.20 0.00 0.00 0.40 1.00
植物科学研究 6 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.09 0.45 0.09 0.00 0.00 0.00 0.36 1.00
化学 10 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.43 0.43 0.00 0.14 1.00
ナノサイエンス 15 0.00 0.00 0.00 0.03 0.00 0.00 0.06 0.00 0.39 0.26 0.00 0.26 1.00
物性研究 10 0.00 0.06 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.31 0.56 0.06 0.00 1.00
素粒子・宇宙論 4 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 1.00 0.00 1.00
環境 10 0.00 0.08 0.00 0.00 0.00 0.00 0.15 0.15 0.38 0.08 0.00 0.15 1.00
総計 121 0.04 0.09 0.03 0.06 0.06 0.07 0.11 0.02 0.13 0.14 0.11 0.03 0.11 1.00
ライフサイエンス系その他 4 0.10 0.00 0.00 0.20 0.30 0.30 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.10 1.00

































領域ID その他記入欄 領域ID その他記入欄
22 認知心理学 107 数学
33 データマイニング研究 109 情報学（DNA，そのほかの生物情報を大量・高速で処理する）
41 システムバイオロジー 111 数学（とくに統計学）
92 計算電磁気学 119 政府組織のガバナンス
99 信号処理、情報理論の分野、さらにそれを用いた計測器に関して大きな発展が望める 120 生命体の飛翔・遊泳法に関する研究





2006 から 2008 の間のマップの変化との関係について検証した（参考図表 15）。 
まず、ナノサイエンスと化学は参考図表 14 で両矢印となっており、専門家らは、お互いが今後の発展
のために必要な知識と考えている。そこで、サイエンスマップ 2008 のナノサイエンスの ID66 と、化学の
ID86 を見る。これらはそれぞれサイエンスマップ 2006 からの継続研究領域であり、ナノサイエンスの ID79
と化学の ID91 に相当する。サイエンスマップ 2006 の ID79 と ID91 の共引用度は 0.0025 であったが、サ
イエンスマップ 2008 の ID66 と ID86 の共引用度は 0.01 であり、約 4 倍の強さを持つ関係性へと変化して
いることが分かった。 
次に、化学と環境も参考図表 14 で両矢印となっており、専門家らは、お互いが今後の発展のために
必要な知識と考えている。そこで、サイエンスマップ 2008 の化学の ID86 と、環境の ID112 を見る。これら
はそれぞれサイエンスマップ 2006 からの継続研究領域であり、化学の ID91 と、環境の ID107 に相当する。
サイエンスマップ 2006 の ID91 と ID107 の共引用度は 0 であったが、サイエンスマップ 2008 の ID86 と
ID112 の共引用度は 0.0012 であり、共引用関係が発生する研究領域間となったことが分かった。 
そして素粒子・宇宙論は今後の発展のために、物性研究との関係性を強めるべきと参考図表 14 で示
されている。そこで、サイエンスマップ 2008 の素粒子・宇宙論の ID107 と、物性研究の ID100 を見る。これ
らはそれぞれサイエンスマップ 2006 からの継続研究領域であり、素粒子・宇宙論の ID69 と、物性研究の
ID63 に相当する。サイエンスマップ 2006 の ID69 と ID63 の共引用度は 0.0013 であったが、サイエンスマ






参考図表 15 専門家の意見と研究領域間の共引用度の関係 

































Science Map 2008Science Map 2006
共引用度：
0 .0013
79 リビングラジカル重合 66 リビングラジカル重合/クリック反応/分子機械
91 触媒的不斉合成 86 触媒的不斉合成
107 エアロゾル 112 有機エアロゾル
63 強く相互作用し合った物質の新しい量子凝縮相 100 強く相互作用する量子多体系


















参考図表 16 のように Web 画面上で質問を行なった。 
 
調査期間、対象者及び有効回答数は以下である。 
調査期間： 2010 年 1 月 13 日～1 月 27 日（催促を行い最終締め切りは 2 月 9 日） 
対象者： 内容分析担当者 121 名 




参考図表 16 インタラクティブサイエンスマップ Web 記入画面 
 
ScienceMap2008


























参考図表 17 インタラクティブサイエンスマップ書き込みの状況 
 
(注)各セル上には、上記のような吹き出しが表示され、各研究者から記入された研究トピックと研究者の ID 番号（内容分析担当研究領域





参考図表 18 現在急激に注目を集めこれから数年のうちに動きがあると強く期待されるトピック 
 
















異所性石灰化退縮 regression of ectopic
calcification





























































































































































































































































































































































































































































































































































宇宙初代天体 fist star, galaxy
formation,
reionization
素粒子・宇宙論 量子重力 素粒子・幾何学 particle physics,
geometry
重力波 gravitational wave 素粒子・宇宙論 高エネルギー物理学

























見られる研究領域（参考図表 19 で枠で囲んだ部分）について以下で説明する。 
 

















































































研究領域ID 研究領域名 農業科学 生物学・生化学 化学 臨床医学 計算機科学 経済・経営学 工学 環境/生態学 地球科学
1 重症患者管理(特に急性呼吸促迫症候群) 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
2 重症心不全のデバイス治療の効果とその予測 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
3 神経因性疼痛及び線維筋痛症に対する薬物療法 0.0 0.0 0.0 29.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
4 中枢神経系における内因性カンナビノイド系の生理機能 0.0 17.3 1.2 29.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
5 降圧薬の心血管事故抑制、糖尿病への影響に関する臨床研究 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
6 冠動脈CT（コンピュータ断層撮影） 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
7 急性冠症候群の抗血小板薬による治療 0.0 1.8 0.9 96.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
8 COX阻害剤の副作用の研究 0.0 0.0 0.0 96.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
9 慢性腎臓病に伴うミネラル・骨代謝異常症 0.0 5.2 0.0 94.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
10 前立腺がん/内分泌療法/放射線療法/効果と副作用 0.0 7.1 0.0 92.9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
11 気管支喘息の病態と治療 0.0 0.0 0.0 96.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
12 深在性真菌症の早期診断、予防と治療に関する臨床研究 0.0 0.0 0.0 80.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
13 ホルモン補充療法(HRT)の作用・副作用 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
14 ペプチドホルモンの脳内での生理的役割に関する研究 0.0 42.1 0.0 18.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
15 アルツハイマー病発症の分子機構と予防・治療法開発 0.0 8.9 2.2 20.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
16 パーキンソン病に対する臨床研究 0.0 0.0 0.0 42.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
17 成体海馬ニューロン新生（現象理解と臨床応用展開） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
18 統合失調症遺伝子研究とそれより発展した分子病態研究 0.0 0.0 0.0 12.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
19 脳由来神経栄養因子/統合失調症の脳形態/気分障害 0.0 0.0 0.0 8.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
20 統合失調症および双極性障害の治療法に関する臨床研究 0.0 0.0 0.0 8.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
21 情動とその病態の分子神経科学 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
22 脳機能画像法によるヒトに特有な高次脳機能の研究 0.0 1.9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
23 意思決定の脳神経メカニズム 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 9.1 4.5 0.0 0.0
24 情動・共感と真似・文脈の神経機構 0.0 3.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
25 興奮性シナプス可塑性の分子機構 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
26 感染性凝集体「プリオン」とアミロイド様凝集体の共通項から見るタンパク凝集の生物学的意義 0.0 34.4 15.6 12.5 0.0 0.0 6.3 0.0 0.0
27 HIF・HIFα水酸化修飾とミトコンドリア機能調節 0.0 42.9 0.0 42.9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
28 アポトーシス（細胞死）の分子機構 0.0 24.4 4.4 44.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
29 健康と病態におけるオートファジーの役割 0.0 26.3 0.0 16.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
30 再生医学と幹細胞研究 0.0 8.8 0.0 64.9 1.0 0.0 0.0 0.0 0.0
31 個体及び組織幹細胞の老化・寿命制御因子の研究 0.0 34.4 0.0 15.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
32 PGC-1αによる代謝調節とインスリン抵抗性 0.0 57.1 0.0 28.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
33 複合遺伝性疾患の遺伝疫学研究 0.0 5.1 0.0 52.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
34 肥満による生活習慣病発症機序の解明 0.0 17.3 0.0 81.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
35 乳がん薬物療法の開発/ゲノム構造解析技術 0.0 2.5 0.0 61.4 10.1 0.0 0.0 0.0 0.0
36 ヒト悪性腫瘍に対する分子生物学的アプローチ 0.0 10.6 0.0 76.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
37 多発性骨髄腫/新規薬剤治療 0.0 3.5 2.7 92.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
38 HDAC阻害剤を始めとする分子標的抗癌剤の開発研究 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
39 チロシンキナーゼの活性化と薬剤耐性 0.0 4.4 0.9 94.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
40 NF-κB活性化におけるユビキチン修飾系の役割 0.0 14.3 0.0 35.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
41 自然免疫によるインターフェロン産生 0.0 1.1 0.0 28.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
42 T細胞サブセットの分化メカニズムと疾病における役割 0.0 2.8 0.0 54.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
43 生物学的製剤の免疫調節機構による自己免疫疾患制御 0.0 0.0 0.0 99.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
44 NK細胞受容体とそのリガンドによる活性制御 0.0 0.0 0.0 56.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
45 ヒトパピローマウイルスワクチンの開発 0.0 0.0 0.0 88.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
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免疫学 材料科学 数学 微生物学 分子生物学・遺伝学 複合領域 神経科学・行動学 薬学・毒性学 物理学 植物・動物学 精神医学/心理学 社会科学・一般 宇宙科学
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 45.8 12.5 0.0 0.0 12.5 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 1.2 0.0 24.7 25.9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.3 0.0 0.0 0.9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 3.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
3.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
2.4 0.0 0.0 14.6 0.0 0.0 0.0 2.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 36.8 2.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 62.2 2.2 0.0 0.0 4.4 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 52.6 5.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 89.7 0.0 0.0 0.0 10.3 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 43.8 0.0 0.0 0.0 43.8 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 4.0 0.0 20.0 0.0 0.0 0.0 68.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 91.2 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 28.9 0.0 0.0 0.0 71.1 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 57.7 0.0 0.0 0.0 40.4 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 81.8 0.0 0.0 0.0 4.5 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 67.9 0.0 0.0 0.0 28.6 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 3.1 0.0 6.3 0.0 0.0 21.9 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 14.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 24.4 0.0 2.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
1.0 0.0 0.0 1.0 32.3 0.0 23.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 23.1 1.0 0.3 0.0 0.0 0.8 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 14.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 40.1 0.7 1.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
1.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 2.5 0.0 18.4 0.0 5.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 11.5 0.0 0.6 0.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.8 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
7.1 0.0 0.0 0.0 35.7 7.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
52.7 0.0 0.0 16.1 2.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
36.4 0.0 0.0 2.4 3.7 0.0 0.0 0.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
43.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
2.9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 8.6 0.0
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研究領域ID 研究領域名 農業科学 生物学・生化学 化学 臨床医学 計算機科学 経済・経営学 工学 環境/生態学 地球科学
46 黄色ブドウ球菌における薬剤耐性化の進展とその対処法 0.0 0.0 0.0 68.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
47 C型肝炎ウイルスの初期感染過程および治療法 0.0 5.3 0.0 55.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
48 HIV感染の制御 0.0 0.0 0.0 48.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
49 抗HIV薬に関する研究 0.0 0.0 15.4 46.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
50 ネットワーク科学 0.0 5.2 0.0 29.2 3.7 0.0 16.6 0.0 0.0
51 遺伝子サイレンシング/植物ホルモン 0.0 20.3 0.3 23.4 1.8 0.3 0.0 0.0 0.0
52 レドックス制御 0.0 40.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
53 植物の環境応答/メタボローム解析/プロテオーム解析 0.0 7.7 38.1 0.0 11.0 0.0 9.0 0.0 0.0
54 植物における一酸化窒素の生成機構および生理的役割 0.0 12.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
55 植物の感染防御機構 0.0 0.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.6 0.0
56 植物-微生物相互作用/ストリゴラクトン 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
57 植物の発生遺伝学/糖代謝 0.0 6.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
58 微生物生態系 0.0 11.3 0.0 4.8 1.6 0.0 0.0 12.9 1.6
59 システムバイオロジー/合成生物学 0.0 55.6 11.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
60 Ｇタンパク質共役受容体の構造と機能 0.0 72.2 11.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
61 タンパク質の動的挙動解析 0.0 38.5 46.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
62 マイクロ流路デバイス 0.0 0.0 63.3 0.0 0.0 0.0 3.3 0.0 0.0
63 半導体スピントロニクス材料・磁性半導体 0.0 5.3 23.4 6.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
64 ナノファイバーの創製と応用に関する研究 0.0 0.0 14.9 0.0 0.0 0.0 2.1 0.0 0.0
65 核酸によるナノ構造開発 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
66 リビングラジカル重合/クリック反応/分子機械 0.0 1.9 89.9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
67 センサー/SWNT/機能性DNA/ナノ粒子等の合成、機能、毒性 0.0 1.4 61.1 1.0 0.0 0.0 1.4 8.5 0.0
68 金ナノロッドのバイオアプリケーション 0.0 0.0 65.1 4.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
69 高効率有機電界発光（EL）素子 0.0 0.0 37.8 0.0 0.0 0.0 2.2 0.0 0.0
70 超撥水表面 0.0 2.0 51.0 0.0 0.0 0.0 7.8 0.0 0.0
71 メソポーラス材料/シリカ・カーボン・金属酸化物 0.0 0.0 45.5 0.0 0.0 0.0 3.0 0.0 0.0
72 イオン液体中のナノマテリアル合成/中空・メソポーラス材料 0.0 0.0 60.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
73 イオン液体 0.0 0.0 86.7 0.0 0.0 0.0 12.0 0.0 0.0
74 ナノカーボンおよび生物にならう炭酸塩からの材料開発 0.0 0.0 28.6 0.0 0.0 0.0 35.7 0.0 0.0
75 有機/有機-酸化物半導体　光・電子機能材料・素子 0.0 0.0 37.1 0.0 0.0 0.0 4.2 0.0 0.0
76 固体高分子形燃料電池 0.0 0.0 27.0 0.0 0.0 0.0 71.9 0.0 0.0
77 バルク金属ガラスの形成/金属ガラス合金の変形 0.0 0.0 2.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
78 マルチフェロイクス等の新規材料における強誘電物性 0.0 0.0 2.9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
79 金属スピントロニクス 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
80 分子性物質の物理と化学 0.0 0.0 18.6 0.0 0.4 0.0 2.7 0.0 0.0
81 金（ゴールド）のナノケミストリー 0.0 0.0 71.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
82 大規模分子計算のための新世代密度汎関数理論 0.0 0.0 86.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
83 配位空間・配位格子の設計と機能 0.0 0.0 89.7 0.0 0.0 0.0 3.0 0.0 0.0
84 水素結合の研究 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
85 アニオンセンサー 0.0 0.0 95.8 0.0 0.0 0.0 2.1 0.0 0.0
86 触媒的不斉合成 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
87 遷移金属触媒による分子変換反応 0.0 0.0 98.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
88 Ｎ－ヘテロ環カルベン（NHC）の合成及び触媒反応への応用 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
89 遷移金属触媒反応による直接的炭素結合形成 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
90 微生物燃料電池/微生物電池/酵素バイオ電池 0.0 6.7 10.0 0.0 0.0 0.0 8.3 55.0 0.0
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免疫学 材料科学 数学 微生物学 分子生物学・遺伝学 複合領域 神経科学・行動学 薬学・毒性学 物理学 植物・動物学 精神医学/心理学 社会科学・一般 宇宙科学
1.9 0.0 0.0 24.1 0.0 0.0 0.0 5.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 39.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 52.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
11.5 0.0 0.0 19.2 0.0 0.0 0.0 7.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
1.1 0.0 5.5 14.4 4.1 0.7 0.0 0.0 18.5 1.1 0.0 0.0 0.0
0.3 0.0 0.0 3.6 28.8 0.0 0.5 0.0 0.0 20.8 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 5.0 0.0 0.0 0.0 0.0 55.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.6 0.6 0.6 7.1 0.0 0.0 0.0 0.0 25.2 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 88.0 0.0 0.0 0.0
0.6 0.0 0.0 1.3 2.5 0.0 0.0 0.0 0.0 94.4 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 1.9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 98.1 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 93.5 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 50.0 6.5 1.6 0.0 0.0 0.0 9.7 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 7.4 7.4 18.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 11.1 0.0 0.0 5.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 7.7 0.0 0.0 7.7 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 20.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 13.3 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 14.9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.1 48.9 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 76.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 6.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 7.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.5 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 11.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 5.5 8.2 1.0 0.0 0.3 0.0
0.0 19.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 10.5 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 55.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 4.4 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 29.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 9.8 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 51.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 36.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 3.3 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 1.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 25.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 10.7 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 42.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 16.5 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 1.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 47.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 10.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 87.1 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 8.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 91.8 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 4.9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 73.5 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 4.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 24.4 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 13.3 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 7.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 2.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 1.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0




研究領域ID 研究領域名 農業科学 生物学・生化学 化学 臨床医学 計算機科学 経済・経営学 工学 環境/生態学 地球科学
91 水素製造・貯蔵および燃料電池に関連する錯体水素化物 0.0 0.0 20.3 0.0 0.0 0.0 44.6 0.0 0.0
92 人工構造体における表面プラズモンの電磁応答 0.0 0.0 5.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
93 メタマテリアル 0.0 0.0 0.0 0.0 1.3 0.0 3.9 0.0 0.0
94 光量子情報・通信、光ナノサイエンス 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 3.3 0.0 0.0
95 半導体量子ドットによる量子ビット/電子電荷、電子スピン、核スピン 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
96 原子系・光子を用いた量子情報科学 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
97 高温超伝導体の新奇電子秩序 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
98 超高速高強度光科学 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
99 情報源の「疎」な性質を用いた制約と信号処理・情報理論への応用 0.0 0.0 0.0 0.0 46.5 0.0 26.8 0.0 0.0
100 強く相互作用する量子多体系 0.0 0.0 0.4 0.0 0.0 0.0 0.8 0.0 0.0
101 初期地球の大気・生物の進化およびその分析手法に関する研究 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 10.5 0.0 89.5
102 固体酸化物形燃料電池（SOFC）関連新技術 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 90.6 0.0 0.0
103 先カンブリア時代の地球 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0
104 ゲージ・重力理論対応とブラックホール解 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
105 ガンマ線バースト 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
106 素粒子物理学・素粒子宇宙物理学 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.8 0.0 0.0
107 宇宙の精密観測の進展による宇宙論と素粒子論の新発展 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
108 ホモ・サピエンスの出現過程 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 18.9
109 温暖化影響/生物・生態系 0.0 1.9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 87.0 0.0
110 臭素系難燃剤の環境化学 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 95.7 0.0
111 医薬品と生活関連物質の環境負荷とその低減技術 0.0 0.0 31.3 0.0 0.0 0.0 0.0 68.8 0.0
112 有機エアロゾル 0.0 0.0 4.0 0.0 0.0 0.0 12.0 12.0 72.0
113 陸域生態系における二酸化炭素収支の観測的研究 69.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 17.2 6.9
114 行列不等式を用いたむだ時間系の安定判別・安定化制御 0.0 0.0 0.0 0.0 22.9 0.0 77.1 0.0 0.0
115 大気組成・微量成分 1.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 26.1 1.4 68.1
116 エアロゾルの効果を含めた気候変動シミュレーション 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0
117 海面水位変動/海水の密度/氷床/水循環 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 97.1
118 過去の地球環境変動の復元 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0
119 コーポレート・ガバナンス 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 97.9 0.0 0.0 0.0
120 非線形微分方程式に対する新しい漸近展開法とその応用 0.0 0.0 0.0 0.0 17.1 0.0 53.7 0.0 0.0
121 経済地理学の新潮流　～進化経済学と関係論～ 0.0 0.0 0.0 0.0 7.1 14.3 0.0 0.0 0.0
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免疫学 材料科学 数学 微生物学 分子生物学・遺伝学 複合領域 神経科学・行動学 薬学・毒性学 物理学 植物・動物学 精神医学/心理学 社会科学・一般 宇宙科学
0.0 31.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 4.1 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 95.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 1.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 93.4 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 3.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 93.3 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 26.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 98.3 0.0 0.0 0.0 0.4
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 9.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 99.5 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 6.7 0.0 0.0 0.0 93.3
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 98.3 0.0 0.0 0.0 0.8
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 56.1 0.0 0.0 0.0 43.9
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 81.1 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 11.1 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 4.3 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 6.9 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.4 0.0 0.0 1.4 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.9 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.1 0.0
0.0 0.0 9.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 19.5 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 78.6 0.0
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研究領域ID 研究領域名 22分野分類 日本（整数） 日本（分数） 米国（整数） 米国（分数） 英国（整数）
1 重症患者管理(特に急性呼吸促迫症候群) 臨床医学 0.0 0.0 61.1 50.9 11.1
2 重症心不全のデバイス治療の効果とその予測 臨床医学 0.0 0.0 58.8 44.5 14.7
3 神経因性疼痛及び線維筋痛症に対する薬物療法 学際的・分野融合的領域 0.0 0.0 83.3 71.5 12.5
4 中枢神経系における内因性カンナビノイド系の生理機能 学際的・分野融合的領域 6.2 5.3 63.0 44.8 7.4
5 降圧薬の心血管事故抑制、糖尿病への影響に関する臨床研究 臨床医学 0.0 0.0 62.5 26.3 37.5
6 冠動脈CT（コンピュータ断層撮影） 臨床医学 2.0 2.0 41.2 31.0 2.0
7 急性冠症候群の抗血小板薬による治療 臨床医学 1.8 0.9 67.0 41.9 19.3
8 COX阻害剤の副作用の研究 臨床医学 0.0 0.0 65.4 34.1 38.5
9 慢性腎臓病に伴うミネラル・骨代謝異常症 臨床医学 2.6 1.0 85.7 54.9 23.4
10 前立腺がん/内分泌療法/放射線療法/効果と副作用 臨床医学 0.0 0.0 67.9 61.6 10.7
11 気管支喘息の病態と治療 臨床医学 0.0 0.0 51.6 38.3 48.4
12 深在性真菌症の早期診断、予防と治療に関する臨床研究 臨床医学 2.4 0.8 87.8 58.4 12.2
13 ホルモン補充療法(HRT)の作用・副作用 臨床医学 0.0 0.0 86.7 83.3 6.7
14 ペプチドホルモンの脳内での生理的役割に関する研究 学際的・分野融合的領域 5.3 2.6 81.6 66.4 7.9
15 アルツハイマー病発症の分子機構と予防・治療法開発 神経科学・行動学 4.4 1.4 86.7 66.9 11.1
16 パーキンソン病に対する臨床研究 学際的・分野融合的領域 0.0 0.0 63.2 38.6 42.1
17 成体海馬ニューロン新生（現象理解と臨床応用展開） 神経科学・行動学 3.4 3.4 62.1 51.7 0.0
18 統合失調症遺伝子研究とそれより発展した分子病態研究 学際的・分野融合的領域 12.5 6.3 62.5 42.7 50.0
19 脳由来神経栄養因子/統合失調症の脳形態/気分障害 精神医学/心理学 8.0 6.0 60.0 45.3 20.0
20 統合失調症および双極性障害の治療法に関する臨床研究 精神医学/心理学 3.5 1.2 82.5 58.8 15.8
21 情動とその病態の分子神経科学 精神医学/心理学 0.0 0.0 68.9 60.7 22.2
22 脳機能画像法によるヒトに特有な高次脳機能の研究 学際的・分野融合的領域 0.0 0.0 71.2 63.1 21.2
23 意思決定の脳神経メカニズム 神経科学・行動学 4.5 4.5 68.2 65.9 31.8
24 情動・共感と真似・文脈の神経機構 神経科学・行動学 0.0 0.0 71.4 58.9 21.4
25 興奮性シナプス可塑性の分子機構 神経科学・行動学 31.6 18.4 84.2 63.2 5.3
26 感染性凝集体「プリオン」とアミロイド様凝集体の共通項から見るタンパク凝集の生物学的意義 学際的・分野融合的領域 0.0 0.0 56.3 41.7 18.8
27 HIF・HIFα水酸化修飾とミトコンドリア機能調節 学際的・分野融合的領域 0.0 0.0 85.7 62.7 28.6
28 アポトーシス（細胞死）の分子機構 学際的・分野融合的領域 0.0 0.0 75.6 68.3 4.4
29 健康と病態におけるオートファジーの役割 学際的・分野融合的領域 22.2 15.5 68.7 53.0 13.1
30 再生医学と幹細胞研究 臨床医学 6.8 4.9 67.5 55.7 9.1
31 個体及び組織幹細胞の老化・寿命制御因子の研究 学際的・分野融合的領域 6.3 4.7 78.1 62.0 15.6
32 PGC-1αによる代謝調節とインスリン抵抗性 学際的・分野融合的領域 0.0 0.0 100.0 89.3 0.0
33 複合遺伝性疾患の遺伝疫学研究 学際的・分野融合的領域 2.2 1.8 64.2 32.5 44.5
34 肥満による生活習慣病発症機序の解明 臨床医学 21.4 17.7 53.1 40.8 2.0
35 乳がん薬物療法の開発/ゲノム構造解析技術 臨床医学 5.7 1.9 69.0 44.6 31.6
36 ヒト悪性腫瘍に対する分子生物学的アプローチ 臨床医学 6.3 3.7 72.5 54.7 13.9
37 多発性骨髄腫/新規薬剤治療 臨床医学 0.9 0.1 65.5 48.1 14.2
38 HDAC阻害剤を始めとする分子標的抗癌剤の開発研究 臨床医学 3.0 3.0 72.7 57.0 12.1
39 チロシンキナーゼの活性化と薬剤耐性 臨床医学 1.8 1.8 67.5 44.6 21.9
40 NF-κB活性化におけるユビキチン修飾系の役割 学際的・分野融合的領域 0.0 0.0 57.1 46.4 14.3
41 自然免疫によるインターフェロン産生 学際的・分野融合的領域 41.9 28.6 65.6 48.8 8.6
42 T細胞サブセットの分化メカニズムと疾病における役割 学際的・分野融合的領域 8.0 4.5 74.3 59.0 11.9
43 生物学的製剤の免疫調節機構による自己免疫疾患制御 臨床医学 4.4 3.2 69.0 37.7 28.3
44 NK細胞受容体とそのリガンドによる活性制御 学際的・分野融合的領域 0.0 0.0 68.8 49.0 18.8
45 ヒトパピローマウイルスワクチンの開発 臨床医学 0.0 0.0 71.4 34.6 14.3
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英国（分数） ドイツ（整数） ドイツ（分数） フランス（整数） フランス（分数） 中国（整数） 中国（分数） 韓国（整数） 韓国（分数） 国際共著率 次数中心性 近接中心性 媒介中心性
11.1 11.1 3.7 16.7 13.0 0.0 0.0 0.0 0.0 27.8 0.0077 0.1328 0.0026
2.4 11.8 1.9 14.7 4.8 20.6 13.0 0.0 0.0 29.4 0.0062 0.1277 0.0069
4.8 8.3 2.4 8.3 1.6 0.0 0.0 0.0 0.0 33.3 0.0031 0.1108 0.0000
4.7 11.1 4.3 13.6 8.0 0.0 0.0 0.0 0.0 43.2 0.0077 0.1535 0.0276
10.9 12.5 7.3 4.2 2.1 0.0 0.0 0.0 0.0 58.3 0.0108 0.1457 0.0294
2.0 49.0 36.9 2.0 1.0 0.0 0.0 0.0 0.0 31.4 0.0046 0.1639 0.0271
6.6 20.5 8.2 16.7 5.7 1.2 0.6 0.9 0.3 49.7 0.0232 0.1672 0.1242
13.9 15.4 3.3 0.0 0.0 3.8 3.8 0.0 0.0 50.0 0.0031 0.1334 0.0135
8.6 20.8 6.7 13.0 2.0 2.6 0.4 0.0 0.0 48.1 0.0031 0.1354 0.0022
6.5 0.0 0.0 3.6 0.9 0.0 0.0 0.0 0.0 25.0 0.0093 0.1422 0.0111
27.3 3.2 0.4 12.9 4.6 3.2 0.5 0.0 0.0 38.7 0.0015 0.1029 0.0000
2.8 17.1 3.3 19.5 6.6 0.0 0.0 0.0 0.0 43.9 0.0046 0.1399 0.0160
6.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 6.7 0.0077 0.1624 0.0200
4.5 7.9 2.4 2.6 2.6 5.3 2.6 2.6 1.3 34.2 0.0031 0.1435 0.0000
7.2 4.4 2.2 6.7 1.4 0.0 0.0 0.0 0.0 37.8 0.0093 0.1457 0.0091
16.5 31.6 8.6 15.8 2.5 0.0 0.0 0.0 0.0 63.2 0.0046 0.1454 0.0045
0.0 6.9 5.2 10.3 5.2 0.0 0.0 0.0 0.0 27.6 0.0062 0.1556 0.0715
37.5 0.0 0.0 12.5 5.2 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0077 0.1244 0.0057
10.7 0.0 0.0 0.0 0.0 8.0 3.3 4.0 2.0 32.0 0.0124 0.1407 0.0333
9.5 10.5 3.1 5.3 1.5 0.0 0.0 0.0 0.0 38.6 0.0093 0.1244 0.0022
15.9 2.2 2.2 2.2 1.1 0.0 0.0 0.0 0.0 24.4 0.0186 0.1374 0.0595
14.4 3.8 1.9 0.0 0.0 1.9 1.9 0.0 0.0 25.0 0.0046 0.1210 0.0000
25.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 13.6 0.0062 0.1210 0.0000
15.5 3.6 1.2 7.1 3.0 0.0 0.0 0.0 0.0 32.1 0.0093 0.1212 0.0091
2.6 15.8 10.5 5.3 5.3 0.0 0.0 0.0 0.0 42.1 0.0031 0.1283 0.0090
18.8 18.8 13.5 21.9 8.9 0.0 0.0 0.0 0.0 37.5 0.0015 0.1272 0.0000
14.2 9.5 1.6 14.3 6.4 0.0 0.0 4.8 1.6 38.1 0.0015 0.0880 0.0000
3.3 8.9 5.0 4.4 4.4 2.2 0.6 0.0 0.0 22.2 0.0108 0.1675 0.0197
6.5 6.1 2.3 8.1 3.9 1.0 0.5 3.0 2.0 40.4 0.0124 0.1677 0.0379
5.3 13.0 8.2 4.2 1.9 2.1 1.7 1.0 0.7 29.9 0.0279 0.2074 0.4396
7.3 0.0 0.0 6.3 4.2 0.0 0.0 0.0 0.0 43.8 0.0124 0.1848 0.0450
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 21.4 0.0077 0.1639 0.0009
18.6 13.1 4.6 13.1 4.1 5.1 1.5 2.9 0.6 64.2 0.0093 0.1634 0.0365
0.9 10.2 6.0 4.1 2.0 2.0 0.9 1.0 1.0 31.6 0.0139 0.1670 0.0614
12.6 12.7 3.1 15.2 4.7 1.3 0.1 0.0 0.0 48.7 0.0170 0.1872 0.0818
6.5 11.8 3.6 12.1 5.7 1.8 0.6 1.2 0.8 38.1 0.0279 0.1915 0.1775
4.9 21.2 12.4 18.6 6.2 0.9 0.1 0.0 0.0 42.5 0.0108 0.1683 0.0140
3.4 21.2 9.9 12.1 2.9 0.0 0.0 0.0 0.0 39.4 0.0124 0.1626 0.0086
7.2 21.1 5.5 18.4 4.8 2.6 1.0 2.6 0.3 46.5 0.0124 0.1670 0.0122
6.0 14.3 6.0 14.3 4.8 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0077 0.1547 0.0090
3.8 16.1 6.4 6.5 1.7 3.2 1.2 0.0 0.0 40.9 0.0139 0.1660 0.0351
7.0 11.6 5.6 8.3 5.2 0.3 0.3 0.3 0.2 36.4 0.0279 0.1733 0.0998
9.3 28.3 7.4 21.2 5.6 0.9 0.9 0.0 0.0 53.1 0.0062 0.1548 0.0209
8.3 18.8 10.4 12.5 8.3 0.0 0.0 0.0 0.0 56.3 0.0031 0.1479 0.0000
6.4 2.9 0.5 17.1 6.6 5.7 0.7 0.0 0.0 57.1 0.0015 - -
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研究領域ID 研究領域名 22分野分類 日本（整数） 日本（分数） 米国（整数） 米国（分数） 英国（整数）
46 黄色ブドウ球菌における薬剤耐性化の進展とその対処法 臨床医学 5.6 5.6 81.5 63.6 7.4
47 C型肝炎ウイルスの初期感染過程および治療法 学際的・分野融合的領域 9.2 5.5 59.2 38.1 17.1
48 HIV感染の制御 学際的・分野融合的領域 0.0 0.0 92.0 60.0 24.0
49 抗HIV薬に関する研究 学際的・分野融合的領域 7.7 7.7 80.8 39.9 26.9
50 ネットワーク科学 学際的・分野融合的領域 3.7 1.4 37.6 25.8 9.6
51 遺伝子サイレンシング/植物ホルモン 学際的・分野融合的領域 7.7 5.8 70.7 58.0 7.2
52 レドックス制御 学際的・分野融合的領域 5.0 5.0 50.0 27.5 10.0
53 植物の環境応答/メタボローム解析/プロテオーム解析 学際的・分野融合的領域 8.4 6.6 64.5 51.8 13.5
54 植物における一酸化窒素の生成機構および生理的役割 植物・動物学 0.0 0.0 36.0 27.3 24.0
55 植物の感染防御機構 植物・動物学 4.4 3.9 46.3 37.4 20.6
56 植物-微生物相互作用/ストリゴラクトン 植物・動物学 20.8 9.8 34.0 22.5 32.1
57 植物の発生遺伝学/糖代謝 植物・動物学 12.9 8.1 41.9 27.7 32.3
58 微生物生態系 学際的・分野融合的領域 1.6 0.2 77.4 56.6 12.9
59 システムバイオロジー/合成生物学 学際的・分野融合的領域 3.7 3.7 92.6 82.7 11.1
60 Ｇタンパク質共役受容体の構造と機能 生物学・生化学 11.1 8.3 61.1 39.8 16.7
61 タンパク質の動的挙動解析 学際的・分野融合的領域 0.0 0.0 76.9 65.4 7.7
62 マイクロ流路デバイス 化学 16.7 15.0 70.0 63.3 0.0
63 半導体スピントロニクス材料・磁性半導体 学際的・分野融合的領域 11.7 7.4 53.2 49.1 7.4
64 ナノファイバーの創製と応用に関する研究 材料科学 4.3 2.1 63.8 51.8 0.0
65 核酸によるナノ構造開発 化学 0.0 0.0 81.3 78.1 6.3
66 リビングラジカル重合/クリック反応/分子機械 化学 1.4 1.2 53.8 48.6 11.1
67 センサー/SWNT/機能性DNA/ナノ粒子等の合成、機能、毒性 化学 5.5 4.5 56.3 49.9 8.5
68 金ナノロッドのバイオアプリケーション 化学 1.2 1.2 67.4 62.6 0.0
69 高効率有機電界発光（EL）素子 学際的・分野融合的領域 7.8 7.8 33.3 28.7 5.6
70 超撥水表面 学際的・分野融合的領域 3.9 2.0 47.1 46.1 3.9
71 メソポーラス材料/シリカ・カーボン・金属酸化物 学際的・分野融合的領域 15.2 7.3 18.2 12.1 15.2
72 イオン液体中のナノマテリアル合成/中空・メソポーラス材料 学際的・分野融合的領域 16.7 11.7 0.0 0.0 20.0
73 イオン液体 化学 24.0 21.3 32.0 31.3 9.3
74 ナノカーボンおよび生物にならう炭酸塩からの材料開発 学際的・分野融合的領域 3.6 3.6 32.1 24.4 7.1
75 有機/有機-酸化物半導体　光・電子機能材料・素子 学際的・分野融合的領域 8.9 8.2 48.1 41.7 6.8
76 固体高分子形燃料電池 工学 3.4 2.2 58.4 52.5 2.2
77 バルク金属ガラスの形成/金属ガラス合金の変形 学際的・分野融合的領域 15.2 11.2 58.7 48.6 13.0
78 マルチフェロイクス等の新規材料における強誘電物性 物理学 25.7 21.4 60.0 41.7 7.1
79 金属スピントロニクス 物理学 36.1 31.7 44.3 42.6 9.8
80 分子性物質の物理と化学 物理学 8.7 6.3 59.8 48.5 11.7
81 金（ゴールド）のナノケミストリー 化学 8.9 7.4 46.7 37.0 8.9
82 大規模分子計算のための新世代密度汎関数理論 化学 3.3 2.5 63.3 53.1 6.7
83 配位空間・配位格子の設計と機能 化学 10.9 8.0 39.4 32.0 10.9
84 水素結合の研究 化学 0.0 0.0 87.0 76.4 8.7
85 アニオンセンサー 化学 4.2 3.1 27.1 19.4 29.2
86 触媒的不斉合成 化学 19.4 18.9 27.3 25.8 3.8
87 遷移金属触媒による分子変換反応 化学 3.3 3.3 32.5 31.5 4.6
88 Ｎ－ヘテロ環カルベン（NHC）の合成及び触媒反応への応用 化学 1.1 0.5 43.2 41.4 4.2
89 遷移金属触媒反応による直接的炭素結合形成 化学 3.8 3.8 47.2 47.2 3.8
90 微生物燃料電池/微生物電池/酵素バイオ電池 学際的・分野融合的領域 3.3 1.3 70.0 63.3 6.7
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英国（分数） ドイツ（整数） ドイツ（分数） フランス（整数） フランス（分数） 中国（整数） 中国（分数） 韓国（整数） 韓国（分数） 国際共著率 次数中心性 近接中心性 媒介中心性
4.0 5.6 2.5 11.1 5.9 0.0 0.0 0.0 0.0 35.2 0.0046 0.1229 0.0091
7.2 31.6 12.2 28.9 12.2 1.3 1.3 0.0 0.0 48.7 0.0093 0.1540 0.0054
7.0 16.0 4.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 56.0 0.0077 0.1535 0.0078
8.7 30.8 4.4 38.5 8.8 0.0 0.0 0.0 0.0 57.7 0.0031 0.1189 0.0090
4.9 10.7 6.5 7.0 3.0 36.5 28.7 3.0 2.3 33.9 0.0031 0.1194 0.0135
4.0 11.8 7.5 5.4 3.2 4.1 2.3 1.3 1.0 31.6 0.0294 0.1869 0.1261
7.5 30.0 20.8 35.0 25.0 5.0 1.7 5.0 2.5 45.0 0.0093 0.1369 0.0026
7.0 12.9 6.4 1.3 1.0 4.5 3.0 3.9 2.2 30.3 0.0139 0.1470 0.0179
17.3 20.0 10.7 4.0 1.3 4.0 2.0 0.0 0.0 40.0 0.0124 0.1487 0.0020
11.7 30.0 19.2 2.5 0.9 2.5 1.9 0.0 0.0 32.5 0.0325 0.1652 0.0311
16.3 20.8 8.9 24.5 13.1 0.0 0.0 0.0 0.0 60.4 0.0093 0.1451 0.0006
12.4 25.8 18.0 3.2 1.6 3.2 1.6 3.2 1.6 67.7 0.0263 0.1641 0.0344
3.9 24.2 9.5 6.5 2.0 1.6 0.8 1.6 0.5 53.2 0.0031 0.1608 0.1565
5.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 18.5 0.0046 0.1559 0.0241
10.2 33.3 19.4 16.7 7.4 0.0 0.0 5.6 2.8 61.1 0.0015 0.1055 0.0000
7.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 30.8 0.0046 0.1382 0.0045
0.0 0.0 0.0 3.3 3.3 0.0 0.0 3.3 3.3 16.7 0.0046 0.1474 0.0085
4.4 9.6 5.5 6.4 5.9 5.3 4.8 2.1 1.6 22.3 0.0201 0.1902 0.3141
0.0 12.8 5.0 0.0 0.0 10.6 4.6 14.9 12.8 34.0 0.0062 0.1466 0.0181
3.1 6.3 6.3 6.3 6.3 0.0 0.0 6.3 3.1 12.5 0.0062 0.1473 0.0048
8.1 10.6 8.3 3.4 2.6 2.9 2.4 0.5 0.5 18.3 0.0093 0.1485 0.0269
7.1 8.2 5.7 2.7 1.4 10.6 9.3 3.4 3.2 18.1 0.0170 0.1712 0.1429
0.0 2.3 1.7 1.2 1.2 4.7 2.7 5.8 3.9 17.4 0.0186 0.1729 0.1316
4.3 10.0 6.1 0.0 0.0 25.6 22.8 1.1 1.1 18.9 0.0046 0.1291 0.0000
2.9 7.8 5.9 11.8 11.8 21.6 21.6 0.0 0.0 7.8 0.0031 0.1280 0.0045
10.1 18.2 13.6 3.0 1.5 30.3 18.9 18.2 16.7 42.4 0.0015 0.1392 0.0000
15.0 20.0 13.3 0.0 0.0 26.7 21.7 6.7 6.7 23.3 0.0062 0.1506 0.0131
8.7 8.0 4.4 6.7 3.1 6.7 4.7 0.0 0.0 21.3 0.0031 0.1313 0.0003
5.4 21.4 17.9 3.6 3.6 25.0 17.9 0.0 0.0 32.1 0.0062 0.1489 0.0243
4.8 13.5 10.9 3.0 1.9 8.9 6.5 2.1 1.3 25.3 0.0217 0.1481 0.0556
0.8 3.4 2.5 1.1 1.1 14.6 12.4 9.0 6.5 18.0 0.0031 - -
6.5 4.3 2.2 8.7 3.3 21.7 14.5 8.7 7.6 32.6 0.0015 0.1033 0.0000
4.8 7.1 4.0 7.1 5.5 2.9 2.9 2.9 1.2 42.9 0.0000 - -
6.3 9.8 4.4 11.5 6.3 0.0 0.0 3.3 2.5 19.7 0.0031 0.1644 0.0278
6.2 13.6 8.1 6.8 4.1 4.2 2.4 1.9 1.3 36.0 0.0062 0.1503 0.0670
6.3 20.0 13.0 0.0 0.0 2.2 2.2 0.0 0.0 33.3 0.0046 0.1531 0.0483
5.8 20.0 16.7 3.3 1.7 0.0 0.0 1.7 0.8 26.7 0.0031 0.1175 0.0000
7.8 3.6 3.3 18.2 9.8 26.7 24.7 4.2 2.3 28.5 0.0093 0.1197 0.0152
3.6 8.7 3.3 0.0 0.0 0.0 0.0 4.3 2.2 26.1 0.0031 - -
23.6 6.3 3.8 2.1 2.1 4.2 4.2 12.5 10.4 22.9 0.0031 0.1475 0.0090
3.8 13.1 13.1 1.0 1.0 11.1 10.2 0.0 0.0 5.2 0.0139 0.1445 0.0285
4.0 29.1 27.8 7.3 6.6 6.6 6.3 0.0 0.0 6.0 0.0155 0.1509 0.0654
3.7 18.9 16.7 6.3 4.0 13.7 13.7 0.0 0.0 8.4 0.0124 0.1326 0.0104
3.8 5.7 5.7 3.8 1.6 9.4 9.4 0.0 0.0 3.8 0.0108 0.1321 0.0023
5.0 6.7 4.5 0.0 0.0 1.7 1.7 1.7 0.4 16.7 0.0015 - -
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研究領域ID 研究領域名 22分野分類 日本（整数） 日本（分数） 米国（整数） 米国（分数） 英国（整数）
91 水素製造・貯蔵および燃料電池に関連する錯体水素化物 学際的・分野融合的領域 31.1 25.7 31.1 26.6 5.4
92 人工構造体における表面プラズモンの電磁応答 物理学 10.0 7.5 30.0 25.0 15.0
93 メタマテリアル 物理学 0.0 0.0 75.0 52.4 21.1
94 光量子情報・通信、光ナノサイエンス 物理学 26.7 24.4 60.0 54.2 3.3
95 半導体量子ドットによる量子ビット/電子電荷、電子スピン、核スピン 物理学 7.0 4.3 51.2 38.0 4.7
96 原子系・光子を用いた量子情報科学 物理学 4.3 1.8 51.1 40.4 25.5
97 高温超伝導体の新奇電子秩序 物理学 52.2 20.1 73.9 40.7 26.1
98 超高速高強度光科学 物理学 10.5 7.9 26.3 16.2 8.8
99 情報源の「疎」な性質を用いた制約と信号処理・情報理論への応用 学際的・分野融合的領域 1.4 0.5 76.1 65.3 0.0
100 強く相互作用する量子多体系 物理学 8.1 4.4 55.2 37.1 9.3
101 初期地球の大気・生物の進化およびその分析手法に関する研究 地球科学 2.6 0.9 76.3 52.9 15.8
102 固体酸化物形燃料電池（SOFC）関連新技術 工学 0.0 0.0 12.5 10.9 9.4
103 先カンブリア時代の地球 地球科学 9.6 6.7 26.5 17.3 7.2
104 ゲージ・重力理論対応とブラックホール解 物理学 6.5 5.6 57.5 35.1 23.7
105 ガンマ線バースト 宇宙科学 17.8 4.6 95.6 39.7 51.1
106 素粒子物理学・素粒子宇宙物理学 物理学 18.9 8.6 55.9 35.4 16.4
107 宇宙の精密観測の進展による宇宙論と素粒子論の新発展 学際的・分野融合的領域 12.1 4.9 61.7 36.3 22.4
108 ホモ・サピエンスの出現過程 社会科学・一般 5.4 1.6 56.8 30.9 35.1
109 温暖化影響/生物・生態系 環境/生態学 0.0 0.0 31.5 21.1 25.9
110 臭素系難燃剤の環境化学 環境/生態学 2.2 0.7 43.5 30.3 21.7
111 医薬品と生活関連物質の環境負荷とその低減技術 環境/生態学 0.0 0.0 0.0 0.0 12.5
112 有機エアロゾル 地球科学 2.0 0.3 74.0 52.4 16.0
113 陸域生態系における二酸化炭素収支の観測的研究 農業科学 17.2 10.9 62.1 28.9 10.3
114 行列不等式を用いたむだ時間系の安定判別・安定化制御 工学 17.1 6.7 2.9 1.4 14.3
115 大気組成・微量成分 地球科学 10.1 1.2 84.1 51.3 27.5
116 エアロゾルの効果を含めた気候変動シミュレーション 地球科学 20.8 4.6 87.5 60.8 25.0
117 海面水位変動/海水の密度/氷床/水循環 地球科学 2.9 2.9 85.3 62.7 26.5
118 過去の地球環境変動の復元 地球科学 3.2 0.3 83.9 44.7 25.8
119 コーポレート・ガバナンス 経済・経営学 0.0 0.0 89.6 81.6 6.3
120 非線形微分方程式に対する新しい漸近展開法とその応用 学際的・分野融合的領域 0.0 0.0 8.5 6.1 0.0
121 経済地理学の新潮流　～進化経済学と関係論～ 社会科学・一般 0.0 0.0 7.1 3.6 50.0
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英国（分数） ドイツ（整数） ドイツ（分数） フランス（整数） フランス（分数） 中国（整数） 中国（分数） 韓国（整数） 韓国（分数） 国際共著率 次数中心性 近接中心性 媒介中心性
4.5 9.5 7.9 0.0 0.0 10.8 7.4 5.4 5.4 20.3 0.0031 0.1122 0.0047
10.0 0.0 0.0 45.0 25.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0046 0.1496 0.0000
12.5 10.5 4.8 2.6 1.1 14.5 11.2 0.0 0.0 44.7 0.0093 0.1521 0.0756
1.1 3.3 0.8 3.3 3.3 0.0 0.0 0.0 0.0 16.7 0.0093 0.1361 0.0632
4.7 23.3 15.1 4.7 3.1 0.0 0.0 2.3 1.2 30.2 0.0108 0.1347 0.0614
15.4 25.5 12.8 2.1 0.5 4.3 3.2 0.0 0.0 44.7 0.0108 0.1233 0.0991
9.9 8.7 3.6 21.7 7.8 4.3 1.4 0.0 0.0 78.3 0.0015 0.0916 0.0000
3.5 33.3 17.0 24.6 12.7 1.8 1.8 1.8 0.9 64.9 0.0031 0.1163 0.0045
0.0 9.9 6.3 14.1 10.3 7.0 3.8 0.0 0.0 29.6 0.0031 - -
3.7 24.2 12.2 15.5 6.0 8.3 2.2 4.5 0.8 43.9 0.0077 0.1120 0.1084
11.0 7.9 4.6 13.2 6.6 13.2 6.1 0.0 0.0 50.0 0.0031 0.0620 0.0000
9.4 0.0 0.0 6.3 6.3 62.5 60.9 3.1 3.1 3.1 0.0000 - -
3.5 10.8 4.7 4.8 1.6 65.1 43.4 0.0 0.0 55.4 0.0062 0.0621 0.0136
12.6 15.6 8.3 11.8 6.0 2.2 0.6 0.0 0.0 58.1 0.0046 0.0688 0.0180
14.2 15.6 2.5 6.7 0.9 6.7 1.4 0.0 0.0 80.0 0.0046 0.0932 0.0909
7.5 23.9 11.2 13.9 5.2 5.9 1.2 5.9 0.8 57.1 0.0077 0.0794 0.0447
9.8 24.1 9.8 15.0 5.2 5.4 4.1 4.0 1.5 58.4 0.0155 0.0859 0.0813
21.4 5.4 3.2 21.6 7.7 0.0 0.0 0.0 0.0 45.9 0.0031 0.1385 0.0045
14.8 20.4 9.5 11.1 5.2 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0093 0.1149 0.0643
8.2 13.0 6.1 2.2 0.3 19.6 15.9 0.0 0.0 52.2 0.0015 - -
12.5 18.8 12.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 18.8 0.0000 - -
5.4 22.0 8.4 0.0 0.0 2.0 0.3 2.0 1.0 58.0 0.0077 0.0817 0.0030
1.3 34.5 5.3 24.1 2.9 0.0 0.0 0.0 0.0 69.0 0.0046 0.0958 0.0425
5.7 0.0 0.0 2.9 2.9 57.1 37.1 0.0 0.0 48.6 0.0031 0.1068 0.0090
7.6 21.7 4.5 20.3 3.8 1.4 0.1 0.0 0.0 56.5 0.0108 0.0884 0.0349
6.7 25.0 9.8 29.2 8.8 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0186 0.0820 0.0149
14.7 8.8 3.4 5.9 2.9 0.0 0.0 0.0 0.0 47.1 0.0093 0.0882 0.0691
9.5 32.3 8.6 6.5 0.9 3.2 1.6 3.2 1.1 74.2 0.0046 0.0707 0.0314
4.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 18.8 0.0015 - -
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 26.8 26.2 0.0 0.0 7.3 0.0031 - -
34.5 14.3 9.5 14.3 10.7 0.0 0.0 0.0 0.0 35.7 0.0015 - -
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6. サイエンスマップ上に示す主要国の論文シェアの時系列変化 
参考図表 20 サイエンスマップ上に示した論文比率の時系列【日本、整数カウント法】 
(A) サイエンスマップ 2002                       (B) サイエンスマップ 2004 
 
 
(C) サイエンスマップ 2006                       (D) サイエンスマップ 2008 
 
(注) 論文シェアが 5％を水色で表示し、20％以上を赤色で表示した。論文シェアの計算には整数カウントを用いた。黄色の丸と数字は、
論文シェアが 9％以上の注目研究領域の場所と ID である。 





参考図表 21 サイエンスマップ上に示した論文比率の時系列【日本、分数カウント法】 
(A) サイエンスマップ 2002                       (B) サイエンスマップ 2004 
 
 
(C) サイエンスマップ 2006                       (D) サイエンスマップ 2008 
 
(注) 論文シェアが 5％を水色で表示し、20％以上を赤色で表示した。論文シェアの計算には分数カウントを用いた。黄色の丸と数字は、
論文シェアが 9％以上の注目研究領域の場所と ID である。 
データ： Thomson Reuters 社 “Essential Science Indicators”に基づき科学技術政策研究所が集計 
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参考図表 22 サイエンスマップ上に示した論文比率の時系列【米国、整数カウント法】 
(A) サイエンスマップ 2002                       (B) サイエンスマップ 2004 
 
 
(C) サイエンスマップ 2006                       (D) サイエンスマップ 2008 
 
(注) 論文シェアが 5％を水色で表示し、80％以上を赤色で表示した。論文シェアの計算には整数カウントを用いた。黄色の丸と数字は、
論文シェアが 60％以上の注目研究領域の場所と ID である。 
データ： Thomson Reuters 社 “Essential Science Indicators”に基づき科学技術政策研究所が集計 
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参考図表 23 サイエンスマップ上に示した論文比率の時系列【米国、分数カウント法】 
(A) サイエンスマップ 2002                       (B) サイエンスマップ 2004 
 
 
(C) サイエンスマップ 2006                       (D) サイエンスマップ 2008 
 
(注) 論文シェアが 5％を水色で表示し、80％以上を赤色で表示した。論文シェアの計算には分数カウントを用いた。黄色の丸と数字は、
論文シェアが 60％以上の注目研究領域の場所と ID である。 
データ： Thomson Reuters 社 “Essential Science Indicators”に基づき科学技術政策研究所が集計 
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参考図表 24 サイエンスマップ上に示した論文比率の時系列【英国、整数カウント法】 
(A) サイエンスマップ 2002                       (B) サイエンスマップ 2004 
 
 
(C) サイエンスマップ 2006                       (D) サイエンスマップ 2008 
 
(注) 論文シェアが 5％を水色で表示し、80％以上を赤色で表示した。論文シェアの計算には整数カウントを用いた。黄色の丸と数字は、
論文シェアが 9％以上の注目研究領域の場所と ID である。 
データ： Thomson Reuters 社 “Essential Science Indicators”に基づき科学技術政策研究所が集計 
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参考図表 25 サイエンスマップ上に示した論文比率の時系列【英国、分数カウント法】 
(A) サイエンスマップ 2002                       (B) サイエンスマップ 2004 
 
 
(C) サイエンスマップ 2006                       (D) サイエンスマップ 2008 
 
(注) 論文シェアが 5％を水色で表示し、20％以上を赤色で表示した。論文シェアの計算には分数カウントを用いた。黄色の丸と数字は、
論文シェアが 9％以上の注目研究領域の場所と ID である。 
データ： Thomson Reuters 社 “Essential Science Indicators”に基づき科学技術政策研究所が集計 
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参考図表 26 サイエンスマップ上に示した論文比率の時系列【ドイツ、整数カウント法】 
(A) サイエンスマップ 2002                       (B) サイエンスマップ 2004 
 
 
(C) サイエンスマップ 2006                       (D) サイエンスマップ 2008 
 
(注) 論文シェアが 5％を水色で表示し、20％以上を赤色で表示した。論文シェアの計算には整数カウントを用いた。黄色の丸と数字は、
論文シェアが 9％以上の注目研究領域の場所と ID である。 
データ： Thomson Reuters 社 “Essential Science Indicators”に基づき科学技術政策研究所が集計 
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参考図表 27 サイエンスマップ上に示した論文比率の時系列【ドイツ、分数カウント法】 
(A) サイエンスマップ 2002                       (B) サイエンスマップ 2004 
 
 
(C) サイエンスマップ 2006                       (D) サイエンスマップ 2008 
 
(注) 論文シェアが 5％を水色で表示し、20％以上を赤色で表示した。論文シェアの計算には分数カウントを用いた。黄色の丸と数字は、
論文シェアが 9％以上の注目研究領域の場所と ID である。 
データ： Thomson Reuters 社 “Essential Science Indicators”に基づき科学技術政策研究所が集計 
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参考図表 28 サイエンスマップ上に示した論文比率の時系列【フランス、整数カウント法】 
(A) サイエンスマップ 2002                       (B) サイエンスマップ 2004 
 
 
(C) サイエンスマップ 2006                       (D) サイエンスマップ 2008 
 
(注) 論文シェアが 5％を水色で表示し、20％以上を赤色で表示した。論文シェアの計算には整数カウントを用いた。黄色の丸と数字は、
論文シェアが 9％以上の注目研究領域の場所と ID である。 
データ： Thomson Reuters 社 “Essential Science Indicators”に基づき科学技術政策研究所が集計 
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参考図表 29 サイエンスマップ上に示した論文比率の時系列【フランス、分数カウント法】 
(A) サイエンスマップ 2002                       (B) サイエンスマップ 2004 
 
 
(C) サイエンスマップ 2006                       (D) サイエンスマップ 2008 
 
(注) 論文シェアが 5％を水色で表示し、20％以上を赤色で表示した。論文シェアの計算には分数カウントを用いた。黄色の丸と数字は、
論文シェアが 9％以上の注目研究領域の場所と ID である。 
データ： Thomson Reuters 社 “Essential Science Indicators”に基づき科学技術政策研究所が集計 
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参考図表 30 サイエンスマップ上に示した論文比率の時系列【中国、整数カウント法】 
(A) サイエンスマップ 2002                       (B) サイエンスマップ 2004 
 
 
(C) サイエンスマップ 2006                       (D) サイエンスマップ 2008 
 
(注) 論文シェアが 5％を水色で表示し、20％以上を赤色で表示した。論文シェアの計算には整数カウントを用いた。黄色の丸と数字は、
論文シェアが 9％以上の注目研究領域の場所と ID である。 
データ： Thomson Reuters 社 “Essential Science Indicators”に基づき科学技術政策研究所が集計 
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参考図表 31 サイエンスマップ上に示した論文比率の時系列【中国、分数カウント法】 
(A) サイエンスマップ 2002                       (B) サイエンスマップ 2004 
 
 
(C) サイエンスマップ 2006                       (D) サイエンスマップ 2008 
 
(注) 論文シェアが 5％を水色で表示し、20％以上を赤色で表示した。論文シェアの計算には分数カウントを用いた。黄色の丸と数字は、
論文シェアが 9％以上の注目研究領域の場所と ID である。 
データ： Thomson Reuters 社 “Essential Science Indicators”に基づき科学技術政策研究所が集計 
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参考図表 32 サイエンスマップ上に示した論文比率の時系列【韓国、整数カウント法】 
(A) サイエンスマップ 2002                       (B) サイエンスマップ 2004 
 
 
(C) サイエンスマップ 2006                       (D) サイエンスマップ 2008 
 
(注) 論文シェアが 5％を水色で表示し、20％以上を赤色で表示した。論文シェアの計算には整数カウントを用いた。黄色の丸と数字は、
論文シェアが 9％以上の注目研究領域の場所と ID である。 
データ： Thomson Reuters 社 “Essential Science Indicators”に基づき科学技術政策研究所が集計 
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参考図表 33 サイエンスマップ上に示した論文比率の時系列【韓国、分数カウント法】 
(A) サイエンスマップ 2002                       (B) サイエンスマップ 2004 
 
 
(C) サイエンスマップ 2006                       (D) サイエンスマップ 2008 
 
(注) 論文シェアが 5％を水色で表示し、20％以上を赤色で表示した。論文シェアの計算には分数カウントを用いた。黄色の丸と数字は、
論文シェアが 9％以上の注目研究領域の場所と ID である。 







域 i と j が 0.02 以上の共引用で結びつけられている時x୧୨ ൌ 1、それ以外の場合はx୧୨ ൌ 0となるとする。




Cୢሺn୧ሻ ൌ ෍ x୧୨
୨
ሺg െ 1ሻൗ  
により計算した。次数中心性は0 ൑ Cୢሺn୧ሻ ൑ 1の値をとる。ここでg െ 1は規格化定数であり、gはネットワ
ークに含まれるノード数である。ノードn୧が他のすべてのノードとエッジでつながれた場合、Cୢሺn୧ሻ ൌ
∑ 1୨ ሺg െ 1ሻ⁄ ൌ ሺg െ 1ሻ ሺg െ 1ሻ⁄ から次数中心性は最大値の 1 となる。どのノードともつながりを持たない








により計算した。近接中心性は0 ൑ Cୡሺn୧ሻ ൑ 1の値をとる。ここでdሺn୧, n୨ሻはノードn୧からn୨へ到達するの
に必要な最小ステップ数、gはネットワークに含まれるノード数である。ノードn୧が他のすべてのノード
(g െ 1)と 1 ステップでつながれた場合、近接中心性は 
Cୡሺn୧ሻ ൌ ሺg െ 1ሻ ∑ 1 ൌ ሺg െ 1ሻ/ሺg െ 1ሻ
୥
୨ୀଵ,୨ஷ୧ൗ から最大値の 1 となる。ノードn୧から他のノードに到達する
のに必要なステップ数が多くなるにつれ、Cୡሺn୧ሻの分母の値が大きくなり、Cୡሺn୧ሻの値は小さくなる。Cୡሺn୧ሻ




Cୠሺn୧ሻ ൌ ෍൫g୨୩ሺn୧ሻ g୨୩⁄ ൯
୨ழ௞
ሼሺg െ 1ሻሺg െ 2ሻ 2⁄ ሽൗ  
により計算した。媒介中心性は0 ൑ Cୠሺn୧ሻ ൑ 1の値をとる。ここでg୨୩はノードn୨からn୩に最小ステップ
(dሺn୨, n୩ሻ)で到達する経路の数、g୨୩ሺn୧ሻは g୨୩通りの経路の中で、ノードn୧を経由する経路の数である。つ
まり、 g୨୩ሺn୧ሻ g୨୩⁄ はノードn୨とn୩を結ぶ最短経路における、ノードn୧の重みに対応している。ノードn୧を経
由する必要が全くない場合g୨୩ሺn୧ሻ g୨୩⁄  は 0、必ずノードn୧を経由する必要がある場合は 1 となる。 
全てのノードの組み合わせの経路について、 g୨୩ሺn୧ሻ g୨୩⁄ の和をとったものが媒介中心性に対応する。
ሺg െ 1ሻሺg െ 2ሻ 2⁄ は規格化定数であり、ノードn୧を除いたg െ 1ノード間の全ての組み合わせ数に対応し
ている。全てのノードの組み合わせn୨, n୩において、必ずノードn୧を経由する必要がある場合、Cୠሺn୧ሻは
最大値の 1 となる。 
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8. Web アンケート調査コメント一覧 



























































z 最終的な ScienceMap2008 はかなり的確に研究動向を表しているようで、興味深い。ただ、リサーチフ
ロントのまとめ方に多少違和感があった。また、個別の研究領域の動向を図で示したものは、被引用
文件数に比例して丸の大きさを変えてあるというものの、被引用数が少なくても関連領域が多いと実際
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柏木 薫 三菱化学テクノリサーチ  

















－ 論文データベース分析（2003 年から 2008 年）による
　 注目される研究領域の動向調査 －
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